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　広々とした部屋の中央に天てん蓋がい付きの豪ごう華かな寝台がひとつ。

　夜よ更ふけに相応ふさわしく、室内はしんと静まりかえっていた。

　だが、突如その静せい寂じゃくを破ってバタバタと何かを叩く音と、甲かん高だかい笑い声が室内を満たした。

「ふ、ふふふふ……。凄すごい、凄いよ!!　これが異世界人なんだ。これがニンゲンって奴なんだよ！　だから彼らとの付き合いはやめられない。思いもよらない、途方もない事を平然とやってのける！」

　冒険者ギルドのマスター、ファルスことルトははしゃいでいた。

　まるで子供のように足をばたつかせながら、ベッドの上で何度も左右に転がっている。

　普段の──何事にも動じる事なく穏やかな笑みを湛たたえた彼を知る人が今の様子を見たら、間違いなく絶句するだろう。

　ここはルトの寝室の一つ。

　冒険者ギルドの奥、普段は誰も近づかないように彼が命じた区画の中にある。

　寝室には徹底した防音処理が施ほどこされているため、この醜しゅう態たいが外に漏れる心配はない。

　今、彼の眼前にはうっすらと光る四角形が浮かんでいる。

　それは物質ではなく、映像だった。ルトはそれを見て興奮しているのだ。

「真まこと君は厳密には人間じゃなくてヒューマンのはずなのにな。原初の世界で彼らと同じように生活すると、皆ああなるんだろうか!?　ああ、是ぜが非ひでも試したい。彼の子を、可能性を、僕がこの身に宿せるのかどうかを!!」

　宙に浮く光の四角形の中では、目まぐるしく映像が切り替わり続けている。

　最悪のカメラワークと断言出来るくらい酷ひどい映像だ。

　上下左右、無秩序に動くブレまくった代しろ物もので、とても見られたものではない。

　ただ一点、どれだけ無茶苦茶に映像が動いても、中央にはほぼ常にオレンジ色の〝人型のナニカ〟が映っている。

　この映像は、それを中心にして高速で動いている何者かの視界、そんな感じだった。

　ルトは乱れた映像に一言の文句も言わずに、ただただ楽しげに目で動きを追っている。

　もし彼がこの映像から状況を把握しているのなら、凄まじい動体視力だ。その能力の高さには目を見張るものがある。

「竜殺しのソフィア……か。つまらないイレギュラーだと思っていたのに、なかなか良い仕事をしてくれる。もしこの場を切り抜けられたなら、ご褒ほう美びに一ひと目めくらい会ってやってもいい。彼女のおかげで真君の力をこの目で見る事が出来たんだから」

　会う可能性はないと冷静に分析しながら、ルトは心にもない事を口にする。

　映像の舞台はリミア王国の王都、ウル。

　しかし、世界に知られたその壮そう麗れいな街並は見る影もない。破壊の嵐に蹂じゅう躙りんされ、もはや都市としての機能は失われたと誰もが判断する、そんな惨さん状じょうだ。

「王都はこれまでだね。けれど女神の介入の甲か斐いもあって勇者は命拾いし、魔将は早くも退場した。入り乱れる力のせいで巴ともえと澪みおがどこで何をしているのかよく分からないけど、真君と識しきが見られるだけでも十分。開幕から爆笑ものの防具できっちり笑いを取ってからの大暴れ、そして、本命の能力発動！　飽きるどころか、君を見ているのが日に日に楽しくなってくるよ。ねえ？　どうやったら……どういう思考で何をすればそんな力に行き着くんだい？」

　ルトは映像の中央にいる人型の何かを纏まとった人物──深み澄すみ真に問いかける。

　オレンジ色の人型……端的にいえば、それは魔力の塊かたまり。

　だが、ただの魔力ではない。

　物理干かん渉しょう──言い換えれば物質化を可能にした、魔力そのものの活用法。

　あまりにも非効率でヒューマンからも魔族からも見限られた、とうに死んだ研究の果てにあるものだった。

　真がこの能力を明らかにした時、ルトの顔から一瞬全ての感情が消えた。次いで彼は食い入るようにその姿を見つめた。

　そして、突如バスローブを脱いで寝台に飛び込むと、深夜という時間も考えずに全裸で大騒ぎし始めたのである。

「錬金術における奥おう義ぎの一つ、賢者の石の生成……。もしも混じり気なしなら、正真正銘の〝補い満たすものエリクサー〟」

　ルトは不意にある言葉を思い出した。

　賢者の石──それは錬金術師でも相当に研究を進めた者にしか理解出来ない高度な理論と技術、すなわち奥義によって生成される高級触しょく媒ばいである。

　彼が口にした通り、もし完全な物ならば、その効果はまさに万能の触媒となり、計り知れない価値を持つ。もっとも、完全な賢者の石をヒューマンが作ったなどという事は、ルトが知る限り一度もない。

「錬金術師達にとっては、賢者の石への到達は至高の目的になり得る。だからいつからか、錬金術師に限らず研究者は、自みずからの生涯の目標を賢者の石と呼ぶようになった。……でもね」

　己の言葉の選択に、ルトは思わず口元を綻ほころばせる。

　真がやってのけた〝魔力の物質化〟は、錬金術からは壮絶に道を外れながらも、とんでもない成果を生んでいた。それがルトの脳のう裏りで錬金術の用語と結びついたのだ。

　以前、真はルトにこんな相談をしていた。

　一度に運用出来る魔力の量を増やしたい、保有する魔力に相応しいだけの放出量が欲しい、と。

　程度の差はあれど、これは魔術師にとってありふれた悩みである。

　もちろんルトは、彼にいくつかの方法を紹介した。真に好意を抱いているが故ゆえの、ちょっとしたサービスである。

　だが、はっきり言って真にはその素質がなかった。

　だからルトが示した最も効率的かつキツい修練を続けたとしても、平均的なヒューマンの何割分かの成果しか見込めない。気の毒だが、夏休みの一ひと月つきやそこらで目に見える成果が出るような課題ではないと、ルトはそう考えていた。

　当然、真にもその事は説明した。

　それでも真は、学園の夏休み期間中にどこかに籠こもって修練を続けたらしい。

　たとえ即効性はないとしても、継続は力であり、努力する事自体は無む駄だにならない。真が自分を見つめて鍛きたえるのはむしろ好ましい事だと思って、ルトは特に異議を唱えなかった。

　それにしてもだ。

　真が今回目指していたのは、一度に術に込められる魔力量を目に見えて増やす事だったはずだ。

　ところが……。

「無茶苦茶だよ。魔力を体外で具現化した上で留め、必要に応じて使うだなんて……。あの人型を構成する魔力は術を展開する一歩手前、臨界に近い状態で維持されている。確かに、魔力が一番物質への干渉力を持つのはその瞬間で間違いないけど、燃費が悪すぎて普通なら話にならない。僕だって十分も保もつかどうか」

　真が取ったのは限りなく非効率的な解決手段である。

　一体どれだけの魔力を保有していたら、こんな事を思いつくのか。

　ルトは真の魔力を〝上限なし〟と再評価した。

　無論、限界がないわけはない。

　だが、計算や数値化に臨んでも、ゼロを書き並べて疲れ果てそう、という判断だ。

　ルトも〝似たようなもの〟を少量構築するだけならある程度は可能だと考えている。しかし、真がソフィアを相手にやってみせているように、実戦であれだけの量を使い続けるなど、とても出来るとは思えない。それだけの魔力を消費するのなら、いっそ周囲一帯をまとめてクレーターにした方が手っ取り早いし、楽なのだ。

　まさしく、真にしか出来ず、彼にしか考えつかないオンリーワンの能力だった。

「臨界寸前の多様に変質し得る魔力。それを具現化して自在に攻防に活用する、か。完全どころかありふれた賢者の石を目指していた者が、一足飛びに本物の混沌カオスを作り出すようなものだよ。でも君はそれをやってのけた。とんでもなく馬ば鹿かげていて、とんでもなく凄い。偉業だ」

　映像が唐突に黒く染まる。

　ルトが目を離した一瞬の間に、ソフィアが地に墜おちたらしい。

　この映像は彼女の視界である。

　揺れたり、ブレたりと、顔につけた小型カメラからの映像に近いのはそのためだ。

　だから彼女の視界が塞ふさがれれば、当然映像もブラックアウトする。

　まさか探し求めた〝万ばん色しょくの竜〟にカメラ代わりに使われているとは、ソフィアには思いもよらないだろう。

　ソフィアが何をされてダウンしたか、ルトは把握していなかったが、あまり残念そうな様子はない。そもそも彼はソフィアが健闘する事すら期待していないのだ。

　いくつかの上位竜の力を手にした程度の彼女が及ぶ相手ではないと、真が能力を発動した時からルトには分かっていたから。

　同時に彼は、竜殺しの異い名みょうを持つ冒険者に哀あわれみの念を抱く。

　分ぶを弁わきまえていれば。

　ランサーと企たくらみ事などせず、上位竜を狩るなどと考えなければ。

　自分ルトに挑もうとさえしなければ。

　ただの冒険者として活動しているだけならば、彼女はルトの力の恩恵で、その一生を成功者として終える事が出来ただろうに、と彼は思う。

　今となってはもう、全て意味のない話だが。

「魔力版〝第一原質マテリア・プリマ〟とでも言おうか。……もしもまだあの能力に名がないのなら、彼に提案してみようかな。恐らく君はその言葉の意味も知らないのだろうけど。君が後回しにして逃げた、魔術による創造理論。今君は、事実上それにさえ力ちから業わざで到達しつつある。未だ一切の理ことわりに至っていないというのにだ。真君。君はまさに僕の理想のヒューマンだ。僕が思い描き、いつか実現させようと渇かつ望ぼうする存在が既にいる。しかも目の前に！　ああ……体の芯しんが疼うずくよ。蕩とろけて……どうにかなってしまいそうだよ」

　ルトは混沌の別称とも言うべき名を真の能力に添えた。

　その言葉の真意は語られず、ただ言葉とともに吐かれた彼の熱だけが室内に籠もる。

　再び映像は空からの視点になった。

　無数の紅あかい光が真が纏う人型に向かって撃ち出される。

　まったく違う場所から放たれているのに、着弾点は恐ろしく正確。

　曲射のように軌道を変えて、人型の一点に集中して撃ち込まれていく。

　極めて高い技術と集中力、そして抜群のセンスの為せる技だ。

　それでも……熱に浮かされたルトの瞳が見つめるのは、人型に包まれた真だけ。

　いつの間にかルトは、その姿を女に変えて、身を震わせる。

　収束しつつあるとはいえ、彼のお膝ひざ元もとでもあるロッツガルドで起きている大事件、変異体の襲来など、まるで忘れてしまったかのように。

　ルトは眠れぬ夜を過ごす。
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「……ドラゴンっつっても、大した事ねえや。クズノハの姐ねえさんらの方が威圧感あるっての」

　ようやく炎上が収まってきたリミア城下。

　ヒューマンの冒険者が巨大な影に向かって悪態をついた。

　だが彼は、かろうじて自身の足で立ってはいるものの、かなり負傷している。その言葉が強がりでしかない事は、男の表情を見れば明白だった。

　今も王都の各所から煙が上がっているが、先ほどから争いの音はぴたりと止やんでいる。

　魔族とヒューマンの戦闘はすっかり停止しているようだった。

　魔将ロナからの撤退命令の影響もあるが、直前に降り注そそいだ大量の光の剣による破壊の影響が一番大きいだろう。

（同感だな）

　冒険者の男が絞しぼり出した言葉に、彼らとは少し離れた瓦が礫れきの山に立つ人影が首しゅ肯こうした。

　しかし、その同意に強がりは一欠片かけらも含まれていない。

　まさしく言葉通りの意味である。

　光こう沢たくのある黒い生き地じに、金きん糸しで控えめな彩りが加えられたローブを纏っている魔術師風のシルエット。だが彼の姿は人のそれではなく、明らかに異い形ぎょう。

　その頭部を覆うフードが後ろにはだけた事で露あらわになった顔は、髑どく髏ろそのものだった。

　眼がん窩かに、赤い光が瞳のようにうっすらと輝きを放っている。

　謁えっ見けんの間で竜殺しソフィアと戦っている〝魔人〟の従者、識だ。真との契約で人の姿を得た彼だが、今は勇者達に正体を悟らせないために、かつてのリッチの姿を纏い、ラルヴァと名乗っている。

　王都で殺さつ戮りくを繰り広げる魔族の兵を止めようと飛び出したリミアの勇者──音おと無なし響ひびきの後を追って城下に出た彼は、空から降り注ぐ光の剣を凌しのいだ。

　その直後、彼らの前に巨大な影が降り立った。

「手間が省はぶけたが……」

　彼は横目で勇者達の様子をちらっと見て、そう呟つぶやいた。

　悪態をついた冒険者は疲労を色濃く滲にじませ、同様に騎士のベルダも剣を杖代わりにして、やっとの事で立っている。

　巨大な影を警戒する響の背後で必死に回復魔術を展開しているのは、ローレルの巫女みこ、チヤだ。

　そして……。

　中でも識が注目したのは最後の一人……地に伏した魔術師、ウーディだった。

　防御に失敗したのか、それとも流れ弾に当たったのか、彼の腹部には痛々しい穴が空いていた。

　響があまりに暴走するようなら、仲間を何人か半殺しにして動きを封じようかと考えていた識にとって、彼女達が仲間の治ち癒ゆで身動きできない今の状況は、願ってもないものだった。

　まさに、手間が省けた、である。

　勇者達の現状を確認すると、識の視線は再び降りてきたモノに向けられ、今度はぴたりと固定された。

　彼の興味がどちらに向いているかは明白だ。

　見張り塔よりも更に巨大な影は……竜だった。

　二本の足で立つ白銀の竜。

　その鱗は鎧よろいの如く変質し、まるで武装しているかのように見える。ある箇所では鋭利な刃、そしてまたある箇所では滑らかな円盾を思わせる。

　異質な姿をしていた。

　その竜が、下等な獣とは異なる、意思と知性を宿した瞳で識を見下ろす。

「リッチか……。魔族に加わっているわけでもなさそうだが……まあ、見逃してやろう。去れ」

　開口一番の言葉は識に向けて放たれた。

「上位竜ランサー。〝御み剣つるぎ〟……まさか会えるとは思っていなかった」

　対する識は威圧される事もなく、ぽつりと呟いた。

　識はその竜が上位竜と知ってもなお、恐怖を感じてはいないようだった。

　むしろ、その言葉に漂ただよう気配には、喜色が読み取れる。

　瀕ひん死しの重傷を負った宮廷魔術師の名を叫ぶ勇者達の声が響くも、識はなんの感情も示さずランサーを見つめたまま。

　やがて彼は、手にした飾り気のない一見ただの棒にさえ見える黒い杖の先端を、竜の巨きょ躯くに向けて静かに構えた。

「……その構え、なんのつもりだ？」

「我が名はラルヴァ。魔人の従者。そう名乗れば、こちらの意図は分かるな？」

「魔人だと？　奴め、手勢がいたか」

　ランサーが憎々しげに吐き捨てた。それと同時に、ランサーから亜竜の咆ほう哮こう並の威圧が漏れ出た。

　上位竜はただ戦闘を意識しただけでも、これだけのプレッシャーを周囲にまき散らす。

　しかし識は身を縛られる事もなく、涼しい表情で黒杖をかざしたままだ。

「話が早い。では始めようか」

　大人の下半身を隠す程度に霧が包む廃墟の如き王都で、ただの高位アンデッドにすぎないはずのリッチと、上位竜ランサーの、あり得ない〝戦い〟が始まった。
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「貴様は間違いなく魔人の従者のようだな。まったく、リッチとは名ばかりの存在よ。ヒューマンの皮を被った奴に似ている」

　お互い本気ではないと分かる攻撃の応おう酬しゅうを経て、ランサーが先にその手を止めた。

　まだどちらにも負傷はない。

「くくく……」

「だが、残念だったな。会うのが遅すぎた。貴様がいくら健闘してみせようと、今や我はただの上位竜ではない。それにしても……上位の竜に並ぶほどの力を持つ従者がいるとは、やはり魔人、ライドウは危険だな」

「……」

「ラルヴァと言ったか。遊びは終わりだ。我はソフィアとの合流を急ぐのでな……いや、正しょう直じきに言えばこの手で魔人を殺したいからな。……一時とはいえ、奴には足を奪われた借りがある」

　沈黙を守る識になおも語りかけたランサーは、その姿を変容させていった。

　見る間に竜の姿が縮み、人の姿になる。

　しかし、帝都で彼が見せた子供の姿ではない。

　識の目の前には、ソフィアと同い年くらいと思おぼしき、二十代前半の細ほそ面おもての青年が立っていた。

　僅かに発光する刺青いれずみのような紋様が白い肌に浮かび上がり、彼の姿を淡あわく照らして幻想的な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

「殺したい？　それこそ私の台詞せりふだ、ランサーよ」

「口の減らぬ──」

　ランサーがそう吐き捨てた直後、識を取り囲むように出現したいくつもの光の剣が、一斉に彼に襲いかかった。

　識は即座に反応し、数本の剣を術で破壊して逃げ道を確保する。しかし光の剣が爆発した時の衝撃からは逃げられず、風に舞う木の葉のような軽さで吹き飛ばされた。

　彼は器用に空中で体勢を整えて、勇者の傍そばに着地した。

「ラルヴァ殿、この霧を解といて！　そうすれば私達だって戦える。貴方あなたがあの竜を討うつ手助けが出来る」

　響が叫ぶ。

「ふ、ふふ、リミアの勇者よ。お前はどうも状況が見えておらぬようだな。私は別に苦戦などしていない」

「……どこが。いくらなんでも強がりがすぎるわよ。今の攻撃、避け切れていなかったじゃない」

　まともな直撃は受けていないものの、幾いく度どとなくランサーの攻撃に晒さらされて、識のローブはかなり損傷してボロボロになっている。

　お相手のランサーはといえば……より強大になった力を縮んだ人型の身に漲みなぎらせて、悠ゆう然ぜんと立っていた。

　誰が見ても識が苦境に立たされている構図である。

「マスターの許可が取れた。奴の余裕は間もなく消える」

　識は響を振り返りもせずに応えた。

「マスター……あの白い人？　ラルヴァ殿、本ほん音ねを言うわ。この王都をここまで破壊して大勢の民を殺したあの竜を、共に討たせて」

「響、それは無理だ。これからの私にはお前達を気にかけてやる余裕などないのでな。今お前達が立っているこの場所を結界で守ってやるのでさえ、出来なくなるだろう」

「そんな！　今これを解除されたら、ウーディさんが耐えられません！　死んじゃいます！」

　仲間の死を意味する発言に、チヤが悲痛な叫びを上げる。

「ローレルの巫女よ、その心配はいらない。この霧も間もなく消える。それだけではない。一つ、お前達に一つ、魅力的な提案をしてやろう」

「魅力的な提案？」

　響は訝いぶかしげに髑髏の顔を、表情の窺うかがえない光る目を覗き見ようとした。

　既に共闘の提案は蹴けられている。

　その上、識は会話をしている最中でも響達をちらりとも見ず、ランサーを見据えたままだ。

　言葉通りの意味で受け取って良いのか。

　響の悩みはもっともなものだった。

「そうだ。お前達が大人しく守りのみに徹してくれるのなら……その術師、戦いの後で救ってやる。もちろん、巫女が回復魔術を続ける事を前提としてだがな」

「──っ!?　貴方が救う!?　アンデッドである貴方が、生者のウーディさんを!?」

　チヤが思わず驚きの声を上げる。

　通常、アンデッドは回復術を使えない。

　ごく一部の高位アンデッドにはそれが可能なものも存在するが、そもそもの大前提として死者アンデッドは生者を憎む。

　自らが失い、二度と取り戻せない生命の輝きを羨うらやみ、憎悪するのだ。

　積極的に生者の命を救う行動など取るわけがない。

　だから響達にとって、識の提案は珍妙に聞こえたのである。

　チヤに限らず、皆に驚きの表情が浮かんでいるのはそのためだ。

　これは至って常識的な反応だった。

「この状態のウーディを確実に救えるとでも？」

　半信半疑といった様子だが、響は識の提案に期待を滲ませた。

「当然だ。ヒューマンの腹に拳こぶし大の穴が空いたくらい、なんとでもなる。そもそも、私とお前達とでは治癒における生死の境界線も判断の基準も異なる。一緒にされるのは迷惑というものだ。さて、どうか？　この提案のために私はお前達の傍まで退ひいたのだが？」

「……その言葉、信じるわ」

「響！」

　ベルダが響の即断に非難の意を込めて名前を呼ぶ。

　先ほどからお世せ辞じにも好意的とはいえない態度を取り続けるこのリッチに仲間の命を預けるなど、正気を疑うのも無理はない。

　だが、それまで傍観していた冒険者の男がベルダの横に出て、冷静に彼の抗議を中断させた。

「いや、それで正解でさ。あの竜も普通じゃねえが、互角に戦っているそいつもただもんじゃない。それに、さっきからそのリッチがまき散らしている空気は、ある人達に似てるんでね。やると言ったらやる、そういう連中の気配にそっくりだ」

「だが……！」

「ラルヴァ殿。約束は守って」

　響はもう一度識に念を押して、下がった。

「交渉成立だな。〝霧の神殿ニヴルヘイム〟解除。では、自分達の身くらいは自分で守ってみせる事だ」

「……分かったわ」

　識の指から指輪が一つ消えた。

　同時に、辺りを包んでいた霧が急速に消え去っていく。

「しぶとい。だが、この際勇者ごとで良いか。我の真なる剣で滅ぶがいい」

　ランサーは、空に浮かべた十本の剣を識に向けて──ではなく、それぞれ見当違いの方向に放った。

「どうやら奴は本領を発はっ揮きする準備が整ったようだ。勇者とその仲間達よ。全力で身を守れ。死にたくなければな」

　識はランサーの行動の意図を察し、響達に警告を発した。

　続いて方々で悲鳴が上がった。

「っ!?」

「なんだっ！」

「一体、何が……!?」

　響達も次々に戸と惑まどいの言葉を口にする。

「くくくく。恨むのなら我の前に立った愚か者共を恨むがいい。器うつわの剣で死んでおけばよいものを、下手へたに生き延びてしまった半はん端ぱな強者共をな」

　ランサーの言葉に応えるように、放たれた十本の光の剣が再び宙に舞い上がる。

　否、光の剣ではなかった。

　赤、黒、銀、白……意匠も様々な、実体化した本物の剣がそこに浮いていた。

「……刃じん竜りゅうランサー。刃の竜にして、人の竜。二つの命を持つ変わり種か。なるほどな、ルト殿の言葉は実に正しい。竜でありながら人の姿を取り、かつその力は更に増大するのだからな」

「ルトだと!?　貴様、何故その名前を！」

　識の呟きに、ランサーが敏感に反応した。

　聞き捨てならない単語をその中に認めたからだ。

「数多あまたの名剣に囲まれ〝御剣〟と呼ばれる上位竜。その剣の正体は、お前に挑んだ強者達の末路か。まるで人の力を取り込んでいるようにも見えるな」

　ランサーの言葉を無視し、淡たん々たんと語る識。

「到底生かしておけぬな。貴様は知りすぎている」

「ふん。自らに挑む者、目をつけた強者、それらを返り討ちにしてはコレクションを増やしてきたというわけだ。比較的人の領域に近しい場所に居を構えるのも道理だな。一石二鳥だっただろう」

「ラルヴァ、それ以上喋るな。勇者ともども、我の力の一つとしてやろう!!」

　ランサーの言葉を合図に、剣が識達に殺到していく。

「〝我はこの身に怨おん念ねんを纏う〟グロス・シア、〝揺蕩たゆたう銀の檻おりは矢を払う〟マルギリ」

　識は防御のために退くのではなく、逆に一歩踏み出した。

　彼が得意とする言こと霊だまの詠えい唱しょうを発し、術を展開しつつランサーに向けて高速で迫っていく。

　ごく短い詠唱で識の体は赤黒い何かを纏い、その表面にいくつかの波は紋もんが生じた。

　十本の剣のうち、七つの剣が識を標的にしている。

　だが、彼は止まらない。
















　前方、そして側面、更に背後から迫る剣を無視して、識はランサーに杖を突きつけた。

「貴様！」

　五つの剣が識に当たる直前、波紋がその軌き道どうの邪魔をする。

　直線的な軌道が大きく歪められ、剣はあらぬ方向に逸れる。

　残る二つの剣は、識が纏った赤黒い衣に接触するやいなや、ぐずぐずに腐り果てて地に落ちた。

　ほぼ同時に、後方で大きな閃せん光こうが瞬またたき、識とランサーにも衝撃が伝わった。

　響達を襲った三つの剣だろう。

「……私は本当に運が良い。こんな都つ合ごうの良い事などあるわけがないと思っていたのに、それが実現してくれるのだから。竜殺しソフィアと上位竜ランサー。あの方を傷つけた片割れを、巴殿や澪殿に気兼ねする事なく殺せるのだ。本当に幸運だ」

「我を殺す？　真なる剣を一度凌いだ程度で、よくもそこまで調子に乗れる！」

　識が突きつけた杖は、彼からランサーへの宣戦布告だった。

　その杖を一旦下ろし、独り言のように幸運を喜んだ。

「そしてお前は運が悪い。私はお前を調べたぞ。竜の長おさであるルト殿の協力を得てな。私はお前の事をよく知っている」

「やはりルト。奴と繋がりを持つリッチとはな。となれば魔人も……」

　魔人とルト。ランサーにとって無視できない二つの存在だ。

　両者に関わる識の存在に、ランサーの戦意も高まる。

　その圧力を前にしても、識はあくまで涼しげな態度を崩さない。

「人が持つ最高の武器は智であると私は考える。私は元人でしかないが……竜殺しをもって、この考えが正しいという事を証明しよう」

「ここは、戦場だ。魔族の精鋭やツィーゲの冒険者もそれなりに転がっている。我の力になる強者たる者はまだまだ多い。その余裕、すぐに押し潰してくれる！」

　ランサーが動き出す前に、識の詠唱が始まる。

「〝第六の我に相応しき〟」

「──っ！」

「〝鞘さやを放ちて刃となれ〟、来い……アスカロン」

　詠唱に会わせて識が大剣を持つように両手で杖を握った。

　飾り気の少ない黒杖が、赤い月に似た光と共に姿を変え、長大な大剣となる。

　クレイモア。

　それも、かなり大きなサイズだ。

「貴様、術師では……」

「そう、術師だとも。その認識は正しい。これは毒と呪いに塗まみれた剣、アスカロン。いつか貴様を狩れるかもしれぬという期待を込めて、ドラゴンスレイヤーの一振りから名をつけたが、生あい憎にく行儀の良い名剣ではない」

「確かに毒と呪いの塊。名剣の輝きは微み塵じんもない。妖気しか放たぬ剣か」

「ソレでいい。私が使うのだからな。名剣などは似合わぬよ」

　斜めに下ろした剣先を地に触れさせ、両手でアスカロンを持つ識。

　仮に彼が力を誇る剣士であれば、逆きゃく袈げ裟さに斬撃を浴びせる事も出来る構えだ。

「どちらにせよ、術師に使える剣ではない。それが武器だというのなら、貴様は選択を間違えた」

「第六階かい梯てい〝フレイ〟解放。〝剣帝憑依ソードスピリテム〟」

「あくまでそれを扱う気か！　術師が我に剣をもって挑むなど、愚ぐ弄ろうを!!」

　ランサーが怒りをまき散らしながら一気に飛び退のいた。

　距離を取って識を仕留めるためだ。

　同時に光の剣を無秩序に放ち、力を持つ者を貫き、取り込んで、剣を実体化させていく。

「そちらこそ、有う象ぞう無む象ぞうの命で出来た剣などでアスカロンとフレイを相手にするつもりか。笑わせる。存分に味わうがいい、恐怖をな。そしてさっさとお前の自慢のコレクションを出してみせろ」

　識が纏ったオーラに呼応するように、全身から更に赤黒い力が迸ほとばしる。

　その力が長大ながら鋭いアスカロンの切っ先まで行き届いた時。

　それまでと一変して、識は彼らしからぬ、戦士の動きをもってランサーとの距離を一瞬で詰めた。

　普段から使いこなしていなければ分かるはずもない大剣の間合いをピタリと把握し、骨の両手がアスカロンをそのまま振り上げてランサーの首へと走らせる。

　何本ものランサーの剣が自動防御の如く凶きょう刃じんと彼の間に割って入るも、アスカロンの刃の前に次々と砕かれて、その用を為さない。

「ぐっぅ!!」

　ランサー自身も咄とっ嗟さの反応しか取れずに、ただ闇やみ雲くもにその場から更に後退する事しか出来なかった。

　だが、短い苦く悶もんの声は自らの反応への苛いら立だちだけで漏れたものではない。

　彼の右手から血が滴したたっていた。

「確か貴様らは、我が主の指を刎はねたのだったな。どうだ、痛いか？」

　ランサーが指を三本失っている事に気づいた識は、酷薄な問いを投げかける。

「き、さま……許さん!!」

　ランサーの秀しゅう麗れいな顔が怒りに歪んだ。

「ふっ。噛かみ合わぬ会話を続けてきたが、ようやく同じ気持ちになれたな」

　今度は上段からアスカロンでランサーを狙う。

　接触の瞬間、強い光が生じた。

「これはまた、少し毛色の違う剣を。……ああ、そうか。お前のコレクションか。それも一級品。過去の英雄達を〝使った〟剣というわけだ。さながら英霊剣とでも言おうか？」

「それだけではないぞ!!」

　ランサーが口を大きく開けると、一瞬で赤い光が集束し、そのまま至近距離の識に向けて放たれた。

　それは真との戦いでソフィアが多用している攻撃に酷こく似じしたものだった。

「なっ……!?」

　しかし、驚きょう愕がくの声は識ではなくランサーから漏れた。

「どうした。私は術師だ、障壁くらいは張れて当然だろう」

　識を焼き尽くすはずだった赤い閃光は障壁に曲げられ、空に消えた。

　術師らしからぬ大剣ぶき、剣士らしからぬ強固で器用な障壁じゅつ。

　指の負傷を青い光で癒いやしながらも、ランサーは確実に混乱に陥おちいりつつある。

「さあ、続けよう」

　ランサーを更なる混乱に導くため、識の攻勢が激しさを増す。

　識の虚うつろな眼窩に輝く赤い目の光が強く瞬く。

　上段、中段、下段。

　時に空手の浴びせ蹴りのような奇手の斬撃まで繰り出し、識は重量のあるクレイモアを完全に使いこなして隙のない剣舞を展開する。

　そこに割って入ろうとする光の剣も実体化した剣も、濁流に呑まれる木の葉のように無残に弾かれ、砕かれていく。

　ランサーの周囲に呼び出されている特別製の剣達が、必死になって識の猛攻から主人を守っている。

「〝穿うがつは活力の輝き〟ステアセロット」

　識が作り出した夜よりも色濃い闇が、ランサーにまとわりついていく。

「貴様、この剣けん戟げきの狭はざ間まで術の詠唱を!?」

　ランサーの動きが鈍る。

　傍はた目めからはそれほど大きな変化ではないが、当事者からすれば洒落しゃれにならない効果だった。

「〝剣は自らに帰れり〟ロットカウンター」

　自身に届こうとした剣を敢あえて打ち払わず、更に術を繰り出す。

　剣は識を包むオーラの衣ころもを裂いたが、その体を傷つける前に甲高い音を立てて砕け散った。

　自らを斬りつけたかのように。

「英雄の剣を砕いただと!?」

　焦りと驚きに満ちたランサーの声。

「お前が滅ぶまでに一体いくつ砕けるか、数える余裕など一切与えんよ」

　識の言葉には高揚が感じられたが、その動きは完全に冷静さを保ったままだった。

　ランサーから見れば、目の前のリッチは相当に不自然な存在に映っていた事だろう。

　口調と動きのアンバランスさだけではない。

　極度に集中しなければ出来ない事を、二つ同時に行なっているのだ。

　剣と術。

　その様子は、唯一の観客である勇者パーティにも十分に伝わっていた。

　やや離れた場所で見ているだけでも、識がランサーを、上位竜を圧倒している事は一いち目もく瞭りょう然ぜんだった。

　彼らは気を抜くと見み惚とれてしまいそうなほど激しくハイレベルな戦いを、結界の中から見ている。

　結界を張りながらウーディの治癒を行なう──それだけで既に他の事に気が回らなくなっているチヤの様子と見比べれば、あの剣戟の中で二つ以上の術を並べて展開する識がどれほど異常かがよく分かる。

　まるで〝体と精神が別々に動いている〟かのような、気持ちの悪さを感じさせる、何かを超越した動きである。

　上位竜と呼ばれる、世界の高位者──その一角が、今まさに崩れようとしている戦局を、響達はただ、見守っていた。
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（ちっ）

　識は心中で舌打ちした。

　彼が予想した展開の中でも、かなり悪い戦況になっていた。

　ランサーが、彼のコレクションの劣化版ともいえる剣を即席で作るだろう事は、識も予測していた。周囲の状況次第だが、ランダムで敵の戦闘力が上がるところまでは折り込み済みだ。

　だが、その性能がかなり高かった。

　ただでさえ本体が識の想定をずっと上回る力を持っていたというのに、この追い打ちだ。

　理由は容易に見当がつく。

　この王都には巨人の魔将イオが率いる魔族の軍の精鋭達と、勇者響に協力するためにツィーゲから出てきた冒険者達がいたからだ。

　それぞれの剣が意思を持つように絶え間なく襲い掛かってくる。

　誰がどの剣なのか、そんな事は識には分からないし興味もない。

　それでも、中には古こ今こんの英雄を素材にしたランサーのコレクションに匹敵する力を持つ剣も生まれ、識は大いに苦しめられた。

　第三者の目からは、識が圧倒的に有利な状況に見えるだろう。

　いや、対峙するランサーでさえ、この状況に驚愕し、焦り、当初の余裕を失っていた。

　識の計算通りに。

　しかし、実際は違う。

　識は流れを左右する場面でことごとく先手を打ち、かつ一切の加減なく全力で突っ走っていた。後先考えず、といってもいいくらいに。

　だからこそ、圧倒的な戦いに見える。

（それでも、苦戦さえ臭わせずに殺す。このランサーだけは。若様の従者と名乗った以上、無ぶ様ざまな姿など晒せるものか）

　実のところ、識の実力は決してランサーを圧倒してなどいない。

　むしろ純粋な力比べだけなら、劣っているかもしれないというほどだ。

　何しろ、ランサーは大幅にその力を増していた。

　高威力の炎を集束させて口から吐くばかりでなく、識の放つ闇を同じような属性で後から相そう殺さいし、彼がアスカロンで浴びせ続けている数々の毒を中和して効果を弱めてしまう。

　はっきり言って、前情報もない状態で正面から戦っていれば識が敵かなう相手ではなくなっていた。

　瞬間的な戦闘能力なら拮きっ抗こう出来ても、勝ち切れるほどの利はない。

　現状は、まさになり振り構わずの捨て身の猛攻が生んだ奇跡の賜物。

　ランサーの剣や術、得意とする戦術を、識は予あらかじめ考えていた対策を駆使して次々に完封する。

　時に、底上げした能力でもギリギリの状況に追い込まれながらも、識は焦あせり一つ見せずに対処した。

　確実に流れを引っくり返しうる馬鹿げた威力のブレスを至近距離から放たれても、何食わぬ顔で逸そらしてみたり。

　識は想定すらしていなかった脅きょう威いにも即座に対応した。

　本来なら当たらなくても場を仕切り直しに持っていける攻撃を出されても、決して手を止めない。

　ここまで、識はそうやって格上のランサーを圧倒していた。

　普段から自分よりも強い相手と戦い慣れていなければ、とてもこんな真似は出来ない。

　識の主人である真は、彼をランサーよりも強いと評した。

　もしランサーが、真と戦った時から多少成長した程度の、ただの上位竜であったなら、それは正しい。

　多様な戦闘手段を選択出来る指輪のスキルと識の判断力があれば、実力が近しい相手に対しては相当有利に戦えるからだ。

　しかし、ソフィアと同程度に他の竜の力を取り込んでいるらしい今のランサーでは、まるで話が違う。

　結果として、的外れだった真の言葉は、識のファインプレーによって今の状況に即したものになった。

　だが、ここから更に予想外の事が起きる前に勝負をつけなければ、この戦いで識に勝ち目はない。

　幸いにも、アスカロンの毒は少しずつランサーの体を蝕むしばみつつある。

　ランサーの持つ回復や解毒の力をアスカロンの毒が上回りだしたのだろう。

　既にランサーの右手の一部には石化の呪いが発動しているし、毒に侵されて肌が赤黒く変わった場所も目につくようになってきた。

　識は確実にランサーを追い詰めてはいる。

（気付いてくれるなよ。このまま、死ね……！）

　彼が考えるところの〝予想外〟に繋がる要素に、ランサーが未だに気付いていないのはただの幸運にすぎないと、識は理解している。

「魔人本人ではなく、その従者如きに!!」

　ランサーも必死だ。

　振り回す剣は数え切れないし、振るって強力な斬撃を繰り出す以外に、飛び道具として突き刺しにくる剣もある。

　数多の剣を同時に操作して戦う彼の能力もまた、十分化物じみている。

　識の剣がランサーの剣に。

　識の術がランサーの術に。

　それぞれぶつかり合う。

　剣も術も、今は識が若干勝まさっている。

　だから均きん衡こうは崩れ、常に負傷するのはランサーだ。

　剣戟に押しつぶされるのも、いつもランサーの方だった。

　勝負は徐々に決しつつある。

「おおおおっ!!」

「ぐ、ぎ！」

　横に一いっ閃せんしたアスカロンが捉えたのは腹ではなく足。

　跳び退いたランサーの足を斬り飛ばした。

　ここぞ、と勝負をかけようとした識だったが、後方から届く声に反応して突進を止めた。

　ランサーの攻撃が誰かを貫いたか。

　悪い読みが当たったかもしれない。

　識は一瞬そう考え、ゆっくりと振り向いた。

「いや、そうでもないようだ。まだ運は私にある」

　人知れず胸を撫で下ろす識。

　確率は五分の二だった。

　もしランサーが〝その事〟に気付いたとして……。

　識は賭けに勝った。

　彼の視線の先には、何かを伝えようと手を伸ばし、口を動かすツィーゲの冒険者の姿があった。

　だが、彼の遺言であろう言葉は識に届かない。識からは距離が遠すぎる。

　もしかしたら巴や澪と面識があったのかもしれないが、識とは初対面の男だ。

　男は光の剣に体を貫かれていた。

　ローレルの巫女が張った結界は破壊され、彼女は冒険者に突き飛ばされてよろめいている。

（巫女を庇かばってくれたか。感謝するぞ、冒険者よ。もしその少女か勇者がランサーの剣になっていたら、私は敗北していた）

　今まで識は、チヤが新たに張った結界を、さも自分がそれまで展開していた結界であるかのように偽装していた。

　ランサーを相手に戦闘を繰り広げる最中に、自分用ではない強固な結界を維持し続ける余裕は、今の識にはなく、それ故の苦肉の策だった。

　実際のところ、チヤが張り直した結界に光の剣を防ぎ続けるだけの防御力はない。

　もし攻撃を集中されたら、ものの数分で破壊され、響のパーティは全滅していただろう。実体化した剣で攻撃を受ければ一撃で砕けたかもしれない。

　識は己の結界でランサーの剣三本を弾いてみせてからその結界を解き、チヤのそれを巧妙に偽装する事で自身の負担を減らした。次々に新しい手札を切ってランサーの注意も警戒も自分に集中させておいて、一番見破られたくないものから目を逸らす。

　識の思おも惑わく通り、ランサーの実体剣での攻撃はほぼ識のみに集まり、響達がランサーの力として取り込まれるという最悪の事態は起きずに済んだ。

　響達のうちの誰かが事情を察したのか、なんの言及もせずにいてくれた事も、この危険な選択を成功に導いた。

　勇者と巫女。

　この二人が剣にされてしまうのが、識にとっては最悪のケースである。

　ランサーにどれだけの力を与えてしまうか分からない。

　しかも響が犠牲になってしまっては真からの命令も守れなくなる。それは絶対に避けなくてはいけない。

　彼女がそう簡単にやられる事はないだろうと読んでいたが、実際に悲鳴を聞けば、識も不安を覚える。

　しかし、勝機は訪れた。

　勝負の分かれ目はここだと、彼は強く認識した。

「ちぃぃ！　外した！　どこまでも小こ賢ざかしいリッチが！　だがこやつとて!!」

　ランサーは忌いま々いましげに舌打ちする。

　彼は今になって識が恐れていた事が何か、完全に理解した。

　幼い少女を凶刃で狙った事には僅かな罪悪感も抱いていない様子だ。

　失った足を再生する余力はもうないのか、剣を杖代わりにして体を支えていた。

　貫かれた冒険者が光に溶け、剣となって実体化する。

　すぐに完成した新たな〝ランサーの剣〟が識に襲いかかった。

　同時にランサーが吠ほえ、識とランサーを覆い尽くさんばかりの剣達が出現して、切っ先を標的へと向ける。

　実体剣も光の剣も入り乱れていた。

　これがランサーの総力を尽くした最後の攻撃だと、識は理解する。

「……ほう、やはり分かるか。ここが決着だと」

「これほどまでに追い詰められるのはソフィア以来……さぞ良き剣となって我に仕つかえてくれるのだろうな、お前は!!」

「誰がお前などに。既に仕える主は見つけている!!」

　半はん身みになり、両手で持ったアスカロンを突きの構えで止めた識が、多彩な術を展開しながらランサーに突貫する。

　迎え撃つランサーと、二人を囲む全ての剣。

　識とランサーと、数多の剣が一つの影に重なった。

　衝撃波と剣圧がその影を中心に荒れ狂い、周囲を破壊で満たしていく。




「相あい討うち？」

　破壊の波を全力で凌いだ響達の中で、最初に口を開いたのはベルダだった。

　皆を守るために手に入れたばかりの力を酷使した響の回復はやや遅かったが、彼女も自身の見解を口にする。

「いえ、そんな。これは、ラルヴァ殿の負け……え？」

　だが、すぐに疑問の言葉が続いた。

　彼女達から見える景色──そこには片足を失った男と、その眼前に立つラルヴァがいる。

　ラルヴァは、数え切れないほどの剣にその身を貫かれたままの姿で立ち尽くしていた。

　その光景は響が言いかけた言葉通り、ラルヴァの敗北を示すものだった。

　対するランサーの方はアスカロンに貫かれていない。負傷具合も、破壊の嵐が起こる前と同じに見える。

　響が相討ちを否定したのはそのせいだ。

　だが、そのアスカロンの存在こそが、響が疑問を抱いた理由でもある。

　物言わぬ髑髏は、その手に何も持っていなかった。

「く、くくくく！　見たか、魔人の従者よ!!　これが竜を統すべる、そして世の理ことわりをも統べるべき強者、の……」

　眼窩の光を失ったラルヴァの骸を見たランサーが哄こう笑しょうと共に勝利を宣言しかけ──。

　それが彼の最期の言葉になった。

　その瞬間、彼が響と同じようにアスカロンの所在を考えたかどうかは分からぬまま。

「っ!!」

　響の目に大剣が映った。

　アスカロンだ。

　上から下へ。

　毒の赤と呪いの黒を纏った大剣が真横からランサーの肉体を両断した。

　左右にずれ落ちていくランサーだった肉にく塊かい。

　響から見て、ランサーの奥からアスカロンは振るわれた。

　ランサーが崩れた事で、その持ち主の姿が露わになる。

　紅く長い髪の人影。

　そこには、これまで響に微塵もその気配を感じさせなかった細身の男が、ラルヴァが手にしていた黒く禍まが々まがしい大剣を握って立っていた。

「だ、れ？」

　自問にも聞こえる問いかけが、彼女の口から漏れ出た。

「……情けない。が、今はこれが精一杯、か。〝剣帝憑依〟解除」

　識の口からも言葉が漏れる。どちらも自分にしか聞こえないような、か細い声量だった。

　塵ちりとなってさらさらと散っていくランサーを見下ろす男は、自じ虐ぎゃく的てきな表情を浮かべていた。

　大剣アスカロンが彼の手の中で、元の飾り気のない黒い杖に戻った。

　識の──今の彼の本来の姿を晒したまま、彼は響達のいる方へ歩み寄っていく。

　変装と外装を兼ねて纏っていたリッチの姿を身代わりとして捨て、これまで唯一ひた隠しにしてランサーに見せなかった短距離転移を発動させ、死角からアスカロンの直撃を浴びせる。

　彼にとって、この勝利は紙かみ一ひと重えの差で結果が逆転していたほど、危ういものだった。

　自覚があるが故に、己の力のなさを真っ先に責めながら、識は響達と合流を果たす。

「まさか、ラルヴァ殿なの？」

　反則じみた直感に従って、響は識にそう問いかけた。

「なに!?」

「え、うそ……」

　識よりも先に響の言葉に反応したのは、ベルダとチヤだった。

　謎の人物と先ほどの化物リッチが同一人物であるというのは、この世界の常識からすると、まず信じられない事だった。

　生者とアンデッドは行き来が出来るようなものではないのだから。

　たとえば同じ武器を手にしていても、この場合なら、リッチを使役している何者かが登場したと考えるのが普通だ。

　基本的な思考の一部が、良い意味でまだ地球のそれである響だからこその発言である。

（異世界人……か。勇者とは思いの外ほか面倒な存在のようだ）

　いとも簡単に正体を結び付けられた識は、呆れた様子で嘆たん息そくした。

　前の姿に戻れるか、などと聞いた彼の主にしてもそうだが、異世界人はつくづく突とっ飛ぴな発想をするものだと、識は驚かされる。

　今回は変装が主な目的だったため、識は厳密に言えばリッチという存在に戻ったわけではない。

　かといって、単に着ぐるみを着たというようなものでもないのだが、簡単に説明するのは難しい。

　ふと識は考える。

　主はこれらの説明を詳細に聞きたいだろうか、と。

　しかし、一瞬浮かんだ解説のための理論や公式を即座に捨て去って、識は響達を見据えた。

「普通、そう簡単に気が付くものではないのだがな。正直、現状に至る失態も含めて、頭が痛いところだ」

　彼は姿を晒さざるを得なかった事を悔くいていた。

「実はヒューマンだったって事かしら？」

「いや、それは遥はるか昔の話だ。さて、巫女よ、そこをどけ。約束は守ろう」

　その質問に正確に答える事はなく、ただ口元に少しだけ笑みを浮かべた識が、響の横をすり抜けて巫女に近寄る。

「え、あ……」

「第五階梯〝ケト〟解放。ふむ、この程度の負傷だったか。最悪、魂たましいさえこの辺りに浮いていればどうとでもなるように準備したが、無駄になったな。〝銀の腕アガートラーム〟よ。癒し補え」

　識の指に新たな指輪が嵌まった。

　地面から山やま吹ぶき色いろの温かな光が溢あふれて、ウーディを包み込む。

　見守る響達三人は思わず息を呑んだ。

　チヤの懸命な治癒魔術で腹の穴は塞がったものの、顔色は悪く、呼吸も弱々しいままだったウーディの肌の色が、血色の良い普段の色にみるみる変わっていく。

　ほどなくして、胸も規則正しく上下し始め、穏やかで安定した呼吸が戻った。

「このくらいでよかろう。後は安静にして……まあ、これ以上の細かい説明などいらぬだろう。精々看護してやれ」

　識の言葉にチヤがしっかりと頷うなずいた。

　今まであまり好意的ではなかったベルダもこの時ばかりは頭を下げ、礼を口にした。

「助かった。本当にありがとう、ラルヴァ殿。この礼はいつか必ず。名に懸けて約束する」

「考えておく」

　そう言ってさっさと離れていこうとする識に、今度は響が探るような視線を向けた。

「……〝魔人の従者〟。この言葉については、そのままの意味で受け取っておいていいのかしら？」

「ランサーの言葉を聞いていたか。それは忘れていい。いや、忘れろ」

「それは無理ってものじゃない？」

「見ろ、王都のこの惨状を。生き残り、助けを求める気配がいくつもある。既に避難した住民達も例外なく不安に怯えているだろう。私に関わっているよりも、お前達に出来る有意義な事がいくらでもあると思うが？」

　顔色一つ変えずに響の問いかけを受け流した識だが、自身がまともに動けそうにないほど消耗している事を理解し、内心で舌打ちしていた。

（流石さすがに今のケトはまずかったか。指輪を使いすぎた。ランサーめ、本当に手こずらせてくれた。これでは若様のもとに参じたところで足手まといにしかならない……とにかく今は少し休まねば）

「今度は救援に向かうのを止めないの？」

「手助けもせぬがな」

　今この状況で響の脅威になりそうなのは、ソフィアくらいだと識は考えていた。

　そしてそこには、彼の主、深澄真が既にいる。

　ただでさえ光の剣の雨によって、両軍にとって戦闘の継続は絶望的だ。

　更にだめ押しとばかりにランサーと識が戦ったのだ。

　生きている者を救助するにせよ、王都から脱出するにせよ、もう王都には響を妨さまたげるものは存在しないだろう。

「ベルダも言った事だけど、いずれ必ずお礼を」

「ふむ。では一応覚えておくとしよう」

　ウーディを担かついで移動の準備を済ませたベルダが、響に声をかけた。

「響、まずはウーディを休ませてやれる場所へ向かおう。辛うじて繋がった連絡員によると、街の外にいくつかキャンプが形成され始めているようだ。そこが良いだろう」

　響はベルダの提案に小さく頷く。そして一度だけちらりと識を見たが、振り返りはせずに走り去っていった。

（剣にされた冒険者の死に際ぎわの言葉……。彼がその前に口にした「ある人達に似てる」って言葉。あれってツィーゲの人達の事かしら。それに魔人の従者を名乗ったラルヴァが見せた剣筋。あれは、扱う剣こそ刀じゃないけど、私の先生のものに良く似ていた。単なる偶然の一致だなんて思えないほどに。その上魔人よ、あの白い人の着ていたのは明らかに特撮ヒーローのスーツをモデルにしている。ラルヴァと魔人は異世界人と関わりがある可能性が極めて高い。ツィーゲ、異世界人、非常識な力……。もしかして、クズノハ商会と繋がる？　ならあの魔人がライドウ？　でもここには澪さんの気配もドワーフの職人の気配もない。クズノハなんて名前、この世界じゃローレル地方にしかないらしいし、気になるわね。少なくとも全員が綺麗に無関係なんて事はなさそうなんだけど……）
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「あははは!!」

　殆ど廃墟と化した謁見の間に、突如ソフィアの笑い声が響き渡った。

「……とうとう狂った？」

「まさか。至って正気よ。二つほど笑える事があっただけ」

「はぁ？」

　思わず呆あきれた声が出る。

　結局彼女にかかっていたチャームを解いても、帝国の勇者の事を言い出さなくなっただけで、あまり性格は変わらなかった。

　僕に向けて途切れる事なく殺気を放っているのに、いきなり笑い出したもんだから、おかしくなっちゃったのかと思った。

　だけど笑いが止んだすぐ後から、ソフィアの力が変質し、増大していくのが分かった。

　そうか。

　笑ってみせたのには理由があるって事ね。狂ったわけじゃない。

　……時間稼ぎってところか。

　ソフィアに注がれている力はまだ全てじゃないようだ。

　準備が整うまで待ってほしいと。

　はいはい。

「一つは、相棒なんてものはどれだけの付き合いがあろうと、本当に呆あっ気けなく、簡単に死ぬって事」

　ソフィアはこみ上げる笑いを堪こらえながら語り出した。

「ランサーが死んだのか」

　ここから識がいる場所まで界を広げてないから、正確な状況は分からない。

　まあ、識が負けるわけはない。

　それにしても、トドメまで刺せるなんて、識は思ってたよりもずっと強くなってたんだな。

「で、もう一つは……自分の強運への呆れ……かしらね。賭けはやっぱり私が勝った、って事」

「賭け……。ランサーと？」

　この状況で口にする賭けって、ロクなもんじゃない気がする。

　今、僕とソフィアの間に賭けてるものなんてないしね。

　……さてと。

　僕としてはもうソフィアを相手に試しておきたい事はない。

　まだ何か奥の手があるなら見てもいいけど、ないならそろそろ終わりにしよう。

「ええ。私が先に死んだら、あいつのコレクションに加わる。あいつが先に死んだら、残る命と力を私に捧げる。そういう賭けをしたの」

　残る命ときた。

　ランサーって命が一つじゃないのか。

「……で。賭けに勝ってランサー一匹分の力だか命だかが宿ったからって、何が出来るの？　もう剣も竜の力も、全く及ばないって分かっただろうに」

　今更ランサーの力を得て、光の剣が少しばかり強力になったって、その程度なんの意味もない。

「……ああ。もう一つ気付いた事があるわね。笑えはしないけど」

　楽しげに笑っていたソフィアの顔から感情が消えた。

　こんな時間稼ぎをしなくても、待ってやるっての。

「ふぅ」

　思わず溜息が出る。

「誰かを見下す戦いをする奴っていうのは胸むな糞くそが悪いものね。私も最近よくやっていたから、反省したわ」

「あ、そう」

　よく言うよ。挑発のつもりなのか？

　全く効果はないね。

　僕は自分の精神の手た綱づなを、今はある程度握れている。

　もうすぐ決着がつくはずのこの戦いの結末も、淡々と受け止められるだろう。

　我ながら極端にさえ思える、冷たい感じがする戦いの思考。

　なんて事はない。

　ただの〝戦う時の心境〟なんだと思う。

　たとえ戦争で人を数え切れないほど殺した人だって、友達と食事にいったり、一緒に遊んだりするような気安さの中で人を殺せるようになるわけじゃない。

　多分どこかで、そういうものだと割り切って、慣れるだけなんだ。

　スイッチを切り替えて、兵士として動けるようになるだけ。

　僕の中にある〝これ〟は、きっと僕の慣れ。僕の場合のスイッチ。

　僕が特別とかそういうものじゃなく、ただ生き死にの戦いなんていう非日常に適応した結果というだけの事なんだ。

　心の中に別人が生まれたんじゃない。

　ただ戦闘を切り抜けるのに、少しだけ感情を横に置いただけ。

　それが一番〝僕に合った戦いの姿勢〟ってだけさ。

　自分となら、日本にいた時から多少は向き合ってきている。

　だから、僕は大丈夫。

　魔力体が僕に攻撃を通さないのと同じように、〝敵〟に何を言われても、惑わされたり……しない。

　そんな僕の思考をよそに、ソフィアの言葉は続く。

「そして、そういう輩やからは油断もする。だから、私は間に合った。見せてあげる、二匹の上位竜を圧倒して殺した私の奥の手を」

「あのさ。強者が戦場を蹂躙して、その力で好きなように振る舞う。むしろこれって戦場の摂せつ理りじゃないかと思うけど。油断かな？」

「今も私を止めようともしない。それを油断と、驕おごりと言わずに……なんと呼べばいいの？」

「……余裕とか？　……ん？」

　ソフィアから答えはなかった。

　代わりに彼女を中心に気持ち悪い極ごく彩さい色しきのエリアが床を伝って広がっていく。

　やがてそれは僕の足元にも及び、空も壁も床も、全部を侵食していった。

　どこまで広がるのかと思っていたが、謁見の間を埋め尽くすまではいかずに、拡大は止まった。

　一面が目に優しくない空間だ。

　身みも蓋ふたもない感想が頭に浮かんだすぐ後、大勢が同時にガラスに爪を立てて引っ掻いたような、耳みみ障ざわりで大きな音が一帯に響く。

　不快な音のボリュームは上がり続けたが、極彩色のエリアが砕け散るのと同時に消えた。

　僕らは元の静かな謁見の間に戻る。

　いや、だけどこれは……。

　僕の推測を肯定するように、ソフィアの足元から──いや、空の至るところからも次々に剣が出現し続ける。

　見た目こそ元の場所に戻ったみたいに見えるけど、これは別の空間に連れ込まれたか。

　どれも意匠の異なる剣達が、地に、空に、刺さって静止している。

　謁見の間は一目で分かるほど極めて異常な空間に成り果てた。

　しかし、なんて贅沢な……。

　全て剣には違いないけれど、エルダードワーフの武器に匹敵する業わざ物ものの気配がそこかしこから発せられている。

　とんでもないね。

「ようこそ、剣つるぎの獄へ。ここはランサーが集めた剣の保管場所とリンクした特別な空間よ。そして、処刑場でもある」

　ソフィアが不敵な笑みを浮かべている。

「確かに凄い。剣もそうだけど、それ以上に僕を隔離した空間に連れ込んだってのがもっと凄い」

「空間については、少しずらしただけの手抜きだけどね。その分、もてなしは凝こっているから安心しなさい。退屈なんて、絶対させないから」

「いやいや、これでも無理やり別の空間に連れ込まれるなんて初めて──いや、例外を除いて殆どなかったよ。狭いとはいえ、大したもんだ」

　本気の称賛の言葉を贈った。

　なのに当のソフィアは静かに目を閉じて集中し、大きく深呼吸を一つ。

　無視ですか。

　でも、巴にもされなかった事なのに、大したものだよ本当に。

　あの耳障りな音が響いた時に空間がずれたのかな。

　今回初めてソフィアに感心させられたかも。

　手抜きって言ってたけど、空間系統の術とかスキルに物凄い才能を持っていたのかもしれないな、こいつ。

　まだ何か準備があるのか、ソフィアがすぐに仕掛けてくる気配はない。

　なら……界を使って、この空間の特性を把握しておきますか。

「……へぇ。展開した者の力を高める。意外と普通の能力だな。いや、それだけじゃないか。色々あるねえ。おっと、一番えげつないのは……剣との生命共有？」

　判明した特性から特異なものを指摘すると、ソフィアの眉がぴくりと動いた。

「閃ひらめき……なんてレベルじゃないわね。あんた、見た目以外なら、私よりも人を辞めてるんじゃないかしら」

「ちょっとね。なるほど、ここじゃこの剣全てがソフィアの命ってわけか。見渡す限りの剣、剣、剣……。残機無限が真しん骨こっ頂ちょうとは、いやらしい力だ」

　ただ地面に刺さり、空に浮かんでいるだけの剣から、命の脈みゃく動どうを感じる。

　剣の全てとソフィアの間で、命のシェアみたいな事が行なわれている。

　彼女の反応を見る限り、間違いないだろう。

　ここではこの武器全てをたたき壊すまで、ソフィアは死なない。もしくは逆に、ここにある武器の数だけソフィアを殺すまで、か。

　そしてこの空間にいる限り、彼女は常に反則じみた倍率の強化魔術の恩恵を受けてパワーアップしたまま。更に手にした武器に応じて、本来持ち得ないスキルや魔術を行使する事も出来る。上位竜数匹の力を内包したままで。

　うわ、ずるい……。

「……千と八十。無限ではないわ」

「実際はもうちょっと少ないみたいだけどね。ランサーが識に使って壊された分もあるようだから」

　壮観だし、見事な能力だ。

　ソフィア個人の戦闘能力を考えれば、こんなのと延々と戦うのは上位竜だって嫌だっただろう。

　しかも、僕と最初に戦った段階で既に瀑ばく布ふ──つまり癒しを得意とする竜の力を手に入れていたわけで。心から夜よ纏まといと紅あか璃りに同情するね。

　それに、ここに在る剣はランサーが気に入った英雄達でもある。

　果たして、ただの武器で済むのかどうか。

「お前が死ぬまで続く剣舞に変わりはない──」

　ソフィアが一本の剣を手にしながら、自信ありげに言い放った。

　でもね。確かに褒めちぎったけど……。

「残念。最後の最後で最悪な能力を持ってきたね、ソフィア」

　二刀流の心得もあるのか、両手に剣を持った竜殺しに、僕は伝えた。

　多分、今の僕は心底彼女を哀れんだ表情をしていると思う。

　僕の発した言葉にソフィアの反論はなく、代わりに僕の左手を凝視していた。

　おそらくは、僕が告げた残念という言葉と同時に閃いた光と、一瞬後に響いたいくつかの甲高い英雄達の断だん末まつ魔まの叫びを耳にした上で。

「ライドウ、それは……」

「戦士とか、術師とか。違う、そもそも全然違うんだよ、ソフィア。僕はね」

　左手を彼女に向ける。

　さっき別空間から取り出した、僕の武器を持ったまま。

　ソフィアが支配する空間でさえ、難なくこんな事が出来てしまう。

　亜あ空くうの応用とはいえ、申し訳ない気もする。

　そして挨拶代わりに、その威力も示してみせた。

　結果、既に僕の中で確信していた通り、射抜いた剣は砕け散った。

　……そう、もうソフィアには欠片ほどの勝機もない。

「あ、ああああああああ!!」

　目を見開いたソフィアの雄お叫たけび。

　直感で僕と同じ結論に至ったのか、それともその結論を導く兆きざしを自身の中に見出したのか。

　弾丸にたとえたとしても相応しい速度で、彼女は僕に斬りかかってきた。

　魔力体に阻まれるも、その斬撃はこれまでとは段違いの威力。

　彼女本来の力だけじゃない。

　空間と、それから手にしている剣の力も足されているんだろう。

　なら対策をすればいい。

　界の性質を強化に変更する。

　ソフィアに切り裂かれた魔力体は、僕が対策した途端に殆ど傷つかなくなった。

　成果を確認してから、僕は右手に、左手に持った弓と同じく取り出した白い矢を手にする。

　そして、番つがえる。
















　地を、空を疾しっ走そうしながら攻撃を続けるソフィアの視線は僕の左手から離れない。

「これはアズサ。僕の武器だ。作ってくれた職人が名を付けてくれって言って、どうしても譲らなくてさ。それで古くからある弓の名前をそのまま、ね。梓あずさ弓っていうんだけど」

　白一色の矢に右手から魔力を大量に流し込む。

　徐々にその色が桃色に染まり、赤がどんどん濃くなっていく。

　僕が普段着けている指輪、ドラウプニルと同じ素材で出来た矢だ。

　魔力体を得た時に思ったんだ。

　僕が魔力を一度に消費して術を構築出来ないのなら、外で溜めればいい。もしくは溜められる物を武具に使えばいいってね。込めるにも限界があるとはいえ、真っ赤になったこの矢の威力は僕が普通に扱う攻撃魔術よりは余程強力だ。

「やめろぉおお!!」

　ソフィアの意思に操られて、その手に持つ二本の剣以外の剣達までもが僕に攻撃を始めた。

　斬る、突く、払う、降り注ぐ。

　容よう赦しゃなんて微塵もない。

　そんな中で、ソフィアは器用に僕の狙いを避けながら駆け、跳び、時には転移して位置を変えながら、攻撃を続けている。

　剣も自在に持ち替えて、多様なスキルや術を展開して僕を潰しにかかってくる。

　一体どれほどの英雄達の力を身に宿し、使いこなしているのか想像もつかない。

　でも……関係ない。

　この世界では珍しい大弓、けれど僕にとっては慣れ親しんだ和弓のフォルムをしたアズサを引き絞っていく。

　荒れ狂う斬撃と術の嵐に向けて、染まりきった赤い矢を放つ。

　指から離れた矢は、ほんの一瞬その場に静止し、弦だけが本来の位置に戻っていく。

　矢を二つに裂きながら。

　併せて、ソフィアの作った空間そのものをズタズタに裂くような昏くらい赤光の矢が、雷の形を真似るように枝分かれして百以上の剣を貫き、砕き尽くした。

　全て、瞬まばたき一つほどの間に。

「っ!!　こん、な……こんなぁぁぁぁ!!」

　血走った目のソフィアを視界から消す。

　目を閉じて、静かに。

　ただ繰り返していこう。

　今更焦ったところで、もう何も変わらないよ、ソフィア。

　それでも怯ひるまず、いや、奮ふるい立って攻勢を強めさえするお前は、確かに一流の戦士だったと思うけど。

「ちょっと物騒な鏑かぶら矢やもある事だし、化け生しょう調ちょう伏ぶく、鳴めい弦げんの儀といこうか」

「化物が！　お前は一体ナンなのよおお!!」

　ソフィアの怒号が響く。

　二百、三百。

　僕の反復作業は続く。

　せめて数多の英雄達を地に還かえしたその後で、お前を葬ほうむる事にするよ。

　全力を砕いてやるのが、お前への手た向むけの一つだ。

　そしてもう一つ。

　名乗るよ。

　僕の本当の名前と在ありようを。

「僕は、弓道家だ。名は深澄真。偽名を心に刻んだまま死ぬのも惨みじめだろう、ソフィア？」

「私はまだ奴に、ルトに、調和の上位竜を気取るあいつに……会ってさえいない!!　死ねるものか!!」

　僕がせっかく名前を教えたのに、スルーされた。

　ま、いいか。ちゃんと名乗ったのは確かだ。

「ルトか。調和ねえ……混こん沌とんの方がアレらしいと思うよ。しかし笑えるね、自分がアレにカメラ代わりにされている事にさえ気付かずにいるんだからさ」

「っ!?」

　戦闘の最中、ソフィアが一瞬息を呑む。

　相手にされてないどころかいいように利用されて、それに最後まで気付かなかった。

　あのルトと陰謀で勝負しようとするのが間違いな気もするけど、挑んだ結果は無様なものだ。

　竜殺しの肩書きも……。

「さようなら、ソフィア＝ブルガ」

　見渡す限り、もう残っている剣はない。

　その気配もない。

　残っているのはソフィアだけ。

　ランサーの形見らしい剣も既に消した。

　彼女はもう丸腰だ。

「──違う!!　ある。まだ、ある！　ランサー、最後まで隠し事とは、やってくれるわね!!　まだ終わらない!!　終われないのよ、私は!!」

　突然、僕に背を向けて何もない場所を目指して飛ぶソフィア。

　あまりに意外な光景に一瞬集中が途切れ、矢を放すのが遅れた。

　っ！

　なんだ、空間が波打つ？

　たとえようもない、奇妙で不快な感覚。

　それでも放たれた矢はソフィアの背に向かって飛び、　無防備な彼女をつらぬ……おいおい。

　振り返ったソフィアは剣を手にしていた。

　ってか、あれは……。

「刀、日本刀だと？」

「一いちか八ばちかってのは、意外と嫌いじゃないのよね！」

　器用に鞘から抜き放ち、ソフィアは無駄のない動きで矢を斬り伏せた。

　砕かれ、しかも余波さえも真っ二つにされた僕の攻撃は、彼女には届かなかった。

　集中が切れたといっても、威力は相当あったはずなのに。

　ランサーがあの剣を隠していたのか？

　あれが最後の剣？

　いや、そんな事よりも、日本刀に変えられた英雄って、どういう事だよ。

　まさか……まさか、そういう事なのか？

　あれの元は……。

「賢けん人じん、日本人を剣にした……？」

　だとしたら、やってくれる。

　すぐさまあの剣の詳細を知ろうと探りを入れてみた。

　……ダメだ。

　今まで見てきたランサーのコレクションもそうだったけど、剣としての能力しか分からない。

　それどころか、あの刀についてはそれさえも全部は分からない。

　武器としての性能はエルダードワーフの傑けっ作さくと同じか、それ以上。

　分かった能力は、抜き放って手にしている間ずっと……持ち主の力を高め続ける。

　僕の生徒にも強化に強化を重ねる子がいるけど、あの子のスキルが可か愛わいく見えるほど凶悪なヤツだ。

　リスクやデメリットは不明。

　高まる力の上限も不明。

　ランサーの事をよく知らない僕には、あの刀が特殊な空間の更に隠された場所に置かれていた意味だって分かるはずがない。

　来歴も、本当に日本人だったのかさえも。

　……面倒な。

　そんな僕の心を察したのか、ソフィアは片手に持っていた鞘を捨てた。

　決着がつくまで戦う覚悟って事ですか。

　それが勝機に繋がるかどうかはともかく、本当に一番勝ちの目がある道を本能的に選び取る。

　確かにそれだけが奇跡を起こす方法かもしれない。

　正直、僕がまだアズサに出会ってなかったら。

　魔力体を習得してなかったら、危なかったかもね。

　ふう……。

　日本人とか刀とか。

　そういうのは今は気にするな。

　あの刀がなんであれ、今のソフィアから奪い取って持ち帰ろうなんて固執しようものなら、怪我をしかねない。不測の事態を自ら呼び込む、下策中の下策だ。

　よし、まとめて始末する。

　戦いに再度集中するんだ。

「顔色が変わったじゃない、ライドウ──いえ、マコトだったかしら。この剣、凄いのよ？　名が欠けていて不完全な状態なのに、力が満ち溢れてくる。竜を取り込んで人を辞めた時とは、まるで違う感覚。そう、人じゃなくなるんじゃなくて、人の次に進んだような、素す敵てきな感覚なの」

「……」

　人の次ねえ。

　超人ってヤツ？

　そういえば、識がリッチだった頃にそんなものを目指していたとか聞いたな。

　あれがどれほどの代物かは知らないけど、武器一本でそんなものになれるわけがないだろうに。

　仮になれたとしても、出来立ての、急造の超人なんて……どうというものでもない。

　こちとら神様に喧けん嘩か売ってる身なんでね。

　まあ、あの剣が墓標なら、ソフィアも今度こそ納得して死んでくれるだろう。

　さようならって言葉の撤回は……しないよ。

　ソフィアが刀で魔力体の腕を一閃した。

「ご自慢の鎧も、ふふ、これまでの苦労が嘘うそみたい」

　斬られた腕が見事に霧散した。

　強いな、さすがは日本刀の切れ味ってとこか。

　それに速い。

　能力強化と組み合わせられると、現状でも怪我をする可能性があるか。

　けど、許容範囲でもある。

　この三倍程度までの速度なら、矢を当てる分には目で追える。

　コートの補助があれば、直線的な速度はこちらが上だな。

　駆けざまに魔力体の腕をぶった切ったソフィアが振り向く。

「形成逆転ね」

　確かに、弓道家として相手をするのはきつい。

　──だから、やり方を変える。〝中あてる〟じゃなく、当てる。

　ここからは弓道じゃなく、弓術で。そしてファンタジー流儀でやらせてもらう。

　コートの色を速度重視の赤に変える。

「っ!?」

　まさかこれを、女神じゃなくてソフィアに使うとはねえ。

　ソフィアが手にした刀を、空から視認して矢で射抜く。

　はは、やっぱり一撃じゃ無理か。

　思いっきり地面を蹴って空に上がり、不可視のままの魔力を固めて足場にする。

　そこから間かん髪はつ容いれずに、ソフィアの刀を射た。

　矢は白から赤に変わり、更にその先、臨界を迎えて眩まばゆい光を放つ状態になった矢を使った。

　直撃と共に爆発したものの、ソフィアも刀も未だ健在。

　そこそこの高度から狙ったから豆粒ほどにしか見えない標的だってのに、射応えのある的まとだこと。

　つい妙な感動に浸って数秒ほど留まっていたら、目の前にはソフィアが迫っていた。

　即座に追ってきたか。

　向こうには翼がある。

　空は安全じゃない。分かっているとも。

　魔力の足場を解除し、同時に魔力体の一部をソフィアの近くで炸さく裂れつさせる。

　当然僕は落下し、ソフィアの袈裟斬りは空を切る。

　すぐに別の足場を作って、今度は横に思いっきり跳ぶ。

　今度は地対空じゃなく、空対空でさっきと同じくらいの距離が開いた。

　つまり、また撃てる。

　目で照準を定めると同時に矢に魔力を叩き込み、臨界させ、刀を狙撃する。

　気分的には射るというよりも撃つって感じだな、これ。

「うぁっ！」

　手応えは確かにある。

　十かそこら当ててやれば刀を破壊できそうだ。

　ソフィアの接近を許すような失敗は繰り返さない。

　戦いは商売ほど難しくもないし。

　狙撃の方向を辿ってあいつが僕の位置を把握した頃には、僕は次の射撃地点に。

　そしてまた刀を狙う。

　時にはわざと気付かせたり、ソフィア自身を狙ってやって刀で弾かせたり、でも休ませない。

　翼を手に入れ、自在に空中戦を展開できるはずのソフィアを空に磔はりつけにする。

　まともに動けるようになんてしてやらない。

　時間にすれば、ほんの数十秒の事だった。

　ただ、ソフィアはもっと長く感じていたかもしれない。

　刀の力で高まり続ける自分の力をもってしても、なお相手の影さえも踏めないままという現実。

　少しだけ目を細め、僕は斜め上を見上げる。

　足には確かな地面の感触。

　最後だ。やっぱり地面から決めたい。

　これまで同様、確実に照準を定め、引き絞り、そして射る。

「そこ、か──」

　目が合う。

　僕に気付く。

　やっぱり、さようならだったな。

「……ルト、これは貸しだからな」

　ソフィアの瞳の奥、多分ロッツガルドで生中継を見ているだろう変ル態トに向けて僕は呟いた。

　白い一筋がソフィアを、彼女が迎撃で振るった刀ごと貫いた。

　僕の矢か、それとも主を失った空間の潔いさぎよさの仕し業わざなのか、すぐにその空間は真っ白な光に呑み込まれていく。

　ソフィアの言葉にならない叫び声も、彼女の影が掻かき消えるのと同時に絶え、生成の時と同じ大きなガラスが砕ける音が響き渡った。




　リミア王城。

　静かな、誰もいない謁見の間には弓を持つ僕一人だけ。

　全て跡形もなく……か。

　さっきまでの無機質な空気とは違って、匂いのある生きた風が外から運ばれてくる。

　襲撃を受けた街の匂いだけに、心地好いとは言えないけど。

　リミアはこれから相当苦労する事になるだろうな。

　でも、この国には先輩がいる。

　あの人がいるなら、大抵の事はなんとかするだろ。

　超人だし。

　僕としては、やっぱりロッツガルドの復興を一番に考えてあげたい。

　ここは遠いし。

　なんとか命だけは無事にこの災難を乗り越えたんですし、リミアの皆さんも頑張ってください──って事で、リミアの惨状と当面の復興は先輩やら王様にぶん投げるとして。

　ふと、さっきの戦いを思い返す。

　ルトが僕を見ていた事には、ソフィアが炎の翼で空を飛び回り始めたあたりで気が付いた。

　覗き見ですよ。

　若干驚いたし、引いたけど、あのルトだからな。今更って気もする。

　ソフィアとルトにどんな因いん縁ねんがあったのか、何が理由で彼女はあそこまでルトに執しゅう着ちゃくしていたのか。実はあまり興味はないんだけど、あいつへの嫌がらせになりそうだから、日頃の変態発言のお詫わび代わりに、後でルトに話してもらおう。

　あ、そうだった。忘れてたけど、もう一個やる事があったんだっけ。

「後は、ステラ砦とりでか」

　近くまで行くのは面倒臭いな。

　でも、ここから真っ直ぐ狙うと、射線上が結構酷い事になりそうだな。

　……星湖も僕がやらかして出来たみたいだし、何度も盛大に地形を変えるのは自じ重ちょうしよう。

　砦までの間に誰かいたら無駄に殺しちゃう事になるから、出来れば標的だけを破壊して済ませたい。

　僕は空を見上げた。

　まだ夜は明けていない。

　魔力体を纏ったまま地を蹴る。

　跳ちょう躍やくして、勢いが弱まったら足元に魔力の足場を作ってまた跳ぶ。

　その繰り返しで高度を上げていく。

「この辺りからなら……いけそうだな」

　魔力の足場に立って、ステラ砦の大体の方向に体を向ける。

　流石に夜の闇が邪魔して砦そのものは見えない。

　なら、あれをやってみようか。

　界を広げて地形の把握に集中する。

　大まかに砦の位置は分かっているから、目星を付けてまずはそれを探す。

　次は砦と自分を両端にして、いつも的を射る時みたいに集中する。

　周りの全てに意識を広げるんじゃなく、見つめる先と自分を線で結ぶように。

　日本にいた頃も、狙う的までの距離が相当あった時なんかに、たまにやった方法だ。

　隘あい路ろを塞ぐように佇む砦か。

　なんというか、ツィーゲみたいだな。

　光は灯っていない。ロナはちゃんと人員を退避させたんだろう。

　それじゃあ、やりますか。

　今日最後になるだろう矢を、何もない空間から取り出す。

　巴から教わったこの方法は本当に役に立つ。

　亜空の扉を開くのと、あまり変わらない要領でやれるのも良い。

　矢が真紅になるまで待つ必要もなく、ただ番つがえる。

「これにて一件落着、と」

　どれほどの距離があるのか、はっきりは分からない。

　何十キロ、いや、もっとかな？

　でも不思議と外す気は全くしなかった。

　ソフィアとの戦いの余よ韻いんが残っていて、感覚が鋭くなっているのかもしれない。

　放った矢は、ぼんやりと赤い光の尾を引いて、目標に中あたり、綺き麗れいな光柱を形成した。

　耐えるならもう一発いるけど……大丈夫だな。

　しっかり壊れた。

　砦と周囲の地形の一部も巻き込んで、すり鉢ばち状になっている。

　女神の依頼はこれで終了！

　足場にしていた魔力を散らして、自由落下に軌道修正を加えつつ、識のいる場所に急ぐ……というか、落ちる。

　すっかり落下にも慣れたね、本当に。

　ほどなく、王都某所の地面に着地。正しくは激突した。

　でも大丈夫。魔力体にくるまれていれば、このくらいの衝撃は問題ない。

　これでもう女神に空から落とされても安心だね！

　念話で位置を確認した時には色々話しにくそうにしていたけど、見た感じ識は無事だった。

　だったんだけど……。

「なんで、その姿？」

　識はリッチじゃなくて、ヒューマンの姿をしていた。

「申し訳ございません。姿を晒してしまいました。思いのほかランサーが……」

　識はそう言って深々と頭を下げた。

「大分疲れてるね。早く戻ろう」

「王都はこのままでよろしいのですか？　勇者とも……知らぬ仲ではないようですが？」

　隠し切れない疲れを顔に滲ませながら、それでも識は今後の対応を聞いてきた。

　あの人の事、思いっきり「先輩」って言ったからなあ。

　そりゃあ、覚えているよね。

　識も巴も、僕の記憶を見ているなら、あの人を知っていても不思議ではないけど。

　そういえば、今まで彼らがクラスメイトや友人にはあまり興味を持った事はなかったな。

　どうしてだろう？

「王都の事ならリミアの人でなんとかするでしょ？　王様もこっちに急いでいるみたいだし、僕らが手を貸すとしても、後からでいいんじゃない？　事情も分からずにほいほい手を出すと、後でまた面倒になりそうだからさ。勇者については……うん、まあ知ってる人だったよ。その話は戻ってからね。こっちは特撮ヒーローコスプレ見られて、更に向こうのセクシーコスプレを見ちゃったんだぞ？　正直、なんて声をかけたらいいかさっぱり分からない」

　つくづく、女神と絡むとロクな事がない。

「久しぶり、ではやはりまずいでしょうか？」

「……無理」

「しかし、響という娘はあの格好をそれほど恥ずかしがっている様子はなかったように思います。私が視線を向けても、さしたる反応もなく堂々としておりましたし」

「そりゃ、識がリッチの姿だったからじゃ……」

「この姿でも見たのですが、特には」

「うーん……そんな趣味でもあったのかなあ、先輩」

　聞いた事がない。

　……いやいや、そこで悩むな。

　たとえそんな趣味があっても、知れ渡っているわけがない。

　大体先輩の私服なんて、偶然一回見たくらいだ。接点があったわけでもない。彼女の事は何も知らないも同然じゃないか。

　アホらしい。さっさと戻ろう。

　僕の事だから、下手に長居すれば運悪く彼女と鉢はち合あわせする事だってあり得る。

　今はこの辺りに生きてる人の気配すらなかったとしてもね。

「それと、響に同行していたツィーゲの冒険者ですが……救えませんでした」

「識が気にする事ないよ。仕方ない。冒険者ってのは、突然の不幸だって十分あり得る仕事なんだから。彼らは自分で決めて、戦争をしにリミアに来たんだ。覚悟はしていたでしょ」

「だと良いのですが」

「今回は先輩が無事なら、とりあえず問題なし。あんまり気にしないで、戻ってちょっとでも寝ておこう」

「……若様、そういえば、ケリュネオンを攻めていた巴殿達からの連絡がまだありませんね」

「多分もう亜空に戻ってる。念話で一応無事の報告はしてくれたよ。首尾も上々みたい。含み笑いが隠せてなかったから」

「相変わらず、余裕ですなあ……あのお二方は」

　識はどこか遠い目をしている。

「向こうには竜殺しも勇者もいなかったんだから、楽だったんだよ、きっと。今夜のＭＶＰは間違いなくランサーを倒した識だって。安心して良し。本当に良くやってくれてる。自分を責める必要なんてないよ」

　なんだか落ち込んでいるようだったから、励ましてみた。

「若様もソフィアを余裕であしらったご様子。負傷などされていないようですし」

　おおう。弱っているせいか、今日の識は大分ネガティブだな。

　ランサーに苦戦を強しいられたのが余程悔しかったのか。

　でも慰めるために「そんな事ないよ」って言ったら、延々と落ち込むパターンかもしれないな、これ。

「まあ、自分の力を知るには手頃？　な相手だった」

「……もっと、強くならなければ」

「ああ、力になれる事があったら僕も付き合うよ」

「是ぜ非ひ！　……それはそうと若様、勇者達の仲間を一人助けたところ、奴らから礼をしたいと言われたのですが、何を求めましょうか」

　あ、もうロッツガルドモードの識に戻った。

　ずっと引きずらない前向きなところは、識の隠れた長所だよな。

　……散々巴と澪にボコボコに、じゃなくて鍛え抜かれて後天的に身につけた性質だけど、素晴らしい事には違いない。

　僕も見習わないとな。

「お礼ねえ。識の姿を見なかった事にしてもらえばいいんじゃないの？」

　そうしないと、最悪の場合、識を学園都市とか人目の多い場所に行かせられなくなってしまう。それで僕がまた商売で矢や面おもてに立つ機会が増えたら、当然ボロを出す回数も増えて……うん、却下。

　今日の数倍は恐ろしい事態になってしまう。

　胃痛で寝込みそう。

　レ、レジとか接客だけなら、僕でも日本人のスマイルゼロ円精神でなんとか出来る日もあるんだけどね。

「それは既に言ってみたのですが、どうなる事か」

「そう……だったら、ああ、確か先輩のパーティにはローレルの巫女さんがいるんだよね？」

「ええ。確か名前はチヤ。ヒューマンにしては相当魔力値が高い娘でした。将来は歴代でも有数の巫女になるかもしれません」

「だからさ。こういう感じのお願いはどうかな……」

　思いついた事を識に耳打ちする。

「良い案だと思います。承知しました。では」

「うん。じゃあ帰ろうか、亜空うちに」

　まさかこの時間から宴会って事はないだろうけど、向こうも大勝利だったら、明日は宴会してもいいかな。

　能力の使いすぎで若干足元がふらついている識を気遣いながら、僕らはこっそり王都を後にした。
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　眠い。

　鏡に映る顔の目は半開き。その下にはくっきりとクマができていた。

　とにかく眠い。

　昨夜は──というか、数時間前までリミアの王都でドンパチしていた。

　疲れ、取れません。

　向こうを出たのはまだ暗いうちだったけど、あっという間に日が昇ってしまった。

　落ち着いたら一日ゆっくり休みを取ろう。

「亜空の皆、強かったんだなあ……」

　顔を洗いながら、考えていた事が漏れる。

　亜空に帰った僕と識は、既に帰還していた巴と澪、それにオークとドワーフ達に出迎えてもらった。

　あっちの戦果は物凄かった。

　僕達よりも早く帰還したのはもちろん、損そん耗もう率ほぼゼロ。

　死者ゼロ、負傷者二という愉快な数字を聞いた。

　本当にこれは実戦の数字だろうかと疑いたくなるレベルだ。

　けど事実として、彼らは小さいながらもかつて国として存在していたケリュネオンの領土を、ほぼ全て確保したとか。

　リミアでも思ったけど、僕はこの世界の軍隊や国が保有する戦力の規模を過大評価していたらしい。

　だってさあ、グリーンベレー、スペツナズ、ＳＡＳ、ＣＩＡにＫＧＢにＦＢＩ……。

　あれ、段々軍隊からずれてきている気がする。

　とにかく、そういう滅茶苦茶凄いらしい軍隊とか情報組織とかが、テレビや映画で紹介されているのを見ていたら、軍隊的なものは大層強いんだろうなって思うじゃないか。

　そんなありきたりな考えを持っていた僕はおかしくないと思う──事にする。

　被害が少ないのは良い事だし、素す直なおに僕の勘違いだった事を喜ぼう。

　負傷者二にしても、ミスティオリザードが完全武装のハイランドオークに尾を思いっきり踏まれた、みたいな微ほほ笑えましいものだったし。

　更に澪は妙にツヤツヤしていて、手乗りサイズの可愛らしい竜を僕に見せて、向こうの大将だったとよく分からない説明をした。

　巴は巴でポロッと「戦い甲斐のある相手を味方に取られて手持ち無ぶ沙さ汰たになったから、国境代わりに断崖を作って線引きしておきました」とか、ジャブじゃすまない説明を挟み込んできた。

　しかし、その後で報告は中断される事になった。

　僕らの報告として、僕がソフィアを、識がランサーを倒したって事を達成感一杯の嬉しそうな顔で話した瞬間だった。

　表情は変わらないのに、巴と澪の気配が一気に不ふ穏おんな感じになった。

　端的に説明するのなら……近づきたくない美女の笑顔。

　続いて識は、魔族との接触や女神の力についての詳細報告に移ろうとしたが、巴に肩を、澪に手を掴まれて別室での〝報告会〟とやらに連行されてしまった。

　もしかして、二人ともランサーの件で識に妬やいてるとか？

　それから今に至るまで、識には会ってない。

　結局、報告はハイランドオークのエマが引き継いで、今日のところは大まかな説明だけに留めて解散。皆には疲れを癒してもらう事にして、エマから提案された祝勝会は翌日──つまり今日の夜に開催する事に決まった。

　エマも昨夜は出陣したから今頃疲れて寝ているかもしれないけど、他の誰かが指揮をとって宴会の準備をしているんだと思う。

　でも、僕はそういうわけにはいかない。

　むしろ昨夜の戦いに駆り出されたのがイレギュラーで、予定では今日ロッツガルドの変異体を始末する事になっている。むしろ今日が本番なのだ。

「イオとかソフィアと戦った後で変異体と言われても……なのが本音だけど」

　そんなわけで、一、二時間ほど寝てすぐに起床だ。

　眠いけれど、朝から学園に行かなくてはいけない。

　変異体がロッツガルドの富裕層が暮らす住宅街の一つに集まっているのには、何かしら魔族の意図があるのだろうという事は察している。

　魔族の女将軍──ロナが何か嫌な事を言ってたから。

　ロッツガルドに住む亜人の中に魔族側に立つ者がいる、みたいな話だった。

　ヒューマンか魔族か。

　そもそも、亜人がどちらを選ぶかなんて分からない。

　言われてみれば、亜人が無条件にヒューマンと共闘すると考えるのもおかしい。

　一部の亜人がそのスキルを重宝され、厚こう遇ぐうされている例を除けば、基本的にヒューマンは亜人を人扱いしないからなあ。それなら徹底した実力主義社会だと言われても、権利を認めてくれる魔族が良いって人ももちろんいるはずだ。

　これまで魔族には凍いてついた領土しかなかったから、生活面の理由で仕方なくヒューマンに寄り添っていた亜人種族だっているだろうし。

　僕にしたって……種族混成当たり前のあの軍隊を見ると、魔王って結構凄い人なんじゃないかって素直に思えるもんな。




　──コンコン。

　部屋の扉をノックする音が響く。

　誰かが僕を起こしに来てくれたのか？

「はい、どうぞ」

「おはようございます、旦だん那な。もうお目覚めでしたか」

　既にバッチリ身だしなみを整え、装備まで身に着けた長身の若い男がにこやかに部屋に入ってきた。

「ライムか。おはよー」

「朝早くすいやせん。学園からさっさと旦那を連れて来いと、使い走りを頼まれまして。早めに学園の様子を見に行ったのがアダになりました」

　確かライムは、ドワーフと森もり鬼おにのモンドを連れて一緒に学園で合流する事になっていた。

「じゃあ、もう皆は学園？」

「へい。学園長はとっとと片付けてえみたいです。あと……気付くのが遅えと呆れますが、旦那と私らが事態の処理に動いていたのは学園長の直じき々じきの要請によるものだった……という事にして欲しいそうで」

　あはは……。

　確かに、交渉をするにはタイミングが遅すぎる気がする。

「それと……常勤講師のお偉いさんの何人かからも似たような事を。今回の一件で、旦那はその皆さんの依頼で住民のために動いていた事にするように、との事です」

　僕が言うのもなんだけど、馬鹿ばっかりだなあ。

　どっちにしろ、丸々受け入れるのは無理ってものだ。

「今のって、もしかして彼らに言われた通り伝えてくれてる？」

「へい、可能な限りは」

　ライムは僕が聞きたい事を察して頷いた。

「なら、どっちかっていえば学園長の方がマシだねえ。後で識と話して決めるよ。どの道、騒動が起きてからの初動については、クズノハ商会が自発的にこの街のために動いたんだって思ってもらいたいしね」

「仰おっしゃる通りで。ところで旦那」

　ライムが少し言いにくそうに切り出した。

「なに？」

「外に女が一人いやしたが。この避難所で誰かお囲いにでも？」

　そんな女性、ここに限らず一人もいない。

　特徴を聞くと、娼しょう館かんで助けて以来、何かと気にかけて話をしに来る〝姐あねさん〟な人だった。

　確か、エステルさんだったかな。

「いや、避難所に連れてきた人だ。ここのヒューマンでは一番話した人かな。なんの用だろ」

「一ひと睨にらみしたら消えましたから、大した用件じゃねえとは思いますが。てっきり朝から寝起きの……と、下げ衆すな想像をしやした、へへ」

　ライムはバツが悪そうに頭を掻いている。

「……勘弁してよ。ゴルゴン相手にお盛んなライムを基準にしないでくれ」

「……何事も過ぎたるは毒、と。旦那はもう少し遊びを覚えられた方が良いとは思いやすが」

「はいはい。んじゃ、学園に行こうか」

「識さんが見当たりませんが、よろしいんで？」

「さっきから念話を飛ばしているんだけど、反応がないんだ。相当疲れていたようだから、今日はライムにお供をお願いしようかなってね」

「喜んで。昨夜は皆さんで、こちらの事件なんぞ消し飛びそうな大事件を片付けられたとか。遅れましたが……無事のお戻り、心からお祝い申し上げます」

「ん？　……巴だな？　あいつはまた。別にライムになら話してもらっても構わないけどさ」

　なんでもう昨日の事がライムの耳に入っているんだ。普段亜空に顔を出していない彼まで知っているとは、一体どうなっているんだか。

　まあ、巴が自慢話メインで話したんだろうと思う。もしかしたら澪かもしれないな。二人とも、えらく上機嫌だったから。

「商人ギルドと闘技場に出で張ばったリザードとアルケーが悶もだえてましたよ。こっちはハズレだったのかってね」

「当たりもハズレもないんだけどね……。あ、というわけで、今晩は祝勝会ね。ライムも存分に飲んで。明日に残らないタチみたいだからさ」

　ライムとそんな話をしながら避難所を出る。

　さっさと学園に行って用を済ませよう。

　ついでにルトに文句の一つでも言ってやるのもいいな。
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　結論からいえば、ロナが匂わせた魔族の協力者なんてものはどこにもおらず、代わりにイオより高い鯉のぼ──じゃなくて、巨大な変異体が三体ほどそこに陣取っていた。

　四メートル超の巨体が、ロッツガルドの街の一画を破壊しながら暴れている。

　スライムのような不定形の個体が一体、どこか獣めいた四本足のが一体、そして人の姿に一番近い二足歩行の個体が一体。三体とも形はバラバラで、それぞれ行動パターンも違うみたいだ。

　最初僕らは討伐部隊ではなく、奴らを逃さないための包囲網の一員として配置されたから、観察する時間は結構あった。

　もう変異体をなんとか倒せるようになった学園側の部隊が、花形の討伐部隊として戦ってたんだけど、順調だったのは最初だけで、変異体の群れは追い詰められて奥の手を繰り出した。

　あいつら、なんと合体機能まで備えていたらしい。

　ロボット的な合体じゃなくて、グチョ……グチョ、って感じのグロい合体シーンだったけど。

　そうしていくつもの変異体がまとまって出来た三体の巨大変異体は、バラバラだった時よりも強力になり、かつ全属性への魔術耐性まで手に入れてしまった。

　学園の部隊が数分で恐きょう慌こう状態に陥り、すぐに撤退する事になったのは言うまでもない。

　蜘蛛くもの子を散らすように退却した彼らの後には、大おお外そとにいた僕達が残った。

　で、結局僕らが討伐部隊に任命されたわけだ。

　はぁ……。

　最初「外を固めていろ」って言われた時には、楽が出来ると思って嬉しかったんだけどな。

　僕も識も完全に寝不足だ。

　学園で合流した識は、昨夜よりも疲れた顔をしていたから、無理に付き合わなくていいって言ったんだけど、来るって言って聞かなかった。

「識は寝てていいよ」

「そういうわけにはいきません。若様を働かせて私が何もしないなど」

　たぶん寝てないんだよな、識。

　休んでほしいのに。

「いや、僕もやらないよ。あれなら僕らが出なくてもなんとでもなるでしょ」

　ここにはライムだけじゃなくて、森鬼のモンドもエルダードワーフもいるんだし。

「では、私達にお任せください！」

　ライムとモンドが一歩前に進み出る。

「一体は儂わしらに残してもらいたいですな。せっかく武器も持ってきましたので」

　ドワーフの職人も身長を遥かに超える大おお斧おのを持ち出してやる気満々。

　あれ、夏休みの発表会で見た斧に似てるな。色々試行錯誤しながらテストしてるらしい。

　柄の長さも相当あって、斧が歩いているように見えるくらい大きい。

　斧を立てていないと、あちこちぶつかってまともに街中を歩けない。

　今みたいな状況なら別に問題はないから、サイズには突っ込まないけど。

「なら、ライムとモンドで二匹。エルドワの皆で一匹ね。よろしく！」

「では……先手必勝、一撃必殺じゃ!!　行くぞ!!」

　斧が、いやスリーマンセルのドワーフチームが人型の背が高い奴に突撃していった。

　テンション高いな。

　昨夜は出撃してない人達なのに。

　いや、だからか。もう亜空全域に話が広がってると考えた方がいいな、こりゃ。

「あれ、ライム達は行かないの？」

「旦那。樹じゅ刑けいは、使って良いんですよね？」

「……ああ、そういう事。そだね、せっかくだから復興の新しいシンボルになるような大きいのを頼むよ。並び立つ二本の大樹とか、いい名物になりそうじゃない」

　なんとなく記憶にある、神社のご神木の姿が脳裏に浮かんだ。

「では」

「うん、存分にやっていいよ。ライム、あの大きさの相手だから、分かってるよね？」

「もちろんです。三分もかけませんや。用意はいいか、モンド！　って、もう行ってやがる!?」

　ライムは張り切って振り向くも、既に相棒のモンドは変異体目指して駆け出していた。

「遅れるなよ、ライム！　図ずう体たいばかりの愚ぐ図ずとはいえ、何故かな、巨大なものを相手にするというのはそれだけでもなかなか気分が高まる！」

　こっちも元気だ。

　この巨大な変異体は、普段ならモンドだけで樹刑をかけられる相手ではないと思う。

　でかいし、魔術への耐性も高い。

　でも、ライムがいれば問題ない。

　ほどなくして、巨体の一つが輝きに包まれた。

　ライムは誰かの力を高める事に長たけている。

　よくスポーツのダブルスなどで真価を発揮する、パートナーの力を引き出すのに長じた選手がいるけど、ライムはそれのスキル版を習得している。

　他に見た事はないから、もしかしたらライムだけのユニークスキルなのかもしれない。

　合わせ鏡というと大袈裟だけど、そんなイメージで相手の力を強化し、増幅する。

　たとえばモンドと組めば、一定の範囲内の対象全てに樹刑を発動させる事さえ可能だし、本来抵抗されてしまうような相手に樹刑を決める事も出来る。

　アクア、エリスの森鬼コンビとも相性が良い。

　どこにいても腐らない、器用で役に立つ能力だ。

　面倒見のいいライム本人の性格もあって、彼に良く似合った能力ともいえる。

　お、二本目も完成。

　そんな事を考えているうちに、ロッツガルドの街に二本の巨木が生えた。

　凄いな、元の変異体よりももっと背が高くなっている。

　間違いなく学園都市のランドマークになる。

「唐から竹たけ割りぃぃぃ!!」

　エルドワの気合の叫びが響く。

　どうやったのかは見逃したけど、叫んだ一人が空中で更に巨大化した斧を振り下ろしたところだ。

　人型の変異体が見事に真っ二つに割られていく。

　まさに脳天唐竹割りだ。

　より巨大に、より強力にってコンセプトだっけ、あの斧。

　相手も使い手も使いどころも、どんどん狭まっていってる気がする……。

　だけど、変異体は真っ二つにしただけだと再生するんじゃないのかね。

　そのまま眺めていると、二つに割れた変異体は、内面から泡立つように一気に膨れ上がった。

　あ、倒せたんだ。

　分裂して二人にならなくて良かった。

　──って!?

「ちょ、まさか」

　これまでの例から予測出来る通り、両断された変異体の体ははじけ飛ぶ寸前。規模を考えると、残ざん骸がいが街に降り注ぐんじゃないか？

　臭いんだよな、あれ。

「やれやれ、あれでは街が悪臭に包まれてしまいます。爆心地は手遅れですが、降ってくる分だけでもこれで……」

　お疲れの様子ながら、識が建物よりも少し高いところに巨大な魔法陣を展開して、降り注ぐ変異体の肉片を焼却してくれた。

「凄いね、壮観だ」

「元は焼やき畑はた用に作った術ですので、見た目ほど実用性はありません。触れたものを弱い威力で焼却するだけです。数を放って格好は整えてみましたが」

「おかげで街の悪臭被害は防げたよ、ありがとう」

「考えもなくあのような斧を振り回して。後であのエルドワどももお仕置きですかな」

　そう言って、識は肩を竦すくめた。

「……も？」

「……」

「も、なのか識？」

「若様、どうか二度は言わないでください」

　微妙に震えだす識。

　昨夜の出来事……いや、それには深くは触れないでおこう。

　なんにせよ、これで終わった。

　後は学園が調査して、非常事態は収束したと宣言すれば、ロッツガルドは復興に向けて本格的に動いていくだろう。

　……しかし。やっぱりさっきのは〝戦い〟って感じがしないなあ。

　見上げると、風に吹かれた大樹が青々とした葉を揺らしているのが、ここからでも分かる。

　あれって常緑樹なのかな。

　僕はそんなとりとめのない事を考えていた。
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　竜騎士は、ローレル連邦が誇る戦力の花形だ。そして、ローレル連邦だけに存在する、秘密のヴェールに包まれた存在でもある。

　文字通り、竜に乗って戦う騎兵であり、通常の騎兵とは大きく待遇が異なる。

　竜という強力な存在と心を通わせる事、これこそが竜騎士に求められる一番の能力だ。

　ロッツガルドに物資を運んで来たのは飛竜に乗る空の部隊で、この他にも地竜に乗る陸上部隊などが存在する。

　陸と空の部隊の存在は明らかになっているが、海を担当する部隊については、その存在の有無さえ知られていないのだとか。

　ちなみに、攻めにも守りにも空を飛ぶ利というものは大きく、活躍の機会も多いからか、ローレルでは飛竜を駆る竜騎士の方が人気が高い。

　そんなローレル連邦秘蔵の戦力、竜騎士隊。

　だからだろうな、彼らの全身からは自信が満ち溢れている。

　いや……正しくは満ち溢れていた。

　今僕の目には、直立不動（と言っていいのか分からないけど）で石像かってくらいにガチガチに固まっている飛竜と、その異常を感じ取って相棒の竜を気遣う竜騎士達の姿が映っている。

「はっ……竜騎士というからどれほど見事なものかと思って来てみれば、人も竜も殆どが二流止まりですなー」

　巴がわざとらしい口調で僕に話しかけてきた。

「明るくなったら何故か機嫌が悪くなってたって理不尽は、とりあえず呑み込んでおくとして。少し自重しろ、自重を」

「若や識はともかく、儂などはただ大地を割っただけですぞ？　竜殺しも御剣の小僧も魔将も取られて……多少拗すねるくらい、若の器量で受け止めてくだされ」

　そう言って巴は軽く頬を膨らませる仕草をしてみせる。

「……また無茶を言い出す」

　飛竜の挙動不審の原因は、十中八九こいつだろうな。

　識と一緒に変異体の一件を学園に報告しに戻った時、巴は学園都市に残った各国の重じゅう鎮ちんと何やら話をしていた。

　その場には神殿の人とかローレル連邦の彩さい律りつさんとかを筆頭に、それなりの面々が揃そろっていたと思う。そこでも巴は何故か非常に不穏な気配を放っていた。

　識は学園に入ってすぐ、何かを受信したかのように「学生達の結界を解いてくる」と消え入りそうな声で呟いて別行動を申し出てきたけど、今思えばあれは彼の第六感が働いたからかもしれない。

　巴は不機嫌の理由を、表向きは無理な転移の多用で脇わき差ざしが破損した事への無念からだとしていたらしい。

　実際は御剣という飛びきりの獲物を得た識への、八つ当たり紛まがいの怒りが原因じゃないかな……。

　おかげで学園長への報告のついでに、巴を宥なだめるという特殊ミッションが発生してしまった。

　で、彩律さんと話していて竜騎士の話題が出たから、気分転換も兼ねて多少の興味を持った巴を半なかば強引に連れ出したんだけど、この有様だ。

「澪でさえ、魔将を拾ったというのに……」

「お前は亜空に四季を取り入れるっていう、一番の目的を果たしたじゃないか」

　実際には、もう少ししたら達成するって意味だけど。

「なんとなくですが、儂だけ今回ご褒美的なものが少ない気がするのですよ」

「今夜とことん飲んで楽しくやればいいじゃないか。そんでさっぱり水に流して、四季を楽しむがよろしい。日本酒もとうとう解禁なんだろ？　楽しみにしてるよ」

　僕は日本酒なんて殆ど飲んだ事ないから、口当たりとか、大体の感覚でしか分からない。

　でも亜空で美味おいしいとされる酒なら、それがここのニホンシュって事で良いと思っている。

「識で楽しめますかなあ」

「……四季の方な」

「……」

　識の件は華麗にスルーされた。よし、もうこれ以上突っ込まないぞ。

　識、南な無む。

「そういえば、酒の名はどうしましょう。もちろん、名付けはしていただきますぞ？」

「お前が付ければいいのに。一番真剣にやってたのは巴じゃん」

「いえ、ここは是非、若に」

「まあ、夜までに考えておくよ」

　酒の名前を考えるだけで巴の機嫌が良くなってくれるなら、安いものだ。

「期待しておりますぞ。ふむ……いつまでも識に当たるのもかわいそうですし、儂も今回は四季が得られたという事で妥だ協きょうしましょうか。主に機嫌取りをさせるなど、少々悪ふざけが過ぎておりました」

　一つ大きく息を吐いた巴が、漂う不機嫌を打ち消し、さっぱりした顔で言った。

　姉妹を持つ僕の経験から言うと、これは本当に全部さっぱり消えてなくなったって事じゃなくて、ひとまず脇に置いておきましょう、ってのに近い顔だ。

　……ま、先延ばしでもいいや。

　後は時間が解決してくれるだろう。

「助かるよ。それにしても……ここには二十ほどしかいないけど、やっぱり竜ってのは存在感が違うね。結構な量の物資を運んできてくれたし、街の人には印象が良いだろうなあ」

　竜に騎乗する行為が格好良いと思うのは、僕だけではなかったようだ。

　中には珍しいからというだけで見に来た輩もいただろうけど、竜騎士を遠目に見るギャラリーは結構沢山いた。

　身近な人の安否を確かめ終えた人達が集まったんだろう。

　明日から、ひょっとすると今日からでも、街の復興が始まるのかもしれない。

「若、そこの意見は変えませんぞ。数騎は見る価値のあるものもおりますが、多くは大した事がない連中かと」

「上位竜おまえの基準ならそうかもね」

「儂など、若が来る前に商会の今後について各国の連中に釘くぎを刺しておきました。気分良く空を飛んでいるだけの二流どもの群れより、儂の方が役に立っておりましょう！」

　あの険悪な雰囲気で、巴は何を話したのか。

　こいつの事だ、下手な事はしないか。

　それよりも。

「……なるほどね。巴、お前と彼らを比べる気は全くないよ」

「む？」

　竜騎士の連れ合いの飛竜と自分が比べられているとでも思ったんだろうか？

　今日の巴は情緒不安定か……。

「たとえあれが百や千いても、巴を選ぶよ、僕は。だからあんまり拗ねるな」

　この雑ざっ踏とうの中だし、誰に聞き耳を立てられるわけでもないから、いいか。

　普段はこんな事言わないけどね。

「……時々凄い人たらしになりますなあ、うちの若は」

「巴は凄く僕の事を考えてくれていると思う。これでも感謝してる」

　日頃の感謝を伝えるって、恥ずかしいもんだ。

「ル、ルトも言っておりましたが。男子三日会わざれば、とはこの事ですかな！」

　照れ隠しのつもりか、巴はわははと大きく笑い出した。

　顔が真っ赤だ。

「これからも頼むよ。きっとまだ面倒な事がいくらでもあるだろうけどさ」

「任されましょう」

　これでよし、と。

　それにしても、ルトか……あれも大概だ。

　だけど、今回のソフィアの件でそこそこ大きな恩は売りつけてやったつもりだ。

　早速それを使って「ケリュネオンは滅びていなかったんですよ！　な、なんだってー!!」計画に協力させようと思ってる。

　各国との関係が出来るのはまだずっと先だろうけど、その時までにはアーンスランド姉妹も立派にケリュネオンの代表として振る舞えるようになっているだろう。

　今のあそこは陸の孤島状態だし、当面はもちろん僕らがサポートしていく。

　立地を見ても人的リソースを見ても、ヒューマンと亜人が対等に共存していかないと国を維持出来ないような状態にある。

　だからこそ、ケリュネオンは面白い国になっていくんじゃないかと、実は楽しみにしている。

　クズノハ商会もどういうサポートをしていくのが望ましいか、検討していかないとな。

　まあ、そっちはおいおい考えるとして、さしあたっては巴の機嫌が良くなってくれて良かった。

　鼻歌が出るくらいならもう心配ない。めでたしめでたしだ。

　選曲はあの世直し活劇のオープニングか。人生には楽な時もあれば苦しい時もあるという、ありがたい教訓を教えてくれる名曲だ。

　これで、今日のイベントは祝勝会だけだ。

　僕も楽が出来るといいな。
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「──という事で、明日か明後日を境に亜空に四季という季節の巡りが始まると思う。不都合が出てきても、これまで通り皆で相談し合って対処していこう。それじゃあ」

　夜。

　慣れないなりに、僕は宴会の開始の挨拶をしている。

　昨夜の戦闘やロッツガルド復興、ケリュネオン再興計画といった外部への出張を労ねぎらい、四季が始まる事への注意などを伝えた。

「乾杯！」

　僕は皆の視線を一身に浴びながら、杯さかずきを持った右手を掲げた。

『カンパイ!!』

　その言葉と同時に皆が酒杯を呷あおった。

　テーブルには大皿に大量の料理が盛られている。

　立食形式だし、僕が話している間も食べててもらって構わなかったんだけど、僕の記憶のどこで見たのか、巴が日本酒の鏡抜きを知っていて、日本酒の披露も兼ねて今回の祝勝会の冒頭はそれで始めたいと言い出した。

　樽たるを割って皆に酒を配り、それから僕が挨拶をしてようやくスタート。

　ここは亜空だし、別に形式なんてそこまで拘こだわらなくても良いと思うんだよね。特に歴史と伝統に基づく何かがあるってわけでもないし。

　グラスやジョッキに入った日本酒を片手に、食欲旺おう盛せいな人達が料理を囲んでいくのを見ながらそんな事を考える。

　僕の手元からも、遠い記憶にあるのと似た酒の匂いが漂ってきた。

　当然、僕が日本にいた時は酒なんて飲めないから、僕には本物の味は分からないけど雰囲気はかなりそれっぽい。

　このお酒も、これから亜空の皆の好みに合わせて、甘くも辛くもなっていくんだろうな。

　十年二十年と経って亜空で愛される定番の酒になっていってくれたらいいな。

　それにしても、こんな洋風のグラスに入っていると、日本酒ってよりＳＡＫＥだよな、はは。

　感慨深げに猪ちょ口こと徳とっ利くりで楽しんでいる巴に、ひとまずの日本酒完成のお祝いを伝えて、改めて乾杯した。

　……僕も手元のジョッキに口をつけてみて、何か飲み方が違うとは思ったものの、そのまま呑んでいる。

　猪口に一杯ならともかく、これを空に出来るか？

　あまり減らないジョッキの中身に若干の不安を覚える。

　いや、今日は日本酒これのお披露目でもあるんだし一杯は飲もう。

　飲み口はいいし、多分なんとかなる。

　亜空の猛も者さの中には、既にジョッキを空けておかわりをしている人もちらほらいる。

「素晴らしい宴うたげですね、若様」

　ほどなくして、翼よく人じんの長カクンさんが僕のところにやって来た。

　始まった。断れないタイム。

　種族ごとに偉い人が僕に挨拶しにやってくる。全部まともに付き合ったりしたら、明日は二日酔いどころじゃ済まない気がする。

　それにしても、異世界でサラリーマンのような気分を味わう事になるなんてねえ。

「今回は皆にも大分出張ってもらいましたから。この宴はせめてものお礼です」

「我らもケリュネオンへの今後の協力で、一部出張をお認めいただきました。感謝いたします」

　カクンさん大袈裟に頭を下げた。

「これまでは僕との戦績だけで判断していましたけど、これからは他種族との模擬戦結果やヒアリングなんかも参考にしていこうと思っています。翼人の皆さんには、これまで偏った見方をして申し訳ありませんでした」

「……いいえ、若様。そちらについては、いずれ若様との模擬戦でも我らの実力をきちんと示し、認めていただくつもりでおります。それと、どうかエマ殿に話すように、私にも気楽にお話しください」

「あはは……見た目が年上の人だと、どうもまだ。いえ、努力します。今日は、巴が頑張って形にした日本酒の他にも、澪が作った試作料理もありますから、好みに合うもので楽しんでください」

「はい。皆の反応は上々です。日本酒、美味しいものですな。大変気に入りました。──っと、私ばかりが話をしていては後ろの方々のご迷惑になりますね。それでは、失礼いたします」

「しばらくは亜空にいる時間も取れると思いますから、何もなくても気軽に来てください」

　カクンさんは終始上機嫌でにこやかに話し終えると、他種族の代表者に会え釈しゃくしながら喧けん噪そうの中に戻っていった。

　彼の後に続くのはハイランドオーク、ミスティオリザード、アルケーの皆にゴルゴン。

　挨拶ついでに世間話をして、日本酒の感想も聞かせてくれた。

　お世辞もあるだろうけど、概おおむね好評みたいだ。良かった。

　オークやリザードは昨夜の戦闘の余韻もあるのか、明日以降の訓練日程まで詰めようとしてきた。けれどそれは明日また考える事にして今日は楽しむようにやんわりと告げ、訓練の話は遠慮してもらった。

　それにしても、日本酒は結構アルコール度数が高いお酒だったと思うんだけど、その割には皆わいわいと結構なハイペースで飲んでいる。

　水みたいに飲んでいる輩もちらほらいるし。

　もちろん、既に真っ赤になって出来上がっている方々もいるけど。

　澪の用意した試作メニューも酒の肴さかなになりそうなものが多かったから、余計に酒が進んでいるのかもしれない。

　ヒューマンがどう評価するかは、まだライム一人の感想しか聞いてないので参考には出来ないけど、亜人にはこれだけ好んでもらえるって事なら、そっち方面で販売してみるのも一考の価値があるかな。

「若様、若様！　次はこれと、これも！　召し上がってみてください！」

　澪は次々と料理を持ってきてくれる。

　人にやらせればいいのにと思うけど、自分でやりたいみたいだ。

　少しずつ小皿に取ってきてくれるから一品の量はそれほどではない。でも、種類が凄い事になっているし、その上皿が空になると音速で補充してくる。

　試作メニューは和食を中心に中華も織り交ぜながら作ったみたいだ。もちろん、こっちの世界の料理も外していない。

　実に多彩な料理の数々。

　この分だと、僕が挫ざ折せつしたフランス料理系にもそのうち手を出すんじゃないだろうか。未知の創作料理が登場する日も近い気がする。

「澪、取ってくるだけじゃなくて、自分でも食べなよ。ほら座って」

「あ、はい！」

「昨夜はご苦労様。澪はケリュネオンの大将と戦ったんだってね。無事で良かった。そういえば、あの手乗りドラゴンがその大将なんだよね？」

「今は庭に放してありますけど、あれでなかなか器用な事をしてくるので、感心しました」

「で、あの子は一体何者だったの？」

「確か、レフト？　とかいう魔将というのだそうで。巴さんに言われて全部食べるのを途中でやめたら、あんな感じに落ち着きました」

　ましょう。

　……魔将かい!?

　ってことは、イオとかロナの同僚!?

「ケ、ケリュネオンにいたんだ」

「あそこにいたのは偶然だと言ってました。頑張ってみましたけど、結局、あれが使ってきた器用な反射は上手うまく真似出来ませんでした……」

　澪は少しだけ残念そうに、眉をひそめた。

　違うんだ、大事なのはそこじゃない。

「ど、どうしてあのドラゴンは大人しくしてるの？」

　元が魔将なら、こんな場所で黙っているはずがないだろう。

　ところがそのレフトとやらの様子ときたら、なんとも静かなものだ。これはおかしい。

「さあ……途中から気でも触れたのか、ブツブツと呟くだけになりまして。ああなってからは無邪気に蝶ちょうなど追っていますし、きっと大丈夫です」

　澪は微笑みながらそう答えた。

　まったく大丈夫じゃない。

「そ、そう」

　澪に気に入られて遊ばれた末にぶっ壊されたってところか。気の毒だけど、生きてはいるし、あんな様ざまでも魔将らしいから、魔族領に行った時にでも、こっそり返しておく事にしよう。

「と、ところで若様。そんな事よりも、先日の約束は覚えておいでですか？」

　澪はレフトをそんなことと切り捨てて、何故か少し緊張した様子で居住まいを正し、僕の顔を覗き込んだ。

「約束？」

　言われて記憶を辿たどる。

　ええっと、あれだ。多分識と変異体討伐レースをした時の事だ。

「ああ、〝お願いを聞く〟ってやつ？」

「そうです！　まさにそれでございます！」

　澪がずいっと顔を寄せてくる。

　聞いてやりたいのは山々だけど、今はまだ族長さん達も近くで雑談をしている最中だ。

「覚えてるよ。もう少しして宴会が落ち着いたら聞くね」

「は、はい!!　では私、料理が行き届いているか見て参りますね。すぐに戻りますけれど！」

「うん、ありがとう」

　さて、澪は何を頼んでくるんだろう。

　巴には直接感謝の言葉を伝えたけど、澪にだってもちろん感謝している。

　僕に出来る事ならなんだって応えてあげたいな。




「エリス、それにアクアまで。なんで踊りながら歌ってるんだ、あいつらは」

　騒がしくなった辺りに視線を向けてみると、そこでは森鬼コンビが動きの激しいダンスをしながら歌を熱唱していた。

　一瞬目の錯さっ覚かくかと思ったが、瞬きしてもその光景は変わらない。これは現実だ。

　いつからアーティストになった、お前らは。

　……しかも結構、完成度高いな。密かに練習してたのか？

　うん、周囲も良い感じに盛り上がっているし、良いじゃないか。

「なかなか様になってるね。あの子達」

　先ほどから僕の隣で飲んでいる識に同意を求める。

「若様、大分お飲みになっているようで」

「識。それとなく巴と澪に話してみたけど、二人とも機嫌は良くなったみたいだよ。多分当面は大丈夫だから、安心してもいいかもよ」

　後半ちょっと自信が揺らいで断言できなかったけど、決して酒の勢いで二人の機嫌を楽観視したわけじゃないさ。

「それは、お気遣いありがとうございます」

「そういえば、今夜は識の鍋は出してないんだねえ」

「エマと澪殿を筆頭に、皆朝から気合を入れて準備していた様子でしたので。私は今回料理に手を出すのはやめておきました」

「うんうん、そういうときに出しゃばらないのは賢明だ」

「ただ、近々澪殿と港町でも回って食材を求めようと話をしていますから、そのうち私も新作の味見をお願いすると思います」

「楽しみにしてるよ」

　港町か。この辺りだとツィーゲの北にコランって街があったか。

　亜空に海はないもんな……まだ。

「後ほど学生達への講義について少し話を、と思っていましたが、これは後日にしましょう」

　そんなに出来上がってるように見えるかな。自分ではまだ酔ってないつもりだけど。

「構わないよ。当面は街の復興優先だから、急ぐ内容でもないけどさ。それより、識も日本酒飲んで、日本酒」

　僕が日本酒を勧めると、識は何故か苦笑した。

　あ、苦手だったかな。

「頂きましたが、これは相当きつい部類のお酒かと。巴殿がしているように、小さな器で少しずつ、ゆっくり楽しむのが私には向いているようです」

　識は、ジョッキになみなみと注がれた日本酒をビールのように豪快に飲み干すオークの戦士の一団を見て、肩を竦めた。

　いや、あれをやれって言ったわけじゃないよ。

「……分かった。じゃあさ、とりあえずこれ。口当たりが軽いから、結構いけちゃうもんだよ」

　識のジョッキに七割ほど注ぐ。

　笑みを浮かべながらも、半分諦め顔で受け取った識と軽く乾杯した。

「ちあーず！」

「……いただきます」

　その後も夜が更け、空が白しらむまで宴会は続いた。




〝宴会は朝までです組〟が残り、〝明日から頑張るぞ組〟がぼちぼち帰りはじめてからしばらく経った頃、僕達も退席して屋敷に戻ってきていた。

　オールをしても働けるとは思うけど、講師としては朝からちゃんと顔を出さないとまずいからと、識に説得されて早めに切り上げたんだ。

　部屋にいるのは巴、澪、識、それに僕の四人だけ。

　皆宴会の余韻に浸りながらくつろいでいる。

「それにしても、日本酒は良い出来でした。更に改良するので、期待してくだされよ、若」

　巴は日本酒の出来に大いに満足しているようだ。

「うん、頑張ってね。これからは寒くなるし、熱あつ燗かんなんてのも良いんじゃない？」

「熱燗！　そうか、それを忘れておりました」

　などと、日本酒の──いや、宴の感想なんかを語り合う。

「あ、そうだ。澪、さっき言ってたお願い、もう決まってるの？」

　識の隣で妙にニコニコしている澪を見て尋ねてみた。

　そう、お願いを聞かないとね。

　なんでもどんと来なさい、ですよ。

「は、はい。決まっております！」

「じゃあ教えて。僕に何をしてほしいの？」

　聞いた瞬間、何故か澪の顔が急に笑顔から真剣な表情に変わったのを怪け訝げんに思いながら、続きを促す。

「では、申し上げます」

「うん」

「私に、と、伽とぎをさせてください！」

「とぎ？」

　とぎ。

　都議じゃないな。

　伽か。つまり、四十八手なアレか。

　ふうん、予想外だったなあ……。料理とか旅行とか、そういうのを想像してた。

「はい！　今夜、私と……」

　澪は僅かに頬を赤らめて、途中で少し言い淀よどんだ。

「ほう……」

「やはり……」

　巴と識はある程度予想していたのか、短く言葉を発しただけだった。

「だ、駄だ目めでしょうか？」

　まじまじと瞳を覗き込む僕を、彼女はじっと見返してくる。

　なんか可愛い。

「……そっか。伽かあ」

　自分でも意味を理解した上で、言葉にする。

　初めては好きな女性とが良い、なんて考えてたけど。

　異性として愛しているかはともかく、澪の事は嫌いじゃない。

　好きか嫌いの二択なら、間違いなく好きだ。

　随分頼らせてもらってきたしなあ……。

　経験のない僕が彼女をリード出来るかどうかは置いといて……。

「あの、若様？」

「……」

「……」

　従者の三人ともが、どこか緊張した様子で僕を見ていた。

　彼らは本当に良くやってくれている。

　澪はいつも僕の我わが儘ままを嫌な顔一つ見せずに聞いてくれる。僕なんかには勿もっ体たいないくらいに尽くしてくれている。

　その彼女が僕を求めてくれるというなら。

　そのお礼で喜んでくれるなら……。

「……っ」

　何故かその瞬間、澪が息を呑んだ。

　うん、分かった。僕に出来る事なら、澪の望みを叶えてあげたい。

「ん、分かっ──」

「ああああ、間違え、間違えました!!」

　僕が言いかけた承諾の言葉を遮さえぎって、澪が急に大声を上げた。

「ふぇ？」

　あまりに予想外で、思わず間の抜けた声が出てしまった。

「伽、ではありませんでしたわ」

「へ？」

「トギ違いです。美味しいお米の研とぎ方を教えて頂きたくて」

「え、でもさっき今夜って……」

「明日の！　朝ごはんで味を確かめたったんです！」

　澪？

　あれ、でも確かに伽をさせてくれって言われたような……。

　あれ？　酔ってるか、僕。

「ぶふっ！」

「……くっ」

　巴と識が堪こらえきれないという風に噴き出した。

　なんだ？

　うーん、そんなに酔ってるつもりはないのに、なんか変な勘違いしちゃってたかな？

「巴さん、識！　少し黙っていてくださいな！」

　珍しく羞しゅう恥ちで顔を赤くした澪が、笑いを噛み殺している二人に怒鳴った。
















「す、すまん。ぶふっ、くく、あははは！」

「申し訳……くっ、ふふ……」

　巴と識は大笑いをなんとか我慢している感じだ。我慢し切れてはいないけどね。

　何がそこまで面白かったのか？

「……二人とも、後で覚えておきなさい。……若様、その、教えていただけますか？」

　前半は般はん若にゃの形ぎょう相そう。後半はしおらしい態度の澪の言葉。

「あ、うん。でも今日は少し酔っ払ってるみたいだから、明日でも良いかな？」

「……はい。もちろんですわ」

「この前基本的な事は教えたから、もう澪の方が上手かもしれないけど、本当にそれでいいの？　一緒にやるだけになっちゃうかも」

「あ、若。でしたら儂もこの機会に刀の手入れなど……そう、研ぎ方などご教示頂けませんかな」

　巴が何やら便乗してくる。ついででもなんでもないし、そんなの前に僕が知っている程度の簡単な奴を教えただろうに。

「今更お前に刀の研ぎ方？」

「と、巴さん……貴女あなたという人は！」

　澪は今にも掴みかかりそうな勢いで声を荒らげた。

「おや、そうでしたか？　儂がボケておったかもしれません。いや、失敬失敬」

　巴はどこか白々しく頭を掻いてみせる。

「……二人とも、後からと言いましたけど、撤回します。今すぐ表に出なさい」

　澪が殺気立ってる。

　二人ともなんだ。識はただ笑っただけなのに。

「あー、明日もあるんだから、今日はもう皆休んだ方が良いと思うよ」

　正直、事態をあまり呑み込めていないけど、一応宥めてみた。

「あ、はい！　若様はどうぞお休みくださいませ」

　澪がにっこり微笑んで、お休みの挨拶をしてくれる。

　いや、僕だけじゃなくて皆も……。

「私どもは数日寝なくてもまったく問題ありませんから、安心してお休みください。明日の朝、必ず起こしに参ります」

　なんだろう、寝ろと言われている気がする。

　まあ、明日も学園都市なのは確かだ。僕としては、そろそろ寝ておいた方が良いのは間違いない。

　でも、どうしても伝えておきたい事があるんだよね。

　僕から皆への感謝の証として。

　一つのケジメみたいなものでもある。

「ならそうするけど。でも三人とも、ちょっと良いかな」

　思いつきなんかじゃないし、酒の勢いでもない。

「あのさ。三人とも戦ったり、亜空で働いてくれたり、店を見てくれたり、本当にありがとう。もし僕一人だったら、きっとどれも中途半端で、何一つ形になっていなかったかもしれない」

『……』

「巴と会ったから亜空なんて世界を知る事が出来た。皆を住まわせてあげる事も出来た。澪がいたから料理なんてものを思い出す事が出来たし、冒険者とも楽に付き合えるようになった。識がいてくれたから甘い考えの僕でも商会を運営し続けられた。本当に全部、三人がいてくれたから。僕はまだ僕のままで、この世界にいられるんだって思ってる」

『……』

　きっと一人なら。

　戦いのスイッチに慣れて、そのまんま世の中を斜めに見て、ロクでもない異世界生活を送っていたと思う。

「そのお礼……になるか分からないけど。三人に僕と同じ、深澄って苗字を贈りたい。嫌でなければ是非受け取ってくれないかな」

　僕が言葉を切った事で、部屋には束つかの間まの静寂が生まれた。

「……喜んで。ふっ、昼も申しましたが。若は時々ひどく人たらしになりますなあ」

　目を閉じて、口元を綻ばせた巴が、少し溜めた後で満面の笑みで頷いた。

「若様、不ふつ束つか者ものですが、よろしくお願いいたします。ありがたく頂戴しますわ」

　何か勘違いをしてそうな澪が、さっきまでの不穏な気配を完全に消し去って喜んでくれた。

「これほど嬉しい事はございません。今後一層、その名に恥じぬ働きをする事をお約束します」

　識は真っ直ぐに僕を見て、誓うように呟いた。

　良かった。

　なら僕もライドウ＝ミスミなんて名乗った方が良いんだろうか。いずれなんらかの形で王国の勇者、響先輩とは会う事になりそうだし。

　それも一つの切っ掛けになるのかもしれないな。

「断られなくてよかった。それじゃ、お休み」

　なんとなく三人と顔を合わせているのが気恥ずかしくなって、僕は逃げるように部屋を後にした。





◇◆◇◆◇






　亜空郊外。

　激しい戦闘があった事を示す数々の破壊の痕跡を残す平原に、白目をむいて完全にダウンした識が横たわっていた。

　そのすぐ横には、見事に叩き折られた大木があり、そこに巴と澪が腰掛けていた。

　時折痙けい攣れんする識には一応毛もう布ふが掛けられていたが、二人が彼を気にする様子はない。

「のう、澪。何故あのような苦しい言い訳なぞしおった？　あれではお前、笑うなという方が無茶であろうよ。あの様子なら、若はお前を受け入れてくれたろうに」

「ふん……まだ戦やり足りませんの、貴女。何が無茶なものですか。酷い茶ちゃ化かし方をしたくせに」

「念願叶かなって若と同どう衾きん出来る好機を、何故自ら捨てたのかと聞いておるんじゃがな。多少酒が入ってはいても、若は十分正気といえる状態じゃったし」

　二人は肩を並べ、夜空と地平線の交わる辺りに目を向けていた。

「……」

「儂から見てじゃが、若はここ数日で大分成長された。以前の若なら、リミア王都でそのまま復興を手て伝つだうなどという事も有り得たじゃろう。少なくとも儂らがケリュネオンを攻める事は決して起きなかったろうな」

「……」

「竜殺しに対しても毅き然ぜんと振る舞われたようじゃ。ここいらで女を知るのも悪くないと、儂は考えておるんじゃがな。無論儂でも構わんが、それがお前であったとて、この際順序など置いておいて応援してやるというのに」

「……ただ、義務とか感謝とかお礼だとか。そういうので若様と体を重ねる、抱いてもらうのは違うと思っただけです」

　ようやく、沈黙を破って澪が口を開いた。

「ほう？」

「私は！　……私が想うから、ではなくて。あの方に求められて体を重ねたいのだと気付いただけ。よくやったとか、ありがとうとか。それは何か違うと感じたんです」

　澪は、真の表情から、彼が考えている事を大体理解した。

　故に、真が伽の願いをそんな理由で了承する前に、自らその機会を放ほう棄きしたのだった。

「お前が欲しいと……若にそう言われたいわけか」

　巴は澪の方を向くでもなく、ただ頷いてそう言った。

　少し遅れて澪も頷く。

「お前も贅ぜい沢たくになったものよ。だが、それは難しいぞ？　若は儂らを家族だと思い始めておられる。それは下手へたな恋人よりも近く感じてくださっているとも取れるが、同時に男女の欲情とはかけ離れた方向にある愛情でもある」

「分かってますわ」

「良いのか？　報むくわれぬかもしれぬぞ？」

「それでもです。それでも変わらず私は真様に仕えたい、尽くしたい。今は、その想いに忠実に生きたいのです」

「そうか。まあ、若にしてもまだしばらくは女の味を知らずとも構わんじゃろう。最近は悪い虫も見かけんしな。儂が若に体を求められる事など、恐らくはお前よりも可能性が低いだろうから意味はないかもしれんが。せめて応援はしてやろう」

「他に好きな女がいるという事でもないのです。急がずとも、いつか、じっくり、こっそり、ゆっくりと……」

　振り向かせるのか。それとも実力行使も含むのか。

　澪のその辺りの心積もりは言葉にはならなかった。

「……じゃが、人の一生は短いからのう。数年もすれば結婚したい、一生添い遂げたいなどと思う恋人の一人や二人、出て来るかもしれんぞ？」

「私が認めるような女なら構いませんわ。もちろん私も同じ回数以上は愛していただきますし、家事は完全に出来て当たり前、料理については私以上である事が最低条件ですけれど」

「お前は……まったく、姑しゅうとよりも性質タチが悪い。これでは若の子を拝むのはまだまだ先になりそうじゃのう」

　古参の従者二人は、その後も夜を語り明かした。
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　変異体がロッツガルドに残した傷きず痕あとは大きい。

　死人も結構出たし、街も相当荒らされた。

　当然、住民の皆さんがすぐに元通りの生活に戻る事は出来ず、仮設住宅に住みながら復興に向けて働いている。

　エヴァとルリアのアーンスランド姉妹はこの事件で死んだという事にして、ケリュネオンに連れて行った。

　ケリュネオンにはこっちからも人を送っているから、二人の評判は僕の耳にも届く。

　今はまだ人は少ないけど、意外と弱音も吐かずに毎日頑張っているみたいだ。

　やる事は尽きない。

　あちらほど大変ではないかもしれないが、学園都市も今回それなりの傷を負った。

　……僕達からすると、変異体（笑）だったけど、街の人にとっては未み曾ぞ有うの事件という認識に近い。どこかから流れ始めた魔族の陰謀説によって、ヒューマンの間で魔族の評判は物凄く悪くなった。




　……そして、一年が過ぎた。ロッツガルドは立派に復興を遂げた。




　──とかで済めば楽なんだけど、僕もこの街に無関係じゃない。

　商人ギルドの打ち合わせ──見事に人が少なくなっていたけど──に出席して、しばらく臨時の店舗を出す事になったり、学園の常勤講師就任の要請を辞退したり、毎日毎日、明らかに僕の能力を超えた仕事をしている。

　これまではその日の仕事を指折り確認しても、両手で足りないなんて事はなかったのに。

「大体、他の国の偉い人に会うのは今必要な事か？」

　ついぼやいてしまう。

　あれがいる、これがいると毎晩の会議で次から次へと追加の物資が要求される。つまり僕の仕事も増えるわけだ。

　学園はすぐにでも講義を再開して通常の学園都市に戻ったとアピールしたいらしい。随分と無茶を言う。

　街を復興している最中なのに講義するとか、馬鹿じゃないのかと思う。

　これだけでも大変なんだ。

　それなのに、何故かまだロッツガルドに残っているリミアの王子とローレルの重鎮、それに神殿の偉い人達が、入れ替わり立ち替わりウチに呼び出しをかけてくる。

　まとめて黙れと言いたい気分に何度もなった。

　今日は大通りの復興に取り掛かったところ。

　あれから一週間ほど経って、目につく場所はそれなりに元通りになってきている。

　ウチの店は、まだ再建の目め処ども立ってない。

　とはいえ、今は仮設住宅の傍に設置した臨時店舗が主になって動いているから、急いで元の店を再建しても、お客さんにはかえって迷惑になりそうだと思って後回しにした。




「先生、これのどこが講義なんすか！」

「こんなのは僕達がやる仕事じゃないと思いますぅ……」

　ロッツガルドで僕の授業を受けている男子生徒、ジンとイズモが喚わめいている。

「シフとユーノは商人ギルドでぬくぬくと仕事しているのに、こんなの差別ですよー!!」

　同じく、女子生徒のアベリアが不平をこぼす。

　今日は確かに少し風が強くて寒いかもしれない。

　僕の講義を受けている生徒の皆が皆、〝講義〟の内容に不満みたいだ。

　ここにいるのはツィーゲの有力商人、レンブラントさんの娘さん二人──シフとユーノを除く僕の生徒達全員。

　何を血迷ったのか、このお馬鹿達は僕が学園に顔を出した後すぐに講義の再開予定日を聞いてきた。

　当然、無期延長で学園都市が落ち着いてからだと伝えたんだけど、なんと、そんな事は構わないから学園が再開したらすぐに講義を受けたいと言いやがりました。それはもうやる気満々で。

　こっちは人と会うスケジュールが過密状態だし、商人稼か業ぎょうもそれ以上にぎっちぎちで、それどころじゃ──いや、まだ街の至るところが破壊されたままで、家どころか大切な人を失って悲しんでいる人も多いと言うのに。

　喉のど元もと過ぎれば熱さ忘れる、が早すぎじゃなかろうか。

　よって、基礎能力底上げの名目で半壊した建造物などの解体と、一部の土木作業を終日やらせる事にした。

　参加は実質強制。

　学園側と各種ギルドの間で、都市復旧のために人員を出すように話し合いは済ませてある。

　魔術を使うか使わないかで復旧速度にかなりの差が出る。

　なので、魔術を扱える者の作業への参加は結構重要だ。

　何故か事前に内容を知ったレンブラントさんが手を回して、シフとユーノについては別口の仕事に従事させるとかで逃げられてしまったけど。マジで見事すぎる手て際ぎわだった。

　ま、あの二人もお父さんの仕事を近くで見て勉強する良い機会だと思うから、彼女らについては強制連行しなかった。

「その程度で泣き言を言うようだから、変異体相手にパニックになるんだ。武器が泣くぞ、お前ら」

「……ライドウ先生、直接話すようになってから、ふと思ったんですけど」

「なんだ、ジン」

　僕の言葉が引っかかったのか、ジンが言葉を返してきた。

「やっぱり俺達と同じくらいの年齢なんですね。というか、微妙に年下にも感じるんですけど」

「……話すと台無しだって言ってるのか？」

「筆談の方が威厳があった……って、そうじゃなくて。どうせなら先生も一緒に作業に参加した方が早く終わるんじゃないかと思いまして。若いんですし」

「現場の責任者なんて面倒な事やらされてなければ考えてもいいけど。まあお前らが予定より進まないなら、僕が帳ちょう尻じりをあわせる事になるだろうな」

「という事は、つまりノルマは実質ないんですか、これ!?」

　アベリアがジンと僕との会話に割り込んでくる。

　彼女は同世代の女の子とはいえ、見下ろされながら睨まれるのは迫力があるな。つい後ずさりしたくなるよ。

「……そんなわけないだろう。僕がこの現場でお前らの尻しり拭ぬぐいをするようなら、連帯責任で全員ペナルティだよ」

『ぺ、ぺなるてぃ……？』

「ミスティオリザードのユースリー君との模擬戦、いや、今度はアオトカゲ君とツヴァイさんもセットで追加するか」

『無理無理無理!!』

　全員のリアクションが重なって、見事にハモった。

　凄いシンクロだな。

　ちなみに、ユースリー君というのは三人目のミスティオリザードだ。

　幸い、というか彼にとっては残念な事に、今回の騒動ではあまり活躍の機会がなかったんだけど、ジン達が講義講義と状況を弁えない事ばかり言ったので、先日、護衛をやってもらっていた彼に出てきてもらって模擬戦をセッティングした。

　ジン達は各々僕があげた武器を手にしていたが、対するユースリー君は武器なし。肘ひじ当てや肩当てなど、体の動きを邪魔しない軽い防具だけを身につけた状態での試合だった。

　そう、ユースリー君は、ここでは世にも珍しい無む手ての格闘家。

　元々素手の方が戦いやすいという人だったらしいんだけど、僕の記憶にあった格闘術のいくつかを気に入って、ひたすら鍛錬に励んでいる変わり者だ。

　それまで申し訳程度に使っていた短剣は腰の飾り花と化し、今や亜空グラップラーのパイオニアになっている。

　ちなみに、アオトカゲ君が技、ツヴァイさんが力とすると、ユースリー君は力と技を併せ持つ。

　つまり強い。

　本気度合にもよるけど、今回僕は「手加減少なめ」と注文をつけたから、ジン達は地獄の使者の如き強さに感じたんじゃないだろうか。

　まるでボウリングのピンがストライクで蹴け散ちらされるかのように、ジン達はユースリー君に叩きのめされた。

　武器はもれなく破壊され、殴られ蹴られ投げられ極きめられのフルコース。もちろん、武器は後できちんとエルドワに直してもらって元通りだけど、ジン達の怯え方を見ると、それなりのトラウマになってしまったようだ。

　ユースリー君が気功弾的なものを出した時は、正直僕も驚いたよ。間合いさえ取れば少しは考える時間が作れると思ったジン達の心を、あれで完全にへし折ったと思う。彼、気功とかも感覚で何かわかりますとか言ってたもんな。とんでもないわ。

「……なら真面目にやれ。大体、こういう時に街の復興に尽力してみせれば、学園にとってもお前らにとってもプラスだらけだと思うんだけどね、僕は」

「……街の連中なんて、俺達に寄生して儲もうけようって集まってる連中も多いのに。ライドウ先生の方が余程変わってますよ」

「はっきり言うが、今は講義よりも街を元通りにする事の方が僕にとって大事だ。なんなら僕の講義はしばらく休みにするけど？　生徒も改めて募集するから一旦閉めても良いか？」

　ちょっと冷たく突き放してみると、ジンは露骨に慌てだした。

「その言い方……。じょ、常勤講師になるのを蹴ったって話、もしかして本当だったんですか!?　一生安あん泰たいの選ばれし者のコースを!?」

「ああ、その場で蹴ったぞ。別に講師で一生食べていく気はないし」

「しかも即答!?　とことん常識が通じない人だ！　やります、真面目に働きますよお！　再募集とか勘弁してください、今やられたら倍率凄い事になりそうですから！　まったく、余計な事言うんじゃなかった……」

「最初からそう言っとけばいい。後輩が出来ても、それじゃあすぐに追い抜かれるぞ、お前ら」

　僕の言葉を聞いたジン達は、何故か文句を言う事もなくなって、気合の入った仕事振りを見せた。

　実際、再募集は冗談だけど、落ち着いたら追加募集はかけないとなあ。ここんとこ事務局の人達の目が据わってて怖いんだ。

　ジン達の講義も先に進めないといけないだろうし……。

　ただ、リミアで覚えた違和感通りなら、現状でもジン達って、そこらの兵士や騎士なんかよりよっぽど強いのかもしれない。

　どこまで鍛えれば良いのか、少し考えないとな。

　エリート志望だと思っていたから、ツィーゲの冒険者レベルを基準にして、それぞれ自分の専門に特化した実力を追加で伸ばしていこうという僕の考えは間違いだったのかもしれない。

　騎士団より強い学生を作っても冗談にもならないし。

　荒野に出られるくらいをゴールにする事も考え直すか。

　ま、それよりも今は目の前の仕事を一つずつ終わらせないと。

　識は今日ローレルの彩律さんのところだし、澪は亜空、巴は周辺都市への物資運搬の手伝いに行っているから……はぁ、結局また夜に打ち合わせか。

　宴会の夜が既に懐かしい。
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　やっと午前中の作業が一区切りした。

　生徒も作業者も、皆昼の休憩で思い思いに散らばっている。

　僕はといえば、一度現場を離れて、これからしばらくは人と会う時間だ。

　当面の復旧作業の指示は出してあるから、何時間かは戻らなくても大丈夫。

　もちろん、何か不測の事態があったらその限りじゃないけど。

　僕は瓦礫の山と化したクズノハ商会の跡を通り過ぎ、最初の人に会うべく、大通りを外れてしばらく進んだ。

「ああ、すまないねライドウ先生。わざわざ来てもらって」

　そう僕に声をかけてきたちょっとセクシーな雰囲気のお姉さんは、娼館で出会ったエステルさん。

　まだ割れた酒さか瓶びんや壊れたテーブルの残骸で散らかっている、薄暗い店内の隅のソファーに案内された。

「それ、やめてくださいよ。エステルさんの方が年上なんですし、僕は貴女の教師じゃないんですからライドウと呼び捨てにしてもらって良いのに」

「歳の事は──って、悪わる気ぎがないのが厄介だね、先生は。でも恩人を呼び捨てにしろってのは、ちょっと無理ってもんさ。ウチのボスはまだ来てないんだけど、少し中で待っててもらってもいいかい？」

「ええ、分かりました」

「しっかし、驚いたよ。いきなり〝話せるようになりました〟だからねえ。筆談の印象よりも少し若く感じるねえ、やっぱり」

　エステルさんは、普通にヒューマンの言葉を話している僕を珍しそうに見る。

　というのも、僕はついこの前までヒューマンの言葉を話せなかったせいで、筆談でやり取りをしていたからだ。

　ジンにも言われたけど、実際に会話した方が若く感じるのは、褒ほめられているのか失望されているのか、判断がつかない。

　普通に口語を筆記していただけなのに、受ける印象は違うらしい。

　彼女とはこの近くの娼館に現れた変異体から助けた縁で知り合った。それにしても、まさか本当にこの人の上司に会う事になるなんてなあ。ボスに紹介するだなんて、リップサービスか何かだと思っていたんだけど。

　ただ、そのボスって人はきっと裏社会の人だろうから、ある程度距離は取っておかないとまずいかもしれない。

「そういえば、この辺りは比較的被害も少ないようですけど、営業はいつ頃から再開する予定ですか？」

　周囲を見てみた感じ、これなら建物を解体しなくても、修しゅう繕ぜんだけでなんとかなりそうに思える。

　あとは表の通りさえ修復が済めば、ここの人達は意外と早く元の生活に戻れるんじゃないだろうか。

「……なんといっても水商売だからね。人が戻って景気が戻って、街が元気にならない事にはねえ。箱と女が無事だからって、すぐにいらっしゃい、とはいかないね」

　そう言って、彼女は小さく溜息を吐いた。

「復興を目当てに集まる作業者に需要はあるでしょう？」

「ふふふ。まあ、需要はね。けど街の人の目ってものがある。必要とされているから堂々と、なんてのは水物商売じゃ通らないよ。景気、贔屓ひいき、人気、とかく人に左右される商売だからねえ」

　そういうものなのか。

　ただ需要があるから提供する、じゃ駄目な事もあるんだな。

　だったら……いや、余計な事を言って呆れられるのもなんだからやめておこう。

　彼女からは優しげというか、子供を見守るような目で見られている気がするし。ちょっと切ない。

「……」

　僕が返事を迷っていると、表から人の足音が聞こえてきた。

「ん、ボスが来たみたい。それじゃ、すぐに連れてくるわ。なに、今日は顔合わせで礼を言われるだけだと思うよ。強面こわもてだけど情に厚いところもある人だからね。ふふ、あとは会ってのお楽しみだね」

　強面か。

　それだけで苦手だな。

　ああ、イオの顔でも想像しておけば、いくら強面でもヒューマンなら恐くないって思えるかも。

　迫力ある巨人の顔を脳裏に浮かべる。

　でも、同じヒューマンだっていうなら、商人ギルドのザラさんの顔を想像した方が良いか。

　あの人から受けたトラウマを思い出すと、大体の事は大丈夫な気がする。

「待たせたようで、すまない。エステルと娼館の娘達が大変世話になったらしいな……ん!?　ライドウ!?」

「……ザラ、代表？」

　僕が想像した顔の実物が正面の扉から現れた。

　え、ご本人？

「エステル、これはどういう事だ？」

　ザラ代表の方も若干動揺した様子で、エステルさんを問い質ただす。

「あら、あらら。既にご存知でした？　どういう事も何も、彼が私達の命の恩人で、名前はライドウ。小さな商会をやっている商人ですが」

「……お前、ライドウが商人だと知っていて俺に会わせたのか!?」

「それはもう。まだ駆け出しとの事でしたけど、有望な方だと思ったので。恩返しも兼ねてボスに目をかけてもらえたらと」

　エステルさんは飄ひょう々ひょうとした態度で答えているけど、これが演技なのか素すなのかは分からない。

「そうではなくてだな!?」

「落ち着いてください、ボス。誓って他意はありませんよ？　なんだかもうお知り合いみたいな感じですけど……私、余計な事を？」

「ああ、いや。そうか、お前らを助けた恩人はライドウだったか」

　ザラさんは溜息を一つ。

　僕も正直、思いっきり溜息をつきたい。

　心の準備も出来てないのに出てくるのは勘弁して欲しいよ。

　少し間をおいて、ザラさんは僕に向き直って、深く頭を下げた。

「ライドウ、本当にありがとう。感謝している」

「ちょ、代表。僕はそれほどの事をしたわけではありませんので！」

「いや。エステルほか女達の命を数多く救ってくれたんだ。礼をするのは当然の事だ」

　苦手な人に頭を下げられるのって、なんて居い心地ごこちが悪いんだ。

「ザ、ザラ代表って、こういう風俗関係の店も持たれていたんですね。驚きました」

　話題を切り替えてしまいたい一心で、思いついた事を口にする。

「……ああ。この街の女と博打ばくちは俺が頭で仕切っている。街でそういう事をしている他の連中を徹底的に潰したからな。本来はこうなる予定じゃなかったんだが……。まあこれも事情があっての事だ」

　商人ギルドの頭で、裏側も頭か。

　今日やる事が多いなんて僕が言ってるのとは、比較にならないレベルの忙しさなんだろうな。

　こうなる予定じゃなかったというのに、こなしているのが凄いわ。

「そうですか。僕はその、偶然エステルさん達の悲鳴を聞いて駆けつけただけですから、特に恩を着せようとか、そういう思惑はその、ないですし」

　上手く言えないが、何か見返りを求めるためでない事は伝えておきたかった。

「……ふぅ、相変わらず突っ込みどころが多い奴だよ、お前は。だというのに、クズノハ商会は凶悪なまでに名を広めつつある。レンブラントの言葉をそのまま受け入れるわけじゃないが、確かにお前は普通の商人じゃない」

　一瞬厳しい顔をしたものの、ザラさんは呆れたように息を吐き、そして話し始めた。

「お前を陥おとしいれたい輩も大分死んだし、リミアの第二王子とローレルの中ちゅう宮ぐうからは直接便べん宜ぎをはかるように〝お願い〟という体ていの命令を受けた。神殿からも〝下手に刺激するな〟だ。冗談じゃなく、変異体騒動で一番得をしたのはお前というわけだな、ライドウ」

「は、はあ」

　むしろその関係で面倒事の増加が止まらないんですけどね。

　ちなみにローレルの中宮とは彩律さんの事だ。

　中宮っていうから天皇陛下の奥さんの事かと思ったら、あの国の巫女の周りを取り仕切る一番偉い人の役職名だった。

　彩律さんはあまり知られた役職名ではないと言っていたけど、仮にも四大国の重職の名前なら結構知られているんじゃないかと思う。

　……僕は知りませんでしたが。

「商人ギルドとしても、物資の転移で無理をさせた借りがある。元々薬屋なんぞそれほど数があるわけでもない。一応、再開しようとする奴には別の商売を勧めている」

「え、僕は別にそんな事を」

　薬は独占してもいいよって言われてる気がする言葉だ。

「馬鹿。別にお前のためだけじゃない。お前らがあの品質と値段を維持する限り、薬全般において、この街でクズノハ商会と競争出来る店が実質的にないだけだ。今夜の会合で話す予定だったが、そういうわけだ、少しずつでも構わないから薬の販売量を増やす方向で検討してくれ。支店を作るというのでもいい」

「支店……」

　人が足りなくなるから難しいな。

「識さんとも話しているが、学園とのパイプ役もある程度継続してくれると助かる。現状、街の復興がハイペースで進んでいるのは、魔術を惜しまずに使う事が出来ているからだ。このまま元通りになるまで続けたいんでな」

　んん？　なんで識はさん付けで僕は呼び捨てなのだろうか。

　もしかして識が保護者だと思われている!?

　……実際、そういう部分も少なくないから、否定は出来ないな。

「当面、学園にもお願いは続けるつもりです。巴を通じて周辺都市への物資の運搬も」

「巴……竜騎士以上に竜を手て懐なずけている女だったか。お前の未熟なやり口には正直色々言いたい事もある。が、その規格外な手の数々には、脱帽するしかないな。ローレルの虎の子を馬車代わりに使うんだからなあ。手札の底が知れんよ」

「竜騎士の皆さんのお力あっての事かと」

「……どこが。一度見に行ったが、あれはもう飾りだぞ。あの女の指示で飛竜が軍隊のように動いて、恐ろしくさえあった」

「あ、ははは」

「この分なら、見かけだけなら一ひと月つきもあればロッツガルドは元の街並に戻るだろう。ギルドの長としても、諸々娼婦の元締めとしても、改めて礼を言う。ありがとう、ライドウ」

　ザラさんだけじゃなく、エステルさんも彼にならって僕に深々と頭を下げた。

　慣れないなあ、代表に頭を下げられるのは。

「こちらこそ、その……今後も至らないところがあればご指導ください、ザラ代表」

「レンブラントに怒られん程度にな。……そういえば、娼婦の恩人への礼代わりに、この通りの店が再開した時には顔パスにしてやろうかと思っているんだが、どうするライドウ？」

　……顔を上げた彼の表情はころりと変わっていた。

　あ、なんかすごく嫌な顔をしてる。

「どうすると言われても。僕はまだ半人前ですし、あまりそういった遊びはしませんので」

「その曖あい昧まいな返事も、目に見えるお前の欠点の一つだ。ま、良いように取らせてもらう。ならクズノハ商会はこれから娼館フリーパスだ。好きに使ってくれ。それと、日用品はお前の店で買うよう、娼館の女達に指示しておこう。それが今回の礼と、俺が元締めをやっている事への口止め料だ。よろしく頼む。それじゃあ、時間を取らせて悪かったな。お互い忙しい身だが、夜の集まりには極力出席する事。忘れるなよ、ライドウ」

　一方的に話して回れ右をすると、ザラ代表はそのまま店を出ていってしまった。

　僕が断らないだろうって、読まれているんだよな、これって。

　……いや、別にバラしてなんの得があるとも思えないし、やるつもりもないけどさ。

　威圧感がなくても、あの人はどうも苦手だ。なんとなくそう思った。

　ええっと、次はリミアの王子だったな。

　学園の会議室で会う約束だった。
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　リミア王国の王子様……いや、正確には王女様か。

　確か名前はヨシュア様。

　正直、まだロッツガルドにいたんだなって思った。

　呼ばれた時の心境は、まさにそれ。

　用件は多分彼女の性別についての事なんだろうけど、僕が真っ先にやるべき事は理解している。

　ごめんなさい、って言う。

　以上。

　これだけ分かりやすい対応はない。

　国とか商会とかに関わる話になりそうなら、即答出来ませんので後日改めてって事にすれば良いんだし。

　こういう仕事で使える便利な台詞は、率先して覚えている最中だったりする。

　そんな事を考えながら、約束の会議室の扉をノックした。

「どうぞ」

　返答は早かった。

　確かにヨシュア様の声だ。

　ま、大国の王子ともあろうお方が、他国の施設を使って罠を仕掛けるなんて事もないよな。

　あまり気にしすぎても仕方ないか。

「お久しぶりです、ヨシュア様。本日はお招きいただいて光栄です」

　部屋に入るなり、下しも々じもの者っぽい挨拶をしてみる。

　ちなみに、王子の格好はこれまでと同じ男物の礼装風の服装だ。ドレス姿で不意を突かれるなんて事はなかった。

　予定通りごめんなさいから入って、先日の失礼──つまり、胸を触ってしまった件──については許してもらいたい。

「すみませんでした！」

　……。

　違うだろ。ごめんなさいのタイミング、めっちゃやらかしたよ！

　まだ言葉が不自由だと思われたかも……いかんなあ。

「は？　ああ、話せるようになったとは聞いていましたが、随分流りゅう暢ちょうに会話が出来るようになっているんですね。こちらこそ、呼び出しに応じてもらえて感謝しています、ライドウ殿」

　王子は以前と変わらない丁寧な口調で応対してくれた。

「ど、どうも……」

　言葉については、会う人会う人に言われるので少し辟へき易えきしてきている。

　王族への挨拶の仕方や社交辞令なんて分からないので、気を取り直して多少の無礼を承知で、いきなり用件を聞いてしまう事にした。

　……忙しいから、ささっと済ませたいって気持ちも少しだけある。

「それで、私にご用とは？」

「……そう、ですね。なら早速本題に入りましょうか」

「お願いします」

「まずは、先日貴方が知った私の、その……」

　ヨシュア様は言いにくそうに言葉を詰まらせる。

　やっぱり、あの事だよなあ。

「ヨシュア様が女性……だという事ですか？」

「……ええ。このような格好を見ても察していただけると思いますが、この事実はリミア王国内部でもごく一部にしか知られていないのです。他国には一切漏れていないはずです」

「……はい」

　はず、ね。

　魔族や帝国については、少し漏ろう洩えいしている可能性があると感じているんだろうか。

　あ、そういえば、この部屋の盗聴は大丈夫なのかな。

　まあ、ヨシュア様が結構重大な発言をさらっとしている事を考えると、きっと対策済みなんだろうな。

　僕にとってまずい話をしているわけじゃないから、そこまで気にする事でもないか。

「貴方が私を助けようとした結果の事故である事はもちろん理解しています。ですが、この件については……他言無用でお願いしたいのです」

　お願い。

　ザラさんが皮肉まじりに話していたけど、お互いの立場を考えると、確かにこういう〝お願い〟って命令に近い。

　少なくとも、お願いされる方はそう感じる。

　ま、リミア王国の方針なのかもしれないけど、この人はクズノハ商会の活動を後押ししようと動いてくれたみたいだし、僕としても、王子の実際の性別云うん々ぬんを安易に言うべきかどうかくらいの判断は出来る。

「分かりました」

「……は？」

　僕の答えが聞こえなかったわけではないだろうが、ヨシュア様はどこか呆気にとられたような表情で聞き返した。

「え、あの。分かりました。他言はしません」

「ええっと。貴方は私の秘密を知ったのですが……」

　何も要求してこないの？　とでも言いたげな顔だ。

　話を進めるにつれて、強こわ張ばっていたヨシュア様の表情が徐々に弛し緩かんしてきた。

「他言は、致しません」

　もう一度はっきりと言ってあげる。

　むしろ聞きたい。

　大国の王子の秘密を知って、どうしろと言うのか。

　たとえば、脅おどす？

　間違いなく面倒事になるよね。

　仲良くしてもらう？

　そもそも身分も違うし、一方的に秘密を知っているっていう関係も全く対等じゃないのに？

　友人になる図すら浮かびません。

　それに……リミアは響先輩がいる国だ。

　そこの王子と無駄に揉もめたくはない。

「……申し訳ありませんが、その……言葉だけでは信用が出来ません。むしろ不安です」

「と言われましても」

「何か望む事はありませんか？　私に出来る事なら尽力しますが」

　タダよりも高いものはない、って考えか。

「今のところ特にないです。それよりも急いで国に戻られて、御国の復興に力を尽くされてはいかがか、とは思いますが」

「……返す言葉もありませんね。確かに、今私がすべき事の一つです」

　大体、王が帰国したのに王子がまだロッツガルドにいる事が不思議なんだ。

「では、そうなさってください」

　実際、祖国が気掛かりでならないって顔を時折見せるし。

「ですが同時に、貴方の調査および交渉も、私のすべき仕事だと感じています」

　困ったように眉をひそめながらも笑顔を作るヨシュア様。

　最初に「まずは」と切り出したのは、後で僕との交渉もするつもりだったからなのか。

　でも、今はどこかと大きな取引をしたり、要請に従ったりする気はないんだよな。

　ロッツガルドもこんなだし、亜空もバタバタしてるから。

「現状特に問題ない、とでも報告してもらえると助かります。当面はロッツガルドの復興に忙しい身ですし、調査されたならご存知かもしれませんが、私どもにどこか特定の国にだけ協力するといった思想はありませんよ」

「……そのようですね。他国も貴方がたを抱きこむ手を考えているみたいですが、あまり成果は出ていないとか」

「ええ。そして、今後も成果などあまり期待されない方がよろしいかと」

　多分、どこかの国の専属になる事はないだろう。それどころか、ヒューマンだけの味方でいるかどうかも怪しいから。

　……流石に言わないけど。

「……今貴方が言った通りの事を報告しろと、そういう事ですか。ふむ……」

「無理強じいをするつもりはありません。敢あえて何かを望むなら、です。殿下のお立場なら私などに構っているよりも、一刻も早く帰国されるべきかと思いますので、申し上げたまでの事です」

　僕がネックで帰れないのなら、これで戻れるって事だろう。

「そう受け取っておきましょう。しかし、交渉は無駄と釘を刺されてしまいましたね」

「申し訳ありません。学園と商人ギルド、それに最近は冒険者ギルドのファルス殿に神殿からのお客様と、とても新たな案件を受け入れる余裕などないもので」

「……神殿だけなら、私の顔もそれなりにききます。微力ですが、控えるよう伝えましょう」

「助かります」

　本当に。それが見返りでいいです。

　話し合いだけで実務が進まないのって、凄くストレスなんだよね。

「忙しいところ、手間を取らせました。もう私からは……いえ、ライドウ殿。最後に一つだけよろしいですか？」

「どうぞ」

「私を、どう思いますか？」

　曖昧な質問だな、おい。

　どう思うかって……。

　男装している事を？

　それとも、女性としての印象？

　国に戻らないで僕との交渉役に残されている現状？

　どれに答えれば良いのか、判断が難しい。

「どう思うか、ですか。質問の答えになるかは分かりませんが、大変だろうなと思ってます」

「大変、ですか」

「はい。そのお姿でいるのも、王族である事も、私のような変わった若造とこんな話をしなくてはならない事も含めて。大変なお立場なのだろうなと感じました」

「……ふふ。失礼、立場ですか。貴方は随分と変わった考え方をするのですね」

　意外な答えを言ってしまったかな。

　これが僕の率直な気持ちではあるんだけどね。

「では、失礼致します、ヨシュア王子」

　一応、女性である事には触れませんよという意味も込めて、王子、とつけて。

　頭を下げて、僕はヨシュア様と別れた。
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「おや、ライドウ殿じゃないか。こうして顔を合わせるのは久しぶりだね」

「……ファルス殿。ご多忙なようで」

　ヨシュア様と話を終え、数名の講師と打ち合わせをした後。

　学園を出ようと廊下を進んでいたところで、ルトに会った。

　ルトも口にした通り、学園で会うのは確かに珍しい。

　最近はあまり頻繁に会ってなかったってのもあるし。

　……そういえば、こいつには一つ貸しがあったな。

　ケリュネオンの存在を冒険者ギルドとして認めてもらう事で、返してもらうつもりでいるけれど。

「少しで良いんだけど、時間を取れるかな？」

　ルトの方から誘ってきた。

「少しでしたら」

「良かった。それじゃ、あっちの尖せん塔とうで。この時間は無人の場所があるから、そこに行こう」

「ええ」

　ルトの案内に従って、尖塔の上層にある人ひと気けのない部屋に着いた。

　へえ、結構眺めが良いんだな。

　半壊したロッツガルドの街が一望出来る。

「今回は悪かったね。まさか冒険者ソフィアがあそこで君の邪魔をするとは思わなかった。女神の干渉を見抜けなかった事といい、真君達にはただただ申し訳ないと思ってる」

「そのソフィアの目を通じて僕を覗いておいて、申し訳ない、ねえ？」

　よく言うもんだ。

　一応、その件でルトが僕に負い目を感じている節ふしはあったから、こうして人気がない場所に誘われてもほいほいとついてきた。

　まあ、万が一、それはそれ、これはこれというスタンスで襲ってきても、力ずくで外に放り出すくらいの事は出来そうだとも思っている。

　貞てい操そうは大事です。

「あ、あははは……実は高レベルの冒険者にはちょっとした安全弁として、僕もああいう事が出来るように──」

　ルトはいつものようにのらりくらりとはぐらかすが、どこか目が泳いでいる気がする。

「今日はいつになく簡単に分かる嘘を吐つくね、ルト。ソフィアにあんな芸当が出来たのは、冒険者どうこうじゃなくて、あいつが竜と……いや、お前と何かしらの深い関係があるヒューマンだからだろう？」

　そこに思い至ったから、僕はこいつの視線にも気付けたんだ。

　ルトにしては浅い嘘をついたな。

「……真君の方こそ、今日は随分鋭いね。ソフィアの秘密に気付いたの？」

「それが何かまでは知らないよ。でもお前に関係してるのは分かった。ただのヒューマンが突然変異を起こしたって、竜の力を取り込むなんて反則、出来るものじゃないと思ったしね」

「なるほど、ね」

「それに、お前への執しゅう着ちゃくが半端じゃなかった。……ソフィアにランサー、二人ともね。だから〝貸し〟だって言ったつもりだよ。うちの識なんて、かなりキツそうだったんだからな」

「仮にも上位竜が、君と契約したとはいえリッチ風ふ情ぜいに討たれるのが、そもそもおかしいんだけどね。確かに識君には色々教えたけど、それでもあの状態のランサーを彼が滅ぼせるとは思ってなかったよ」

　識自身も結構ギリギリだったってこぼしてたな。

　彼のためにも、そこはルトには言わないでおこう。

「識に伝えておくよ」

「よろしくお願いするね。とにかく、二人を片付けてくれて感謝してるよ」

　おいおい、この期に及んでまだ惚とぼけるつもりなのか、ルトは。

「片付けて？　……あのなあ。お前、まだ済んでないだろ？」

「……え？」

「僕はお前に、〝始末を譲る〟っていう貸しをした気でいるって事だよ」

「──っ！」

　ルトが息を呑む。

　さっきまで浮かべていた笑みは一瞬で影を潜め、どこか険けわしい顔つきに変わっている。

「やるのは明日、いや早ければ今夜ってとこだよな？　ったく、今日のお前はどうかしてるぞ？　僕なんかにあっさり見抜かれるような誤ご魔ま化かししかしないなんてさ」

「真、君。君は……」

「片付いたら、僕からそっちに今回の見返りをお願いしに行くから。しっかりしろよ、冒険者ギルドの長おさ殿」

「……」

　ルトはいつものふざけた様子も見せずに、ただ僕を見つめ返すのみ。

　なんていうか、僕はこいつにそこまで舐なめられているんだろうか。

　ルトは滅茶苦茶驚いているって感じだ。

　ソフィアと、この場合はランサーと他の上位竜も含んで、になるのかな。全員分の結末を僕はルトに委ゆだねた。

　それがこいつへの貸しだ。

　巴は少しだけ気にしていたけど、僕としてはその一部始終を覗く気はない。

　ただ明日か明後日、またルトに会ってケリュネオンの事を頼むだけ。

　それでいい。

「男子三日会わざれば、と言うけれど。今の君はまさにそれだねぇ……」

　ややあって、ようやくルトが口を開いた。

「そりゃどうも。じゃ、僕はそろそろ現場に戻るよ。事務室にも顔を出さないといけないし、これでも能力以上に忙しい身でね」

　どこか呆ほうけたルトを置いて、僕は塔を後にした。
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　強い雨が降っていた。

　ライドウとファルスが久しぶりに話をした日の夜。

　目的がなければ人も寄りつかない深い森の奥で、か細く、しかし必死さを感じさせる荒い呼吸を続ける人影があった。

　裸身に雨をシャワーのように受けるヒューマンの女性──ソフィア＝ブルガだった。

　月明かりも届かない森の中で、体からわずかに光を放つ彼女の所作は目立つ。

「ふぅぅ……ふぅぅ……」

　魔人ことライドウの一撃を受け、リミアの王城で敗北した彼女が横たわっているのは、王都ウルから少し距離がある名もない森の中である。

　彼女は生き延びていた。

「ライドウ、あの化け物……！」

　普段の彼女からは考えられないほど弱々しい動きで、手近にあった身の丈たけを超える岩に背を預ける。

　半ばで折れた刀だけを手にした彼女は、着替える事も出来ず、裸身を雨に打たれるままだ。

「御剣は今度こそ死んだし、ランサーの武器も根こそぎ破壊されて……夜纏の奥の手で死を免まぬがれた事までは気付いてないでしょうけど。なんなのよ、あの化物は……」

　ライドウへの悪態を吐き続けながら、彼女は自身の力を最速で回復させるべく集中を始めた。

　このあたりは流石に経験を積んだ冒険者だ。

　ルトという、ソフィアにとっての最終目標でもある存在の名前が出た事で、本来踏み込むべきではないところまでライドウとの戦闘を続けた彼女だったが、今はもう冷静さを取り戻しているようにも見える。

「癪しゃくだけど、あれを迂う回かいしてルトと戦う方法を見つけないと。とても相手に出来るものじゃないわ。さしあたっては……荒野で無敵の竜を狩るのが先決か。新たに得た物もないわけじゃないし、ね」

　手にした刀を見るソフィア。

「残念だが、それは叶わない」

　ソフィア以外に何者もいなかったはずの場所に、中性的な男性の声が響いた。

「!?」

　回復しきっていない体を無理やり機敏に動かし、ソフィアは岩を盾にするように、声のした方向から身を隠した。

　刀は放さず、反対の手には光で出来た実体のない剣が握られている。

　元は御剣の能力だ。

「ふむ。そこそこの動きではある。でも真君と戦った時と比べると、まるで亀だね」

「!!　あいつの仲間!?　どこ!?」

　大体の見当を付けながら、ソフィアは森の闇に意識を集中させる。

　真とは、憎き魔人ライドウの本名である。

　その名前をソフィアが忘れるわけがない。

　そしてそれを知る存在が自分の味方である可能性など、限りなく低いという事も理解している。

　長時間の戦闘はとても不可能な状態だが、それでも短期に集中すれば──と、ソフィアは己の取るべき手段を頭で構築していく。

「結局、ランサーは最後までお前に竜の知覚、感知を教えなかった。その程度の利用し合う関係にすぎなかったという事だろうね」

　闇の中から現れたのは、銀髪の青年。

　どこか皮肉めいた笑みを浮かべた、この場に似つかわしくない存在だった。

「魔人のお仲間って事でいいのかしらね？」

　ソフィアは岩陰に姿を隠したまま青年に尋ねる。

「お仲間……になりたいと思っているけど、してもらえない竜、かな」

「……竜？」

「とうの昔に見限りながらも、面白がって眺めていた存在のせいで彼に借りを作ってしまった間抜けでもある」

　そう言って、青年は自じ嘲ちょう気味に口元を歪めた。

「借り……お前まさか」

「真君よりも直感は鋭い……か。改めて、ルトだ。お前の探し求めた調和の上位竜」

「!!」

　ソフィアの目が驚愕で大きく見開く。

　全く予想外の出会い。

　そして、最悪の状況での接触だった。

「どうした？　裸だから出て来られないというような娘でもないだろう、お前は。最期に少し話をしてやろうと、こうやって出向いてやったんだよ？」

　最期──その言葉から後の展開を察するソフィア。

　ゆっくりと岩陰から姿を見せた。

「ルト、お前が!?　本物なの？」

「好きに考えれば良い。偽者に殺されたいか、本物に殺されたいか。お前の考えに任せるよ」

　その言葉の直後、一瞬で出現した八つの光剣がルトに襲いかかった。同時に紅い光が彼の足元の地面を溶かそうとする。

　だが、目を閉じ嘆息したルトが指を鳴らすと、どれもが散じて消えた。

「証明になったかい？」

「……」

　歯の根が合わない。奥歯の鳴る音がソフィアの耳に届く。

　本物だと目と肌で理解したからだ。

　このタイミングでの不意打ちをなんの造ぞう作さもなく凌がれた事で、彼女は相対する青年の実力を思い知った。

「昔の僕が抱いた野望の欠片。そんなものが思い出したように息をし始める。最初はまあ、見ていて楽しかったんだけどさ」

「……」

「人に混じった僕の血が、直接産んだ子供みたいに濃くなった先祖がえり。それに、気き紛まぐれで実験した二つの命の合成。どちらも僕が関係したものだ。それがまさか同じ時代に出会って手を組むとはねえ」

「私の事を、知っていたのね」

「当たり前だよ。僕は冒険者ギルドの長でもある。お前の事は登録した時から知っている。いつ自分の血の素す性じょうに気付いたのか、いつ野心を抱いたのか。いつ女になって、いつ失恋したのかまで、全部知っている」

「っ……私がお前を探している事も」

「もちろん、知っていた。会う気は毛頭なかったけどね。そこは真君に感謝すると良い。結果的に〝会う〟という目的だけは、彼のおかげで叶ったのだからね」

（もっとも、それ以外の全ては彼のせいで滅茶苦茶になったとも言えるだろうけど）

　ルトは心中で言葉を補足する。

「お前は！　私の動きを全部知りながら！　それでも私を、御剣を放置していたと言うの!?」

　ソフィアの声が怒りに震えていた。

　ソフィアとランサーはルトの命を狙っていたのだ。

　知られていれば、放置されるわけがない。

　妙な動きをしている奴がいる、少なくともそれ以上の事はルトに知られていないと、二人は思っていた。

「目的も結末も、見えていたからね。相手にするまでもないと思っていた。大体、君らに砂さ々ざ波なみと無敵は倒せないと踏んでいたし」

「ふざけるな、砂々波も無敵も、十分に討てるだけの力が私にはある！」

「力は、まあ。でも相対してまともに相手をしてもらえなければ、どうしようもないからね。砂々波は万が一もあるかもしれないけど、無敵なんて荒野の奥も奥に籠もって……まともに戦うなんて面倒臭いと思っていた奴だ。そもそもの前提が間違えているとはいえ、その間違った前提さえも満たせないと分かっている無駄な努力を、どうして妨害する必要がある？」

「前提？　何が、何が間違えて──」

「六体の竜を吸収すれば僕に勝てるって前提が、だよ。お前からソレを剥がすなんて、大して難しい事じゃない。ランサーに何を言われたのか知らないけど、お前の持つ吸収の力は僕の能力の一環にすぎない。多少僕の血を濃く得ているからといって、僕以上に扱えるわけがないだろうに」

「……」

「そういう事だから。最後は多少迷惑だったよ。放置するんじゃなかったと思う程度には後悔した。わずかとはいえ僕を後悔させたんだ、あの世で祝杯をあげると良い。……ああ、ランサーはそっちには行けないから、お前一人でだけどね」

「……気紛れで人の世に血を残して……気紛れで存在しなかった竜を作り出して上位竜に加えて。全部、全部がお前の気紛れ!?　ふざけ、ふざけるんじゃないわよ!!」

　ソフィアは再び剣を作り、手にしたそれに紅い光を纏わせてルトに斬りかかった。

　青年の姿をしたルトはシンプルなシャツを着ていたが、この雨の中でも一切濡れていない。

　ソフィアがそれに気付いたのは、彼女の攻撃が黄金色の魔力に阻まれて彼の身に届かなかった事を目にした時だった。

「真君の真似。しんどいんだよねえ、これ。精々十分くらいかなあ。これを常時維持出来るっていうんだから、彼の魔力量は一体どれだけなんだって話だよ」

「あ……ああ……」

「お前が目指した全ての上位竜の吸収。それはね、かつて僕がやろうとした愚かな野望だよ。ランサーがこのくらいの時に、つい昔話を漏らしたのがいけなかったのかもねえ。あれも人に似て欲望や野心なんて、上位竜には似つかわしくないものをその身に宿していたから」

　ルトは自らの膝の高さに掌てのひらをもってきて、ソフィアにそう言った。

「……」

　何も言えずに立ち尽くすソフィアに向かって、ルトはある言葉を口にする。

「ティアマト計画」

「っ!!」

　ソフィアの動揺はわずかだったが、ルトはしっかりとそれを感じ取っていた。

「……やっぱりね。僕の能力を応用して、全部の上位竜を僕が吸収する。大地や空、水を精霊以上に支配して、女神と世界を二分する気でいた。それがティアマト計画。ちなみに、お前は知らないだろうけど、ティアマトっていうのは竜と神、二つの性質を併せ持つ、豊ほう穣じょうの神の名だよ」

「豊穣の……神。女神以外に、神がいるの？」

「お前が知るべき事でもないけど、この世界にはいない」

「この？　なら、こことは別に？」

　呆けたようなソフィアの表情。

　ルトの言葉を全て理解しているとは思えない。

「結局、当時既にヒューマンの信仰を相当集めていた女神と張り合うのは分が悪そうだって思ったのと、旦那に出会った事で立ち消えになったんだけど。まさか僕の劣化版である君と、死に掛けた竜と人の怨念の込もった武器をこねくり回してたら出来た竜が手を組んで、カビの生えた計画を再始動させるんだからね。世の中は狭い」

　ルトはソフィアの問いには答えず、言葉を続けた。

「劣化……？　望んでもいなかったこんなふざけた力のせいで、私の人生がどれだけ無茶苦茶になったと思ってる!!」

　ソフィアが声を荒らげる。

「使い古された言葉だけど、力に善悪はない。そうやって歪んで、人も魔族も竜も殺しまくったのは、ただただお前の心が弱かったからにすぎない。ランサーにしてもそうだ。奇跡的な合成具合で上位竜と呼んでも良いくらいの力を得たというのに。奴の場合はそれでさえ満足が出来なかったという事か。どちらにせよ、心と欲望をただ制御出来なかっただけの負け犬にすぎない。だから、僕はお前達への興味を失ったんだよ」

　ルトは合奏の指揮者のように右手を高く上げた。

「間違ってなかった。私が、お前を憎悪するのだけは、絶対に間違ってなかった！　お前だけは！」

　叫ぶソフィアが体全体をしならせてルトに飛びかかる、その一瞬の事だった。

　彼女は糸が切れた操り人形のように崩れ落ちて膝を突く。

「あ？」

　両手を両膝を地面に突くソフィアの体から、紅い球、青い球、黒い球、赤と白がマーブルになった球が順に出て行き、ルトの掲げた右手に集まっていった。

「既に女神の加護を失った身で、手にした竜の力も失えば……お前が命を維持出来るかどうかは、分かるね？」

「……こんな、こんな終わり方なんて」

　ただ地に伏し、目を見開いて、ソフィアは呟く。
















　絞り出すようなその言葉には、無念が込められていた。

「冒険者の死に様ざまとしては、実に普通じゃないか。突然訪れる不慮の死なんて。それにしても、この刀……まさか」

　もはや力の入らないその手から離れた刀を、拾い上げるルト。

　しばらくそれを眺めていた彼は、何かを思い出したのか柄から刀身を器用に外し、はまっていた刀身の根元を見た。

「──っ。そうか、彼は剣に……しかもずっとあそこに閉じ込められて。だからランサーは野心を抑えきれなくなったのか。無限の可能性を、その手中に収めた気になってしまったとでも……。なんて愚かで救い難がたい。……薙なぎ君、ごめんよ。いつか彼らを見つけ出したら……謝らなくちゃいけない事が増えちゃったな……」

　ルトは深い後悔と回かい顧この中に沈んでいた。

　だが一方で時間は刻々と進み、遂にソフィアの体から金色の小さな球体が抜け出ていく。

「私だけは……っ……」

　取り戻そうとでもしたのか、奇跡的に黄金の球体を追うようにソフィアの右手が動く。

　その言葉と震える動きを最後に、静寂が訪れた。

　しばらくの間それぞれの球体を見て、ルトは一つ溜息を吐く。

「……一気に若返るね、上位竜がさ。子育てなんて今はやってられないし、各地の守もり役やくどもに丸投げしよっと。そうだ、真君にもちょっとだけ面倒事をお願いしようか。彼もあれで基本的に出で不ぶ精しょうだからなあ。世界を見てもらうには切っ掛けが必要かもしれないし」

　ルトは右手を下ろす。

　光の球は、同じ色の光を放つ卵に姿を変えていた。

　ふわふわと宙に浮いている。

「ランサーの世話は……真君も嫌だろうから、砂々波〝おばさん〟にでも頼もうか。彼女はヒューマンに祝福も与えているし、自分も生まれ直すとは、多分言わないだろう」

　卵の処遇を決めながら、ルトは冷たい雨に打たれるままになったソフィアの遺体に目をやった。

　今いま際わの際きわに流した涙なのか、それともただ偶然雨粒が流れたにすぎないのか、彼女の目元から涙らしき跡が頬を伝っている。

　だがそれも、降りしきる雨に洗われてすぐに区別がつかなくなった。

　彼女の顔からは、もう答えは得られない。

　しかしルトが思いを巡らせていたのは、そんな些細な事ではなかった。

「これで全部真君の思惑通り……か。出来が悪かったとはいえ、ソフィアも哀れだね。……ふむ、真君にやられっ放しというのも良いけど、彼の次の要求は読めるし、せめて、ちょっとだけお返ししよっか」

　ルトが何事かを呟いて左手を動かした。

　その動作に呼応するように、ソフィアの遺体が宙に浮く。

　何事かを考えついた様子のルトは、これまでの絶対的強者としての顔ではなく、ライドウこと真に向けてよく見せるような、ニンマリとした笑みを浮かべてその場から消えた。

　ソフィアの遺体と一緒に。
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　強く扉をノックする音で目が覚めた。

　連日、実に疲れる日々を送っているというのに、なんとも優しくない目覚め方だ。

　体が重い。でも嫌な疲労感じゃない。

　案外、額に汗して暗くなるまで働くというのは、僕の性しょうに合っているのかもしれないと思う。

　僕が布団を出て寝ね間ま着きを着替えている間にも、扉を叩く音は止まない。

「起きた、起きたよ。一体なに？　どうぞ？」

　朝っぱらから何事か。

　ここは亜空にある僕の自室。

　つい先日、この亜空にも四季が導入されたばかりで、それに関する騒動というか、アクシデントがようやく落ち着いてきたところなんだけどな。

　というのも、亜空の四季は少し変わった状態で実現されているのだ。

　基本的に普通に春夏秋冬と四季が循環する。ところが、局地的に春夏秋冬の気候がそれぞれ固定され、常時保たれた地域も存在する状態になっている。

　もちろん、それだけでは説明出来ない例外的な部分はそこら中にあるけれど、大雑把に見てそう分類する事にした。

　それぞれの作物に適した気候の場所を調べたり、移したり、結構大変な作業が続いている。

　だから亜空こっちから学園都市に人員を連れ出す余裕もあまりない。

「若、申し上げます。その、一大事でございます」

　僕が返事をするなり、巴が部屋に駆け込んできた。

　いや、巴だけじゃなくて、澪も識もいる。

　……って、ええ!?

　各種族の主だった人達がぞろぞろ部屋に入ってきたぞ!?

　よ、良かった。

　とりあえず着替えだけでもしておいたのは正解だった。

　寝癖もなかったし、最低限の身だしなみは整っている。

「これだけ皆が揃っていれば、何かあったというのは分かるけど、その一大事って何？」

　ただ、多くの皆は切迫しているといった様子ではなく、困惑というか、戸惑いの表情を浮かべている。

　そんなに危険な事態ではないのかもしれない。

「それが……侵入者と言いましょうか、来訪者と言いましょうか」

　巴の言葉の切れが悪い。

　侵入者にしても来訪者にしても、要するにお客さん？

　……亜空に!?

「って、ヒューマンに亜空の存在がバレたって事!?　それはまずいじゃないか！」

「いえ、ヒューマンではなくてですな」

「とにかく、捕らえてあるんだよな？　まずはどうやって来たか、それから目的と……」

　慌てているのは僕一人だけで、誰一人として動こうとはしない。

「若、その……捕らえておりません」

「……え？」

「ともかく、お目覚めのようですから、直接お話しになってください」

「直接って……？」

　どうやって？　と思った矢先。

（よう！　深澄真！　おはよう!!）

「っ!?」

　突然、頭の中に大声が鳴り響いた。

　聞いた事のない声だ。

　ただ、乱暴な感じの言葉遣いの割に、なんというか無意識に畏かしこまってしまうような、妙な迫力を持った声だった。

　念話に似ているけど、少し違う気がする。

　相手との接続を感じないからだ。

　そのまま考えを表層に出して大丈夫なのか迷ったけど、応じてみる事にした。

（おはよう……ございます。はじめまして……ですよね？）

（おう！　兄貴が迷惑をかけた形になっちまって、すまなかったな。故ゆえあって近くに来たから、思い切って訪ねてみたんだが、寝ているとの事だったんでな。待たせてもらったぜ）

　兄貴？

　つまり、僕が知っている誰かの弟さんか。

　ともあれ、名前を伺わない事にはな。

（失礼ですが、お名前を伺ってもよろしいでしょうか。出来れば、フルネームで）

（なげえから略称で勘弁してくれ。俺はスサノオだ）

（スサノオさん？）

（そうだ）

　どこで区切るんだろ……すさ＝のお？

　そのお兄さんが僕と知り合いで？

　すさのお……すさのお……すさのお……。

　……須佐之男尊すさのおのみこと!?

　嘘ぉ!!

（月つく読よみ様の弟の……す、須佐之男尊でででですか!?）

　目が覚めた。

　完全に目が覚めました！

　有名な神ひとじゃん！

　ってか、破壊神じゃん！

　ご機嫌損ねたら天変地異とか起こるかもしれない、ビッグネーム！

　お、起きるのを待ってた？

　僕が起きるのを!?

　お、おおおおおお。

「巴！　すぐに起こしてくれていいのに!?」

　思わず大声を出してしまった。

「しかしその、強大な存在であろうとは思ったのですが、名も名乗らぬとは怪しげ故、どうしたものかと……」

　怪しかろうがなんだろうが、怒らせたらまずい神様です！

　大丈夫だよね？　怒ってらっしゃらないよね？

（兄貴からお前の事を少し頼まれていてな。とりあえず元気そうで安心した。でな、お前が今いる空間に俺らも来ているんだが、近くまで行っても問題ないか？）

（も、もちろんです！　月読様もご一緒なんでしょうか!?）

　……いや待て。

　たしか月読様は、眠りについているんだから、一緒に来られるわけはないよな。

　でも今確かに「俺ら」って言ってたぞ。

（兄貴はまだ、向こうで療養中だ。ちいと、ここの女神にナシがあってな。その帰りだ。なあに、あのバカにこの場所を教えたりはしないから安心しろ。むしろ隠す方向で手助けしてやるさ）

（そ、そうですか。ではお待ちしています）

　女神に会った。

　そういえば、僕が女神に拉ら致ちされた時、誰か来客があるとかでバタバタしてたよな。

　って事は、あの時の客人がスサノオ様か！

　あの女神、凄い神様を客に迎えてたんだな。

　そりゃあ焦りもするわ。僕との話なんてさっさと済ませたかったに違いない。

（悪いが、誰かに誘導を頼みたい。少し大きな乗り物で来ているからな。広い平らな場所に降りたいんだよ）

（わ、分かりました。すぐに用意します。それで皆様はどちらに？）

（空を見りゃあ一目で分かる。じゃ、後でな）

　スサノオ様との会話が終わった。

　まだ気持ちがぼーっとしている感じだ。

　だが呆けているわけにはいかない。

　顔だけ右に向けて従者と皆を見た。今となっては、こうして主要なメンバーが集まってくれているのは都合が良い。

「澪。すぐにありったけの食材で料理を。和食中心が良いと思うけど、とにかく美味しいと思った物を片っ端から作って。料理のローテーションに入っている人は全員駆り出していいから、急いで！」

「あ、は、はい!!」

「エマ、識。歓待の用意を始めて。外か中かは先方に伺ったらすぐに伝えるから、人集めと道具の準備から始めて」

「分かりました！」

「御ぎょ意い」

「巴は僕と一緒に来て。方々を迎えに行く。広い場所に降りたいって仰ってるから、大きな生き物でも着地出来そうな平原、それもここから出来るだけ近い所を教えてくれ。他の皆は料理かそれ以外かに分かれて、澪か識の指示に従って！」

「平原、はい、分かりました。ではお供を」

　部屋を飛び出し、廊下を進みながら皆に指示する。

　神様の接待なんて何をすればいいのか分からない！

　分からないけど……とにかく出来るだけの用意をしなくちゃ。

　外に出る。

　空を眺められる場所だけど、どっちの空を見ればいいのか──と思ったら、ソレはすぐに見つかった。

　飛行機、それも旅客機と同じくらいの大きさのものが空にいた。

　遥か高い空に、ロック鳥並みの巨躯が浮いている。

　鳥だ。

　真っ黒い鳥。

「あれか。巴、場所の見当は大丈夫？」

「……はい。しかし、あれは相当大きいですな。竜に匹敵する──いや、それを超える鳥など聞いた事がない。亜空にはあれに近いのが一匹おりますが、今空におるのはその上をいきますな」

　巴も感心した様子で空を見上げている。

「神様の乗り物なんだから、常識なんて通用しないよ。とにかく、あそこからでも見えるように、着地してもらう場所にマーカーを付けてくれ」

「か、神!?」

「あ、いや……。それは後で話すから。とにかく早く。で、失礼はないように」

「……あの鳥、足が三本ありますし、爪も嘴くちばしも鋭い。暴れられたらコトですぞ？」

「乗っている人よりは多分安全……足が三本？」

　なんだって？

　確かに、ここからでも足が三本あるのが辛うじて見て取れる。気付かなかった。

　三本足の黒い鳥──カラス。

　もしかして……ヤタガラス？　金鳥から変じたっていう、あの？

　は、ははは。

　資格を持たない人が見ると目が潰れるなんて聞くけど、そうならなくて本当に良かったな。

　ヤタって大きいって意味があるとも聞いた覚えがあるけどさ……デカすぎやろー……。

　旅客機クラスかい。

　流石に今からそんなサイズの三みつ柱ばしら鳥とり居いなんて、建てるのは無理だ。

「若、マーカーは先方にも伝わったようです。結構な速度で地上に降りてきます」

「ああ、そう。あまり皆にはアレを見ないように伝えておいて。それじゃ、巴。行くぞ」

「……御意」

　スサノオ。

　まさか自分の人生で三さん貴き子しのうちの二柱と会う事になるなんて。

　一体誰と一緒に来たのかは知らないけど、女神に会ったと言っていた。

　多分、僕には良い出会いになるだろうという予感はある。

　それでも荒ぶる神であり、時に破壊神ともされる神様と会う事に、僕はいつになく緊張していた。





◇◆◇◆◇






　頭が混乱して一向に落ち着かない。

　とにかく結論から言えば……めっちゃ恐い。

　カラスなんて元から鋭い爪と嘴を持っているのに、それが旅客機並の大きさなんだから当然……ではなくて、恐いのはそこから降りてきた三人（三柱？）のお客様の方である。

　僕から見て左にいるのは、少し浅黒い肌をしていて人ひと懐なつっこい穏やかな笑顔のお爺じいさん。腰に巾きん着ちゃくと小こ槌づちを付けているのが印象的だ。

　真ん中にいるのは、かなりカスタムされた弥や生よい人風衣装の若い男。顔一杯の笑みを浮かべて機嫌は良さそうで、多分この人がスサノオ様だろう。

　右にいるのは女性。つまり女神様なんだと思う。ただ、左のご老人同様、この女性も一目見ただけでは名前は分からない。

　髪の毛はライトブラウンと言えばいいのか、後ろから光が当たって端々が明るい茶色に見えた。神様は染めるわけないから、地毛がこの色のようだ。

　そして何故かスーツ姿。

　目の光が一番知的な感じで、服装も相まって第一印象は女神様というよりもバリバリのキャリアウーマンだった。

「はじめまして。スサノオ様、とお連れ様方。深澄真です」

　この度はご降臨くださいまして……とか言うべきか迷ったけど、結局グダグダになりそうだったのでやめた。

　ストレートにいく事にする。

　ちなみに、巴には許可を出すまで控えているように伝えてある。

　巴なら無茶苦茶する事はないと信頼しているけど、彼らは僕がいた世界の神様であり、月読様の縁者だ。

　そんな方々が僕を訪ねてきたのだから、僕自身が対応すべきだと思った。

「わざわざ出迎えご苦労さん。悪いな、〝この世界〟の主自ら」

「いえ！　月読様には凄くお世話になりましたので、悪いだなんてとんでもない」

　本当に、月読様にはお世話になりっぱなしだ。

　この方々なら、今の月読様の状況をご存知かもしれない。そう思うと、この程度の出迎えをするくらいはむしろ当然に思える。

　それに、名前が分かっているのはスサノオ様だけだけど、荒ぶるイメージが強いから、やっぱりいい加減な応対は出来ないしねえ？

「そう硬くなるなよ。別にお前さんは悪い事をしたわけでもねえし？　それに、もしそうでも、俺らは悪事を咎とがめる立場にねえんだから……ん？　おお、分かってるよ」

　女神様だろう人が肘で突つついて、スサノオ様に自己紹介を促してくれた。

「さっき話した時に名乗った通りだが、俺がスサノオだ」

「儂は大だい黒こく天てん。宝船の七福神でお馴な染じみじゃろ？」

　続けて、隣のお爺さんは大黒天と名乗った。

　ああ、七福神で有名な大黒様ね。袋や小槌を持っているのはそれでか。

　……ん？

　でも大黒天様って、なんだっけ……確かまだ何か別名があって、驚いた記憶があるんだけど……。

　駄目だ、出てこない。

　絵で見るよりも少し浅黒いし、耳たぶも思ったより小さい。けど、雰囲気は七福神らしい穏やかな感じのお爺さん。

　荒々しいスサノオ様と並ぶとギャップが際立つ、優しそうな神様だ。

「私はアテナ。ところによりパラスアテナとも呼ばれています。貴方の国から遥か西にある、ギリシャの神です」

　お姉さんはアテナと名乗った。

　髪の色、結構普通だよな。

　……って、それはいい。

　大黒天様と違って、こちらは想像とまるで違う。

　だってキャリアウーマンだし。

　メガネをかけたら似合いそうだな。

　スサノオ様と並ぶと……以下略。

　とりあえず一礼して、家に招待すべく案内を始めた。

　道中、彼らは亜空の景色や街並を興味深そうに見て感心している様子だ。

　色々聞かれるので、僕や巴が代わる代わる答えたけど、亜空の根本に関する事は流石に聞かれても答えられない。

　僕と巴──竜との契約で発生したようです、と答えるだけになった。




「すみません。突然の事で、おもてなしの準備が出来ていませんでした。今急いで進めていますので……」

　いくら亜空の人員を総動員しても、すぐに食事や宴会の用意を整えるのは無理だ。話しながらゆっくり来たとはいえ、到着した時にはまだ皆忙しそうに動いていた。

　ひとまず、会議なんかで使う一番広い部屋にご案内する。

「だから気にするなって。しっかし、なかなか面白い街を作ってるじゃねえか」

　椅い子すに腰掛けながら、スサノオ様は軽い調子で応えた。

「うむ。それに、こうして宴を用意しようと気を遣ってくれているだけでも、儂らは嬉しいものだ」

「本当に。それに皆良く働いていますね。見ていて気持ちが良い」

　三人とも特に気にしていないようで、安心した。

「ありがとうございます。それで、その……今日は何かご用が？　何かここでなさりたい事があるなら、出来る限り用意しますけど」

　ちょっくら寄ってみたって感じの会話から始まったけど、それだけじゃないと思う。

「うん？　兄貴から頼まれた深澄真が気になった、ってのが最大の理由だぞ？」

「他に用事があるかと言われれば、まあ些さ事じがいくつか、じゃのう」

「私は単純に、ここに来てみたかっただけですね。実際この目で見ると、亜空とは本当に面白く、興味の尽きない場所でした。同時に、あの子には少し伏せておくべき所だ、とも思いましたが」

　神様にとって些事でも、人にとっては一大事だ。

　この世界の女神の一眠りで何が起こったかを思えばよく分かる。それに関しては、直接の原因じゃなくて、最後の引き金だった感はあるけど。

「まだお時間を頂く事になるので、その〝些事〟を伺えれば助かります。そうだ、もしアテナ様がお望みなら、亜空をご案内しましょうか？」

「俺と大黒の爺じいさんはお前に土産みやげを持ってきた。アテナはあの馬鹿娘にちいときつい説教と、首輪をな」

　く、首輪？

「スサノオ殿」

　ただならぬ響きの単語が聞こえた直後、アテナ様が怜れい悧りな瞳でスサノオ様を一睨みした。

　こ、恐いです。

「お、おう。分かってる。もう言わねえ」

　スサノオ様までたじろいでいるんだから、相当だ。

「うふふふ。ああ、真殿。案内の申し出は是非」

「それでは、この巴を案内につけます。僕が一番信頼している者の一人です。巴、この方に亜空をご案内してくれる？　〝あれ〟とは違う、本物の女神様だから、くれぐれも丁てい重ちょうにね」

「わ、分かりました。それではアテナ様、どうぞこちらへ」

　僕の緊張が伝わったのか、巴も神妙な面持ちでアテナ様を促した。

　アテナ様を連れて退出する巴の背を見て、僕は忠告が必要だと思い至る。

　もっと早く気付けばよかったけど……仕方ない。

　大声で言うのはあまりにも失礼だから、念話でいくか。

（それと巴。その方、負けず嫌いなところがあるかもしれないから、絶対に勝負事の類たぐいはしないように。良いね、絶対にだよ）

（ぎょ、御意）

（軍神としても祀まつられている方だから、ミスティオリザード辺りから案内をお願い）

（承りました）

　これでよし、と。

　さて、それじゃあ僕はスサノオ様と大黒天様を……。

　しばし足を止めていたアテナ様と巴が歩みを再開したのを確認してから、振り返る。

　僕の視界には、スサノオ様と大黒天様のニコニコ顔が飛び込んできた。

　しかし、破壊神に福の神に軍神か……。

　何か、妙な組み合わせだよな。特に、大黒天様が。

　だって福の神だよ？

　それに仏教や密教、神道にも登場する多国籍な神様だし。

　一説には大おお国くに主ぬしの命みことと同一視される事もあるから、とにかく偉い神様には違いない。

　……。

　マハ……カーラ……だ。

　お、お、お、思い出したーーーー!!

　大黒天って、ヒンドゥー教のシヴァじゃん!!

　破壊神じゃん!!

　世界でも最高クラスの逸話がてんこ盛りな、冗談抜きで、国くらい一呼吸で吹き飛ばしそうな神様だよ!!

　主にスサノオ様を見ていた顔の向きを、大黒天様の方に変える。

　ギギギ、と軋きしむ音が聞こえそうなほど、ぎこちない動作になってしまう。

　お二人ともニコニコしてらっしゃる。

「あの、大黒天様って。シヴァ様、ですよね？」

「おお、そう呼ばれる事もあるな。日本人の真殿には大黒天の名の方が馴染み深いじゃろうに、よく知っておるな？」

「恐れ入りますぅ……」

　語尾がかすれる。

　むしろ日本人でも、七福神は全部言えないけどシヴァの名前は知っているって人が多い気がしますよ、大黒天様。

　多分福ふく禄ろく寿じゅと寿じゅ老ろう人じんがネックなんだろうと思う。

「しかし真、結構鋭い事を言うじゃねえか？」

　スサノオ様がこちらに身を乗り出して口元をニヤリと歪めた。

「え？」

「負けず嫌いだから勝負事はやめておけ、か。がははははは!!」

　うっそお。

　念話、駄だ々だ漏もれ？

　……て事は、アテナ様にもか！

「アテナ嬢の説教はなかなかきついが、悪気はないんじゃから、許してもらえるじゃろうて」

　当然、大黒天様にも聞こえてる、と。

　え、えらい事言っちまった……。

「ちなみにだ。人の心を見るなんて事は容易たやすい。というか見えちまう。安心しな、アテナの姉ちゃんにはさっきのは聞かれてねえよ、多分。お前、意外とその辺りの隠し事は上手いからな。ただ、俺とか兄貴、それにこの爺さんクラスの神が相手だと、流石に無理だろうな。関心を持たれた段階で思考が丸ごと読めるから」

　ええええ、つまり、念話どころか直接心を覗けるのか。

「興味を持ってしまうと、ついなあ。魔術を使った〝てれぱしー〟……念話か？　あれでなくとも見えてしまうんじゃよ。儂も福禄寿と寿老人の影の薄さは心配しとるよ。まあ真殿ならもしかして、そのうち儂らにさえ心を見せぬ術を手にするかもしれんが、今はのう」

　うわお。

　神様って凄い。

　亜空もあっさり見つけるし、心も読めるし、僕のいた世界の神様、本当に凄い。

「色々失礼しました」

　とにかく、ちゃんと謝っておく。

「それよりもだ。真、最近お前死にかけたりしてないか？」

　出し抜けにスサノオ様が質問してきた。

「い、いえ？」

　何をいきなり。

「そうか。急な頭痛とか？　止まらない鼻血とかは？」

「……あります」

　それには思い当たる節がある。あのクソ虫から力をもらった時だ。

　でも、死にかけてるって感じは……。

　──って、こうやって考えただけでも伝わっちゃうのか。

「……なるほど、それだな。ここに来たついでに、お前に俺からも何か力をやろうと思ったのによ。死ぬ一歩手前まで力をぶち込まれているみたいだから、何事かと思ったぜ。爺さん、分かるか？」

　……。

　物騒な言葉が聞こえた。

　大黒天様が僕をまじまじと見る。

「あの娘、どこまで阿あ呆ほうなのか。いっそ世界の管理──あれは五つだか六つだかをしとったが、全部取り上げて、ウチのブラフマーのところにぶちこんでやろうかの。現世で影が薄い分、創造神育成講義ではスパルタ教師じゃぞ、あやつは」

　大黒天様が重い溜息を吐いた。恐らく、あの女神の馬鹿さ加減に呆れているのだろう。

　良かった。

　神様の基準で見ても、アレは駄目な部類だったみたいだ。

「で？　真はどうなってる？」

「死にかけじゃのう。むしろよくこれで生き残った。表面張力万ばん歳ざいな感じで、辛うじて踏みとどまっておるよ。仮にも創造の力を持った女神だというのに、あの愚か者め。ただの凡人に〝言霊の極み〟など押し込みおった」

「言霊の極み？」

　もしかして、この世界の言語を理解出来るようになった、あの能力の事か？

　極みってのはカッコいいけど。

　そして、やっぱり僕はただの凡人なんだな。

　いや、大黒天様ほどのスケールから物事を見たら、凡人の枠を出るのは相当大変なのかもしれない。

「大雑把に説明するなら、俗に言う悟りの中の一つじゃ。要は、あらゆるモノと対話する能力じゃな。一部の偉人しか持っていない〝れあ〟な能力じゃぞ」

「僕は女神にヒューマンと話せるようにしてもらっただけで、そんな凄いのうりょ──」

　あ。

　最初にあの女神にもらったのは、確かヒューマン以外との対話能力。

　で、この前ヒューマンとも話せるようにしてもらった。

　という事は、合わせればあらゆるモノと……って事になるのか。

「なるほどのう。あの娘、裏道を見つけるのが得意なようじゃな。確かに〝言霊の極み〟から一種でも理解を除けば、それはただの〝理解〟の枠に収まる。なんと姑こ息そくな」

「で、どうなんだ。真は大丈夫か？」

「お主が力を与えるのは諦めた方が良いな。ただでさえ真殿の容量の限界まで神の力が入り込んでおる。確か、真殿は魔力の最大量を増やせるんじゃったな？」

「はい。そうらしいです」

「ならばそれを数回行なっておきなさい。それで、なんとか能力をその魂に収められるように手を加えてみよう」

「あ、ありがとうございます。しかし、魔力量を増やす行為には、この亜空を広げてしまう作用もあるみたいなので、最近は控えているのですが」

「この世界については儂らの手で女神の目に付かないように細さい工くをしておくから、心配無用じゃ。世界の拡大を案じておるなら、それも気にせずともいい。もしも手に余るなら、また儂が来てやろう」

　世界が広がるって、あんまり問題じゃないのか？

　というか、女神に見つかる可能性とはあまり結びつけて考えてなかったけど、見つからないようにしてもらえるなら心強いな。

「あの馬鹿女神。いなくても人様に迷惑をかけてくれる奴だな」

　スサノオ様は呆れた様子で吐き捨てた。

　まったく、その言葉に同感です。
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「くはははっ！　なるほどねえ、それでこれがその魔将君の末路ってわけか！」

　スサノオ様が、それはもう大笑いしている。

　宴はひとまず気に入ってもらえたみたいだ。

　彼に首根っこを掴まれてぶら下げられている小さなドラゴンが、その大声にびっくりしたように大きく目を開いて、何事かとスサノオ様を見つめている。

　そうです、それが魔将レフトさんという人の成なれの果てです。

　外見といい、幼児退行した精神といい、すっかり可愛い子ドラゴンだ。

　ただ、可愛いのは見た目だけで、目もっ下か魔王と話をする際の悩みの種になっている。

　どうすればいいかね、本当に。

　魔将だって聞いた時には反射的に「返してきなさい」と言いそうになったけど、考えてみると、そのままお帰りいただくのもかなり都合が悪い。

　なんでケリュネオンなんて辺境のど田舎いなかに、四人しかいない魔将の一人がいたんだよう。

　僕の決意のタイミングは、そこまで悲惨ですか。

　そうなんですか。

「見事に力を食われちまってまあ……どこのペットだって感じだな」

「真殿にとってはあまり良い事でもなかろう、そう笑ってやるものではないぞ？」

　大黒天様が僕のフォローをしてくれる。

　優しいんだけど、どっか恐いんだよな、この人は。

　さっきも、とんでもない事を言ってたし。

　僕は「ヤタガラスって太陽の化け身しんとも言われてますけど、どうなんですか」って聞いてみた。

　日本では太陽の後光だかを背に現れるような言い伝えも聞いた覚えがあったし、三本足にも太陽に関する話があったような気がして……。

　それに対する大黒天様の答えはこうだ。

　太陽なんぞいつも背負われたら乗る時に暑いじゃろ？　思わず握り潰してしまいかねん。

　スケールが違う。

　太陽を握り潰すって、何。

　その時僕は、かなり微妙な顔をしていたんだろう。大黒天様はたとえを交えて説明してくれた。

　煙草の火を手で握り潰す感じじゃよ、だって。

　ますます、どう反応していいか分からなくなった。

「で、真君はどう切り抜ける気でいるのです？　いつまでもレフトを手元に置いておくわけにはいかないでしょう？」

　アテナ様が面白そうに聞いてくる。

　真面目な印象の女神様だけど、お酒が入ると陽気になる方だった。

　お三方とも日本酒が好きなようで、亜空産の日本酒も口に合ったみたいだ。

　味はほぼ再現出来ているらしく、スサノオ様も美味うまいと認めてくれた。

　これには巴がちょっと妙なテンションで喜んでいたな。

「……出来る限り治療して、折を見て魔族の領地に放そうと思っていますが」

「気の長い話だな！　おい、アテナ！　お前は何も土産がねえんだから、ちょっとくらいここで働いてけ！」

　スサノオ様が何か無茶振りしている。

　いや、アテナ様だけじゃなく、スサノオ様にも大黒天様にも何かしてくれって気持ちは特にないですよ？

　それに、ここをあの虫女神に知られないようにしてくれるだけで十分だし。

　──って、土産ってなんだ？

　スサノオ様と大黒天様から何か頂いた記憶はないぞ？

　まさかあのヤタガラスを置いていくつもり……なわけはないよな。

　あれだけ大きいと流石に困る。

「私が？」

「おう！　こいつの体を適当に戻してやって、あれだ、一ヵ月くらい記憶を消しておけば、なんの問題もないだろ」

　そんな安直な。

　識でもすぐに治せないから長期戦覚悟してんだけど、もしかして神様なら即治療が出来ちゃうのか？

「……お酒飲んでても、それくらいなら朝飯前ですね。むむ、お土産代わりにするなら、真君に絶対服従させて私の加護でも与えた方が有用なんじゃ」

　そんな事まで出来るんだ……。

「いいぞ、やれ、やっちまえー!!」

　煽あおるな！

　……じゃなくて、煽らないでください。

　それと、真君とか呼ばれるとくすぐったいので、いっそ呼び捨てにしてください、アテナ様。

「これこれ、ここは儂らにとっては異郷の地じゃぞ？　あまり迷惑をかけては、あの娘と大して変わらんではないか」

　大黒天様が悪ノリするスサノオ様とアテナ様をたしなめる。

「……確かに」

　一瞬素面しらふに戻ったようにアテナ様が神妙に頷いた。

「スサノオの言う通り、体を戻して記憶を消しておけば問題あるまいよ。体に刻まれた恐怖は多少残るかもしれんが、そこまで丁寧に消してやる事はないじゃろ。スサノオ、酔った振りをして嬢ちゃんを煽るでない」

「……ちぇ。面白そうだったのに」

「あの、スサノオ様。僕、お土産とかは別に……」

「そうか！　期待してくれているか真!!　安心しろ、必ずお前を驚かせてやるからな!!」

　これで酔ってないんだよね、スサノオ様は！

　その体ていで洒落しゃれにならないおふざけをする気なのか!?

　知らないうちに死にかけていただけに、体に神様の力を入れる……みたいなのはちょっと御免なんですけど!?

　だが、結局スサノオ様も大黒天様も、お土産の内容は何も教えてくれなかった。

　主しゅ賓ひんがお酒をガンガン飲む神様達だったからか、その日の宴は大いに盛り上がった。

　催もよおしや食事を楽しんでもらえると嬉しいものだ。

　結局一番の目玉になったのは、アテナ様による魔将レフト君を使った手品だった。

　アテナ様が上機嫌で「治れー！」と口にすると、レフト君はインド神話のナーガを思わせるような威厳ある巨体に脱皮した。

　物凄いインパクトだった。

　場内、拍手の嵐。

　もう、手品としか思えない。

　見た目は戻っても精神は退行したままのレフト君が色々粗そ相そうをする様も、酔っ払いどもには好評のようだった。

　アテナ様ご満まん悦えつ。

　スサノオ様は対抗しようとする。

　止めに入る大黒天様。

　何故か始まるカラオケ大会。

　流れを無視して飛び交うパイ。

　……本当に凄かったな。

　なんか僕も悪酔いして頭がクラクラしてくるし。

　神様を残して先に部屋に戻るという、情けない事になってしまった。

　宴はいつもとはかなり違う様相になったが、それでもやっぱり有志によって朝まで続いたらしい。
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　自問する。

　僕は、体に全く力が入らない状況で自問する。

　土が冷たいなあ……じゃなくて。

　僕はこんなものかと。

　この選択で正しかったのかと。

　……。

　考えるまでもない事か。

　僕はこうして地に伏している。

　指一本すら動かせない。
















　こんなものなのだ。

　では、アテナ様を相手にしたのが間違いだったか？

　スサノオ様か大黒天様にするべきだった？

　冗談じゃない。

　間違いなく〝この程度〟じゃ済まなかったと思える。

　彼女しか選べなかったんだ。

　エルドワの作ってくれた僕の弓アズサも、名を付けてない打うち根ねも、視線の先で転がっている。

　破損はない。

　流石だね、超一流の職人が作った武器は違う。

　情けないなあ。

　僕だけがボロボロになって動けない。

「真、ちょっとアテナに稽けい古こをつけてもらえ」

　宴会の翌日、食事を終えた後にスサノオ様が唐突に持ちかけてきた提案。

　当然僕は、勘弁してくださいと答えた。

　相手が女性の神様だっていうのが理由だった。

「じゃあ加減間違えたら消滅コースだけど、俺か大黒の爺さんがいいのか？　チャレンジャーだな、真」

　スサノオ様に真顔で問われて、結局アテナ様と手合わせする事になった。

　で、ご覧の有様だ。

　巴達も一部始終を見ていたし、澪などは途中で手を出そうとした気配があったけど、観戦しているお二方に抑え込まれていた。

　そういえば、指一本動かせないくらいの疲労や消しょう耗もうは、この世界に来てから一度も感じた事がないな。

　この感覚を追い続けて、少し前は焦ったりもしたけど、今はあまり考えないようにしていた。

　まだ僕は自分の追い込み具合を分かっていなかっただけだと理解出来たから、そこは大きな収穫だと思える。

　ぶっ倒れる前に「ありがとうございました」って言えたのは、せめてもの救いか。

　女神アテナ、軍神アテナ。

　その名前に偽りのない実力だった。

　恐ろしく強い。

　結局僕は、彼女を本気にさせる事すら出来なかったんだろうか。

　あのキャリアウーマン風の格好が本来の姿とも本気の装備とも思えないけど、そんな彼女にすら、まるで歯が立たなかった。

　多分本気なら神像にあるみたいな姿、ヒマティオン？　なんかを身につけるんだろうしなあ。

　姿故の油断が僕の中にあったのは事実だし、あの虫女神に対してなんとなく根拠のない優越感を抱き始めていたのも事実。

　でも最初の一撃で、女性って事への油断は消え去った。

　体を貫かれるまではいかなかったけど、魔力体を砕かれて無様に身をよじって迫る槍を躱かわした。

　神様が相手だから、最初から全開の密度で魔力体を構築していたのに。

　アテナ様はハルバードを手に持ち、更に次々とジャベリンを召喚して中距離から遠距離での戦いを展開した。

　僕もこの世界で覚えた魔術や弓、魔力体を駆使して応戦。

　終しまいにはわずかな魔力の消費も惜しくなって、服も指輪も脱いで必ひっ中ちゅうに頼った力の応酬に持ち込んだ。

　アテナ様は多分、僕に付き合う必要なんてなかっただろうけど、それにも付き合ってくれた。

　でも結果は完敗。

　惜せき敗はいなんかじゃなく、完敗だ。

　だって呼吸こそ乱れていたけど、アテナ様は汚れて所々破れたスーツをさっさと再構築して、普通にスサノオ様達と話している。

　未だに動けない僕とは大違いだ。

　殆どの僕の攻撃が、彼女の丸くて大きな盾に受け流された。

　あの盾、宙に浮いて時に形を変えたり、時に複数になったりして、本当に厄介だ。

　滅茶苦茶だ、反則だ、って戦闘中に何度も叫んだな。

　なんとなく、僕と対峙した人の気持ちが少しだけ分かったかも。

　何発か良いのが決まったんだけど、結局それも腕で払われてしまって、とにかく通用しなかった。

「……いやいや、最後の力任せは落第だが、総じて良くやったぞ、真。正直、俺の予想よりもずっと食い下がっていた。途中までは余計なお節介をしたかと思ったくらいだ」

　スサノオ様だ。

　目だけを動かして彼の声がした方向を見ると、巴たちがこっちに駆け寄ってきていた。

　観客が巴達と神様だけで良かったな。

　亜空の皆に見せるには、ちょっと情けない姿だ。

　はは、そんな事を考える余裕も出てきたか。

「驚いた。あそこまで食い下がる事が出来るとはのう。お主はこれまで経験した戦いであまりにも苦戦が少ないだけに、最初の油断のままに押し切られて終わりかと思って一瞬がっかりしたが、これなら一安心じゃな」

　スサノオ様も大黒天様も鬼だな。

　僕の弓の先生に匹敵する厳しさを感じるよ。

「確かに、でも健闘でしたよ真君。さあ、治療してあげましょう」

　酔っ払った時の名残なごりか、君付けしたままのアテナ様が一番優しい。

「いえ、アテナ様、それは結構です。こういうの久々の感覚なんです。このままで、お願いします」

　向こうにいた時には練習でしょっちゅう感じていた、何も出来なくなるような深い疲労。

　こちらに来てからは一度も感じてなかった。

　明日は今日よりも少し前に行けるだろうと、自分を信じるために必要だった感覚だ。

　だから、もう少し浸っていたい。

「真、これが神だ。実際やってみねえと分からねえ事、あっただろ？」

「……ええ」

「あの女神と万が一戦う事になった時、今日の経験がきっと必要になる」

「ええ」

　スサノオ様達が虫女神に具体的に何をしたのかは、なんとなく自分からは聞けなかった。

　でも、少なくとも退治はしていないようだ。

「あいつにはいくらかの制約、世界への干渉範囲の制限と管理世界増加の一時停止なんかを含めて、それなりの罰を与えた。これは、兄貴が無事に早期復活したと仮定しての暫定的な処置だがな」

「月読様、早く全快されるかもしれないんですか。それは良かったです」

　もしも叶うなら、生きているうちにもう一度あの方に会いたいな。

「ありがとよ。兄貴も喜ぶ。で、それらを破らないように監視する意味合いで、あいつらにはある物を装着させた」

「躾しつけといえば、首輪。もっとも、相当嫌がったのでチョーカーにしましたけど。私はそのままトゲ付の首輪にしようとお二人に言ったのですけどね。殿方はいくつになっても女には甘いようで」

　アテナ様、容赦ねええぇ。

「意匠はこの際置いておく事にしただけじゃよ。まあ、何が言いたいのかというとじゃ。儂らがあの女神を名で呼ばない事でも察しているかもしれんが、儂らもアレに一定の配慮をせねばならぬ立場におる。その辺りを無視すると、アレと同じになってしまうからの」

　やっぱり、女神の名前を言わないのは意図的か。

　なんとなく想像はついていたけど、要するにあの虫女神は僕が知っている神様かもしれないわけね。

　候補は何人か浮かぶけど、さて誰なのか。

「あ奴は未だに神に相応しいだけの力は持ったままでおる。本来はもう真殿に何か出来るものでもないが、先の約束がある。あの女神は真殿がヒューマンと明らかに敵対した時になら、真殿に直接手を出せる」

「……はい」

「もう少し俺らが早く到着していたら、あの約束の前にコトを済ませたんだがな。だが俺らもそれで仕方がないと終わるわけにはいかねえ。真に神と戦う経験を与えるくらいの助力はしてやらないとな。兄貴の神力を授かったお前と、あの小賢しい女神なら、お前の方が可愛いしな」

「ありがとう、ございます」

「おう。いいか、力任せになるなよ。途中のクールな戦い方は良かった。アレを使いこなせるようになれ。魔力の増大を恐れるな、弓を引け。お前はそれでいい。で、もしその時が来ちまったら、決してチョーカーは壊すな。身につけてる箇所を考えれば、そうそう破損せんだろうが、監視がなくなりゃ、あの馬鹿は手段を選ばずにお前を消そうとするだろうからな」

　スサノオ様の助言。

　チョーカーが取れなければ、戦いは有利に進められる──ありがたい情報だ。

　多分、あの女神自身には外せない仕組みなんだろう。

　都合が悪い時に自分で外せたら、監視の意味なくなっちゃうからな。

「決して恥じる戦いではありませんでしたよ」

「うむ」

　アテナ様と大黒天様も優しく頷いてくれる。

　はは、ちょっと安心した。神様に褒められるくらいの戦いにはなっていたか。

　あの虫女神に、手も足も出ないなんて未来は御免だからな。

　でもこれで……この経験で、僕はまた自分を追い込めると思う。

　イメージは十分に残っている。

「それじゃ、俺らはそろそろ帰るわ。あとは従者にしっかり癒してもらえ」

「真殿、弓は必ず毎日引くのじゃぞ。儂とスサノオの贈り物を早く見つけておくれ」

「恐らくはもう、命あるうちに会う事もないでしょうが、いずれその生を全まっとうした時には迎えを出しましょう」

　三人がそう言っている間に、ヤタガラスが地上付近まで舞い降りてきた。

　突然だな。

　来た時もそうだったから、あまり驚かないけど。

「では。月読様によろしくお伝えください。貴方に頂いた力でなんとか生きていますと」

「……ああ、必ず兄貴に伝えよう。本当に楽しかったぞ。そうそう、ヤタガラスは姉貴もお気に入りだからお前にはやれん。姉貴はあれでも、世にも珍しい女の太陽神で主神。怒らせると面倒でな」

　姉貴……？　ヤタガラス……？

　ああ、アマテラス様の事か。

　思考がだだ漏れだって分かっていても、あんまり考慮出来ないものだな。

　アテナ様と戦っていた時も大概だったけど、それも含めて僕はよく戦ったという事だろうか。

　まあ、あれだ。

　ヤタガラスさんは持って帰ってくれた方が嬉しいから、言う事なしだ。

　僕に手を振ってくだっていたお三方の姿が消えた。

　それと同時に、僕を呼ぶ声。

「若！」

「若様！」

「若様！」

　巴達がすぐ傍まで駆け寄って来た。

「治療はいいから。ごめん、我儘を言う。今日はこのまま、ここでぶっ倒れたままでいさせて。ロッツガルドへは、うまく……言っといて」

　ずっと僕を眠りに引きずり込もうとする疲労に抵抗していたけど、神様ももういないし……。

　ふう。

　急速に意識が遠のく。

　何もかも久しぶりだ。

　くっそぉ。

　いつか女神と戦うならば……その時は絶対に、立って奴を見下ろしてやる。

　ギリギリなんて御免だ。

　見てろ、お前を……絶対に、圧倒してやる、から……。
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「さてと。アテナちゃん、痛いところはどこかな～？」

　ニヤけ顔のスサノオがアテナににじり寄る。

「セクハラです、クシナダ様に訴えます」

「直で妻に行くのかよ!!」

　三柱の神々はヤタガラスに乗って、日本が存在する──真が元いた世界へ帰還する途中、真とアテナの戦いを振り返って話の種にしていた。

「漫才は後にせよ。で、アテナの嬢ちゃん。実際防御に使っておった左腕は感覚がなかろう？」

　大黒天がそう指摘すると、アテナは表情を引き締めた。

「……いえ、右もです」

「途中、真に相当追い詰められたよな？　あの時はいつお前が本気装備を召喚するかと、俺らニヤニヤが止まらなかったんだぜ？」

「人間……いえ、あの娘が調整したヒューマン相手に、そんな真似が出来ますか」

　アテナは腕を組んで仁王立ちする。

「ほれ」

「ひゃうっ!!」

　大黒天がその直立する足を小槌で軽く打つと、アテナは腰砕けになってへたり込んだ。

　流石はシヴァ──ではなく、単なるアテナのやせ我慢だった。

「真の魔力体に発想を得て、自分の魔力で自身の体を動かすとは大したもんじゃ。一人マリオネットじゃな」

「あれで真から流れを奪い取ったな。後は集中力を切らしたあいつが、一気に攻めを焦って自滅に近い力業を連発。流石はアテナ、年の功だな」

「私はまだ若いです！　歳がどうのなんて、お二人に言われたくありません!!」

『わはははは!!』

「ま、あの分なら真の奴、女神とやっても大丈夫だろうな」

「十中八九は問題なかろうな。大したもんじゃ」

「……実際、プライドだけで押し切ったのは認めます。あの子、既に人間として見てもその枠組みを超えつつあります」

「されど、ヒューマンなんだが……。あそこには生きっ粋すいの人間が二人も入り込んだからな。既に詰んでいた未来を女神が捻ねじ曲げるのに有用だったからだろうが、人間と真が合わさるとコトだろうな」

　人間である二人の勇者と真の接触に、懸念を見せるスサノオ。

「鑿のみと玄げん翁のう、に近いな。人間が可能性を少しでも刺激すれば、真はそれを後から強烈に叩き込んで開いてしまう。二人の人間によって無数に広がった並行世界の処理は、実に面倒じゃったわ。真が加速させた影響も少なからずあったじゃろうな」

「その処理の最後の後始末、〝贈り物〟とか言って真にやらせる気でいるだろ、爺さん。面倒な仕事の仕返しか？」

「ほほほ。若いうちの苦労は買ってでもするのが良いんじゃよ。嬢ちゃんはもう会う事もないだろうと言ったが、なかなかどうして。儂は再会もあると見たな」

「……賭けるかい？」

　悪い笑顔を見せて賭けを煽るスサノオに、大黒天は頷いてみせる。

「おうとも。嬢ちゃんは会わない、儂は会う。スサノオはどっちじゃ？」

「俺は、会うだな。ありゃあ、歩くビックリ箱だ、今後もいくつか不可能を可能にしそうな気がする」

「ちょっと、私は賭けをするなんて一言も！」

「おいおい、アテナ様ともあろう方が、自分の発言に自信がないんですか？　適当な事言っちゃうなんて、あの女神と同じなんですかぁ？」

　アテナは勝手に話を進める二人に抗議の声を上げたが、スサノオにこうまで言われてしまうと引き下がれない。

「うぐっ」

「なあに、大した賭けじゃねえって。ほんのお遊びお遊び。気にするな！」

　納得いかない顔で唸うなっているアテナの背中を、スサノオはバンバン叩いた。

「それとは別に二つほど聞きたい事があるんじゃが、良いかな、嬢ちゃん」

「なんでしょう？」

「一つは真の力よ。月読殿の力、真の中でどのような変質を遂げておった？」

「それは……」

　言い淀むアテナ。

「隠すなよ？　お前がそこに興味を持って真を探ってたのは先刻承知だぜ？　だからこそ、お前に真の相手をやらせてやったんだからよ」

　スサノオもアテナの見解を聞きたがっていた。

「……抜け目のない事。それに、お二人とも既に想像はついておいででしょうに」

「やはり、亜空とかいうあの場所か？」

「ええ。空間を操る者との契約が引き金でしょうが、大量の神力を消費して、ちっぽけな空間を世界にまで広げたようですね。元々、彼の能力の成長に使われるはずだった部分の殆どが持っていかれています。ある意味で、彼とあの世界は繋がっていると言えますね」

「それで、兄貴の力の顕けん現げんがあの妙な干渉能力だけになっていたのか。あれ、なんとも中途半端な能力だったからな。〝界〟とかいったか。影の薄さだけは兄貴ばりだったが」

「いかに古き神とはいえ、月神の力が創造に寄き与よするなど極めて珍しい事例じゃが。あるいは人と神の関係に新たな可能性を示すものかもしれぬなあ」

「亜空とかいう場所がやたらと日本チックだったのは、あいつのホームシックが影響してるってわけか。女神が見つけたりでもしたら面倒が増えるところだったな、しかし」

　スサノオが呆れたように真の世界を思い出す。

「それも多少影響していると思います。あちらは、あの娘には干渉出来ないようにきちんと対処しておきましたから、もう心配いらないでしょう」

　大黒天が大きく頷く。

　納得いったのだろうか。

「では、もう一つじゃがな。真の〝必中〟、やはり面倒じゃったか？」

「……ええ。あれはかなり厄介です。それに戦闘に没入したあの子は、感情が相当麻ま痺ひしているのか、容赦がなく、徹底的な戦いをしますから。何度も何度も執しつ拗ように狙われて、遂に腕があがらなくなった時には、正直ぞっとしました。今思い出しても背筋が冷えますね」

「やれやれじゃ。あの子が開花させていく才能は弓の才だけで良いんじゃがなあ。真にとってもその方が良かろうに。既にあの必中は弓だけでなく魔術にも応用されとるし」

　大黒天はすっと目を細めてスサノオを見る。その顔には若干の非難の色が混じっていた。

「おいおい、俺はもしも真が神と戦う事になっても、なんとか切り抜けられるように助言しただけだぜ？」

「……それだけで済むのを祈るほかないのが、どうにも歯は痒がゆいのう。次にあの世界の事を聞くのが破壊依頼でない事を願っとるよ」

「それは俺も同じだ」

「私もです。神が関わったがために滅んだ世界も、悲しい事にいくつも存在しますから」

　突然真を訪ねた三柱の神。

　彼らの残した贈り物に出会った真が叫ぶのは、そう遠くない未来の話だ。
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「そういう事……前進には間違いはないけど、やってくれるわ」

　腕組みをした女性が、険しい顔つきで北を見つめながら呟いた。

　ステラ砦跡から北に数キロ行った寂しい草原にテントが一つ。その周りには、先ほど言葉を発した女性を含む複数の人影があった。

「戻るわ。冬の行軍が難易度が高いってだけじゃない。少なくとも今年から北への進軍を始めるのは完全に候補から消えたわね」

　しばらくの間、目を閉じて静かに考え事をしていた彼女は、腕組みを解いて溜息を一つこぼした。

「やはり、何もありませんか」

　魔術師風の男が背後から女性に声をかけた。

「ウーディ。ええ、恐らく。北へ向かえば妨害ならあるでしょうけど、私達が助けを得られそうな人や街なんて期待出来ないでしょうね。拠点を築きながらの北進か。魔族を相手にするって、本当に面倒な事なのね」

　そう答えたのは音無響──リミア王国の勇者だった。

　今この荒涼とした草原には、彼女とそのパーティの面々、それに護衛の騎士が数名いるのみ。

「お姉ちゃん、じゃあ……」

　続いて、和装に近い装しょう束ぞくを纏った小さな女の子が遠慮がちに口を開いた。

　響と行動を共にするローレルの巫女、チヤだ。

「ラルヴァ殿が残した言葉に従うって事になるわ。もう少し先になるとは思うけど、チヤちゃんの里帰りね」

「そっか……ローレルは久しぶりだなあ。皆、元気かなあ。彩律はきっと、変わらないけど」

　響と同じく難しい表情を浮かべていたものの、チヤのそれはポーズだったようで、故郷ローレルの名が出た途端に口元に笑みが浮かんだ。

「さ、冷えてくる前にテントに入ろう、チヤちゃん。ウルに戻って、今度は南に行く準備だ」

　響はチヤの背を押してテントに戻るように促す。

　明るい調子の言葉だが、彼女の表情は依然硬く、目も笑ってはいなかった。

（あの日、王都が攻め込まれたあの後。ラルヴァもあの白い人もいつの間にか消えていて、代わりにメッセージだけが残されていた。──チヤちゃんをローレルへ里帰りさせろ、か。意図は分からないけど、あのラルヴァの言葉なら従ってみる価値はある。途中で学園都市ロッツガルドにも寄れるしね。陛下とヨシュア様が一目置くクズノハ商会もそこにある。澪さんや、今まで会えずじまいだったライドウって人もそこにいるのかしら。ただの勘だけど、あのラルヴァと白い人も、クズノハ商会と関係ある気がするのよねえ……）

　響はあの日、王都ウルで九死に一生を得た。ラルヴァと名乗るリッチと、彼の主らしい白い鎧を纏った人物に救われて。

　なんとも出で鱈たら目めな二人だったと彼女は記憶している。

　かなり力を付けたと自負のあった響を軽く上回る彼らの力の異質さは、彼女が辺境都市ツィーゲで知ったクズノハ商会の者達に似ていた。

（そして、詳細が伝わってこないイルム君の死の真相も、ロッツガルドにある。まだ小さいチヤちゃんを一度ローレルに帰すのは私も考えていた事だし、冬の間にこなしておくのは悪くない。……うん、決まり。陛下にお願いしよう）

　道もまともに残っていない荒野を、一度だけ振り返る。

「焼き払ったってレベルじゃない焦しょう土ど作戦。季節もまんま、冬将軍とナポレオンかしら。どこまで陰湿な。まったく、こんなのゲームだったら開発会社は炎上ものよ。勇者相手に仕掛けてくる作戦じゃないっての」

　少女の呟きは風とともに消える。

　冬はもう、間近だった。
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　魔族の本拠──そこはヒューマンが暮らす街と殆ど変わらぬ都市だった。

　古いが堅けん牢ろうな城とそれを囲む城下町で構成されている。

　この時期でも既に雪が深く積もり、朝夕の時間など、音のない静寂が支配する。

「……そうか、レフトはやはり自分がそこにいた理由を知らぬか」

　城の一室で魔王とロナの深刻な会話が続いていた。

「はっ。一部記憶を失っているようです。少なくとも、我らが調べた範囲では細工の痕跡はないようですが。ケリュネオンから逃亡してきた兵士の情報によりますと、魔物による進軍があったと推測出来ます」

「あのような場所、魔将を退しりぞけてまで欲する者がいるとも思えぬが。事実、連絡はつかず、斥せっ候こうも帰らず、付近の転移陣は丁寧に全て破壊されていた、か……」

　魔王の口から独白が漏れ、しばし彼は考え込むように口を閉ざす。

「ロナ、何か情報はあるか？」

「申し訳ありません。私の方でも調べさせておりますが、何も。相手からの接触も一切ございません」

「……ヒューマンの作戦ではないようだが、頭の痛い事だな。引き続き調査を、ただし被害の状況に応じて指示は変える。徒いたずらに兵の命を失うなど許されんからな」

「御意」

「ステラ砦以北を見たヒューマンどもが、即座に侵攻を始める事はあるまい。リミアの王都、グリトニアの帝都、ともに被害も大きいのだしな。イオ、ロナ。よくやってくれたな」

「……いえ。我らは任務を果たせませんでした。そのようなお言葉は……」

　魔王の労いの言葉を受けた魔将イオが、畏かしこまってその巨体を縮こまらせた。

　王と側近である魔将二人の他に、この部屋にいるのは四人。皆若く、発言する事もなく腰掛けていた。ただ会話に対して真剣に耳を傾けている。

「右に同じく。私は情報収集を命ぜられながら、ケリュネオンの一件を何一つ把握出来ておりませんでした。懲罰が妥当かと存じます」

　魔将ロナも、イオと同様の考えなのか自らの失態を省かえりみて苦にが々にがしく顔を歪めた。

　巨人族と魔族……種族は違えど、その表情は同じ。王からの命令を果たせなかった悔いを滲ませていた。

「ふっ、気にするな二人とも。反省は構わぬが、引きずらずに切り替えてくれ。イオは南方で錬兵を頼む、ロナは例の……クズノハ商会との会談の設定を頼む」

「お任せください」

「ただちに整えます。幸い、ライドウはまだ我らと会うのに前向きな様子ですので」

「ライドウ……か。ロッツガルドの報告を聞く限り、イレギュラーな存在には違いないようだが……楽しみでもあるな」

　魔王が笑う。

　今回の一件で、ライドウに策を一つ潰されたに等しいが、魔王にはそれを気にする様子がまるでない。

　少なくとも表面上は。

　そしてその場でもう一人、ライドウの名に強く反応する者がいた。

　反応したのは、同席していた四人のうちの一人だ。

「陛下、私もライドウという者に会ってみたいです」

「サリか。何か感じるものでもあったか」

「はい。気になります。ロナからの報告を見ましたが、極めて異質な商会と考えます」

　サリと呼ばれた娘は、まだ風貌に幼さの残る魔族だった。

　しかし、その口調も目つきも大人顔負けの冷静さを備えており、それがどこかアンバランスな雰囲気を生み出している。

「ふむ、何をもって異質と考える？」

「クズノハ商会……彼らは安定しすぎています。出来てから日が浅く、規模はさほど大きくもないのに、焦りを全く感じない。普通なら一年一年が存亡に関わる時期であるというのにです。まるで全て自ら賄まかなえる……つまり、自給自足でも出来ているかのような」

「自給自足？　商会にはしっくりくる言葉ではないな」

「私もそう思います。そもそも彼らは本当に〝商会〟なのか。そのような疑問すら感じております。ですので、私も直接ライドウなる者を見てみたいのです」

「……許そう。他に同席したい者がいれば申し出よ。余の子であるのだから、ライドウも拒みはせぬだろうしな」

　魔将の他にこの場にいる四人は、魔王の後継者候補……魔王の〝子〟である。

　だが、血の繋がりがある者だけではなかった。

　魔族の王は、ヒューマンとは選ばれ方が根本的に違う。

　王家の血筋に限らず、優秀な子が集められ、王たるに必要な教育を受ける。

　何度もふるいにかけられて、今残っているのが彼ら四人だった。

　発言したサリは末っ子で、一番年齢が低い。

　内政や外交の資質は他の候補に劣る部分もあるが、彼女は情報の扱いに長けている。

　魔将の中ではロナに近い。




　会議が終わった後、ロナがサリに声をかけた。

「サリ様、クズノハ商会に興味をお持ちですか？」

「ロナか。先ほども陛下に申し上げたが、お前の報告にあったライドウに興味がある。陛下は今後の戦争の要素の一つとして、彼かの者を見定めるおつもりのようだが、私は少し違う」

「戦争とは関係がないと？」

「私は魔族の未来に貢こう献けんする存在か否いなかという面でライドウを見極めたい」

「未来、ですか」

「そうだ。戦争がどう決着しようと、魔族の未来は続く」

「サリ様……お言葉ですが、戦争に敗北すれば、未来もなくなりましょう」

「私はそうは思わない。いや、そう考えて戦争に勝利しようとするのは正しい。だが、違う見方をする者がいても、保険にはなろう？」

「……将として軍を与あずかる身としては頷けませんが、お考えの一つとしては分かります」

「お前はそれで良い。既に気付いているだろうが、私は魔王の椅子にさほど執着はないからな。故に、そのような考えもするのだと思ってくれ」

　会話の内容が大人と子供のそれではない。

　サリが特殊な教育を受けているのは、誰の目にも明らかだった。

「決してサリ様が他の方々に劣るとは思えませんが、何故今からそのように引いたお考えをなさるのですか？」

「内政ならばロシェ兄様、外交ならばセム兄様、軍事ならルシア姉様がいるからだ。私はロシェ兄様が次期魔王になり、他の皆が盛り立てていくのが最良と考えている。誰が魔王に選ばれたとしても、争いなくその形になるように立ち回るのが私の役目と捉えておるのだ。余程の事が起こらぬ限りは、な」

「……」

　幼い体に見合わない達観した思考に圧倒され、ロナは思わず足を止めてしまった。

「そう難しい顔をするなロナ。私は実はお前の話を聞くのが一番楽しい。今日も講義を頼むぞ。クズノハ商会の続報でも構わぬ」

　少女は立ち止まるロナを置き去りにして、どんどん先に進んでいく。

　ロナはその確かな歩みをしばらく見ていたが、やがて何かを振り払うように頭を横に振り、再び歩き出した。




　クズノハ商会と魔族の会談は近い。

　真は挨拶程度だと考えているが、それだけで済むはずはない。

　思わぬ神の助力で魔将レフトの一件を乗り切った真。しかし、その程度は前兆にすぎないという事に、まだ彼は気付いていないだろう。

　ゆっくりと、だが確実に、勇者と魔族の足音がクズノハ商会に近づいていた。
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　焼肉ならいけるんじゃないか。

　不意にそんな考えが頭に浮かんだ。

　今僕の目の前には、机に肘を突きながら俯いて、祈るように両手を組んだ中年男性が一人。

　ここには僕と彼しかいない。

　営業時間外の飲食店のホールなのだから、人ひと気けがないのは当然ともいえる。

　一方、厨房の方には夜の営業開始に向けて仕込みをする数人の料理人達の気配があった。

　目の前でうなだれている彼が、ここの店主である。

　彼は大事な相談があると言って、深刻そのものな表情で僕に近づいてきた。

　店が休みの日にすればいいのに、と言いたいところだが、この世界では店の休業日というのが極端に少ない。

　勤勉だからという理由ではなく、単に労働環境が悪いのが当たり前だからってのが世せ知ち辛がらい。

　不測の事態が起きなければ、どの店も年に数日くらいしか休みがない、という状態がまかり通っているのである。

「焼肉ならどうだろう？」

　先ほど浮かんだ考えを口に出してみた。

「……焼肉？　ライドウさん、確かにウチは肉を焼くのが本業ですが」

　深い溜息をついて俯いていたご主人が顔を上げた。

　確かに、ここは肉屋だ。

　それはもう潔いほどに肉屋で、屋号も「肉屋」なら、提供しているものも八割──いや、九割は肉関係だった。

　そしてここは、僕がツィーゲの街に来て最初に食で感動したお店でもある。

　巨大な骨付き肉、通称〝漫画肉〟。

　……まさか現実で食べられるなんてな。

　うん、今思い出しても素晴らしい感動だった。

　それ以来、ちょくちょく寄っては楽しませてもらっている。

　だから店の主人の顔もなんとなく知っていたわけで、こうして突然相談を持ち掛けられても聞く気になった。

　最近クズノハ商会の名前が売れてきたのもあって、やたらと声を掛けられたり会談を望まれたりするようになったから、見知らぬ人に約束もなく直接話を持ってこられても応じないようにしてたんだけどね。

　相談の内容は至って簡単。

　このところ店の売上は右肩下がりで、店主自ら色々と策を講じてはみたものの一向に回復する気配はなく、低迷が続いている。

　ツィーゲの街自体は日増しに活気づいていて、新規の飲食店もどんどん数を増やしているというのに、昔からある肉屋は一方的に客を失っている始末。

　飲食店同士の集まりでも、古参という立場をかなぐり捨てて流行はやりのお店に話を聞くなどしていたみたいだけど、全く改善しなかった。

　そこで、見事に活況の波に乗っているクズノハ商会の代表なら何か凄いアイデアを持っているかもしれないと考えたようだ。

　違うか。まさに藁わらをも掴むって感じで、こうなったらクズノハの代表でもいい、とにかく話を聞いてくれ──ってところだろうな。

　最初は畑違いのクズノハ商会に相談を持っていくのに、躊ちゅう躇ちょしたのは間違いないだろう。

　もっとも、この部分はご主人の話しぶりや態度から僕が感じた印象だ。

　ご主人の話にもあったけど、最近のツィーゲじゃ、どの業界でも古参と新規の間で対立が起きている。

　伝統対流行──みたいな分かりやすい構図もあれば、もっと根深い問題を抱えている事もある。

　飲食関係においては、前者の溝があるようだ。

　肉屋のように、昔からこの街にある店は冒険者向けの食事がメインで、通常は夜だけ営業して、何かしらのお祭りや催しがある日は昼も開ける事がある、といった業態。

　僕が来た頃のツィーゲだと、昼ご飯を提供するお店は全体の半数以下だったが、今は昼メインの店も結構多い。

　どこかのアドバイスを取り入れたからか、肉屋も今はランチ営業を始めているし、女性受けや、商人とその身内を狙ったオシャレなメニューを新しく増やしてもいるらしい。

　ただ、それでも客は減る一方なのだとか。

　どちらも悪くない考えだとは思う。

　けど、どっちもツィーゲの昔からのスタイルじゃない。明らかに新規開店組の手法だ。

　ツィーゲでもかなりの老舗しにせである肉屋が、そういう新参のお店に頭を下げて助言をもらうのは、相当勇気が必要だっただろうってのは想像に難かたくない。

　尊敬する。

　ただなあ……。

　古参の店のシェアをいくらでも削りたい立場の新規店の店主達が、肉屋のために本気のアドバイスをするかな？

　この生き馬の目を抜く今のツィーゲで？

　考えにくい。

　ランチやオシャレメニューもただ真似してやればいいってわけじゃなくて、この店なりの売りを作らないと売上向上には繋がらないだろうし。

　僕はいつも同じものばかり注文していたからあまり気にしてなかったけど、言われてみれば、最近この店のメニューから肉関連が減って、妙な新メニューがいくつか出てきていた気がする。

　改めて、テーブルの上のメニューを手に取ってパラパラと眺めてみる。

　……うん、カオスだ。

　スイーツでよく名前を聞く香草を練りこんだ麺めんやらバゲット──これらはまだいい。極めつけは、ずらりと並んだジャムと肉のコラボメニュー。甘辛の組み合わせに人生を懸かけているんじゃないかと思えるほどだ。

　メニューの名前だけは可愛らしいくせに、出てくる皿はボリューム超重視。

　おまけに、肉屋なのにデザートのメニューが数ページある。

　これはあれだ……壁に手を当てて進む基本の脱出法じゃ抜け出せない、特殊な迷路に迷い込んでいる感じだ。

　僕なんかに話を聞きたくなる気持ちも分かる。

　そして、僕も反省しないと。

　行きつけの店でいつも同じようなメニューしか頼まないせいで、相談されるまでこんな事になっているなんてまるで気付かなかったわけで。

　普段からもっと色んな事に目を向ける努力が必要だ。

　で、さっきの僕の閃ひらめきに至る。

　焼肉だ。

　面白い。

　いいよ、珍しくどんどんアイデアが浮かんでくる。

　正解かどうかまでは流石に分からないけど、この店が本来持っている強みとの相性もばっちりだ、と思う。

　飲食業は畑違いではあるけど、この相談を最高の結果に繋げるのは、商人としての良い経験になるハズだ。

　うん、やる気もかなり高まってきた。

　スケジュールは厳しい。

　やるべき事は日々増えていく。

　でも、やってみたい。

「ライドウさん？」

　僕が随分長い間物思いにふけっていたので、ご主人は心配そうに声をかけてきた。

「あ、はい。説明が足りませんでした。私の故郷には少し変わった焼肉がありまして、このお店でも出来るんじゃないかと思ったんです」

「変わった焼肉ですか。しかし肉では……。私も料理人達も、最初に拘こだわったのは当然そこです。事実、味付けも種類もあらゆる手を尽くしましたが、流行という波の前には歯が立たず……くっ……」

　ご主人は悔しさに言葉を詰まらせた。

「結果、お客さんはどんどん減っていったんですよね」

「ええ。一体何が悪かったのか、どうすれば良いのか……恥も捨て、老舗の仲間からの嘲あざけりも構わず、流行りの店に片っ端から話を聞いたりもしたというのに！」

　どんっ、と机を叩く大きな音が、ホールに響く。

　ご主人は無念そうに歯を食いしばっている。

「私の代で……それもかつてなく街が成長しているこの時に店を畳たたむなど……出来ない。出来るものか!!」

　代々受け継いできた意地か。

　何代目なのかは知らないけど、このご主人は豪遊して先祖からの財を使い切ってしまうような、駄目なお坊ちゃんじゃなかったんだな。

　そういう人が主なら、この店はとっくに潰れてるか。

　素材、観光、雑貨に宝飾……今のツィーゲって、かなりシビアな競争をしている業界もあるから。

　その点では、まさに外食業界も当てはまる。

「素人考えではありますけど、お客さんが減ったのって、ここの変化が気に入らなかったからというのもあると思うんです」

「変化が気に入らない、ですか」

　僕の言葉を聞いて、ご主人は意外そうな顔をした。

「たとえばですけど、僕だったらいつも頼む漫画肉がなくなったら、ここにはもう来ないと思います」

「漫画肉……？　ああ、アレですか。誰がそう言い出したのか、最近では漫画肉何個と注文するお客も増えてきたんですよ。ちゃんと名前は別にあるのに、どうしてなのか……」

　すみません……僕のせいだと思います。

　首を捻ひねるご主人を前に、僕は心の中だけで頭を下げておく。

「結局、ここの人気の大本は肉です。サラダやデザートのファンだっていう人は少数派です。これは間違いありません」

「まあ残念ながら、そうですね」

「そこなんですよ。多分ですけど、それって〝残念〟じゃないんです」

「残念じゃない……といいますと？」

「肉ならここだって思っている人が既に一定数いる……これって老舗の、肉屋ならではの強みじゃないですか？」

「ウチの強み……」

「なのに、デザートに力を入れて肉のメニューを減らした。お客さんの中には、自分にとっての定番メニューが消えて肉屋を見限った人もいたはずです。お客さんが減ったという事は、言い換えれば、増えたメニューで喜んだ人以上に、減ったメニューで店を去った人が多かったという事じゃないでしょうか」

　柄がらにもなく熱く語ってしまった。

「確かにそうなのかもしれません。私は客が減ったのはどこかよその店に取られたからだと決めつけて、とにかく新しく出来た店の看板メニューを元に、ウチのテイストを加えて新しいものを料理人達に作らせてきただけでした」

　……そ、それはそれで、結構えぐい新規潰しのような気もする。

　迷走さえしていなければ、横よこ綱づな相ず撲もうで勝ち組になっていたんじゃないだろうか。

　となると、その迷走を助長する声が身近にあったとか？

　たとえば、表面的には親切そうに肉屋にデザートやランチ営業を勧めた人とか？

　……こわ。

「だから、結局は肉じゃないかと思ったんです。肉屋はあくまで肉に拘り抜いて、肉料理ならばどんな新規店舗が出てこようと、ドンと構えて迎え撃つ。どうでしょう」

「理想的な話ですが……既にパイを奪われた今、そのやり方では手遅れじゃありませんか？」

「まだ手遅れじゃありませんよ。ただし、僕のアイデアを聞く前にいくつか約束をしてください。まずデザート路線を捨てる事、次に当面ランチ営業はなしにして、夜の本営業だけにする事。最後に、この路線で進めていく間は他の意見に耳を貸さない事。約束出来ますか？　僕の読みではかなり勝率の高い賭けだと思いますけど、最後の決断はご主人にお任せします」

　ご主人はブツブツ独り言を言って悩み始めた。

「かなり勝率が高い……？　畑違いの……いや、しかし実績を見れば、彼の読みはこれ以上ない成功を導いてきている。だが、今の売上で昼の営業までやめたら、何ヵ月店が保もつか……。それにデザートを求めてくる客も確かにいるんだ。しかし、客数の減少は目を逸らせん事実。では今の私に次善の策はあるのか？　あのクズノハ商会の代表がかなり勝率が高いとまで言う、それに見合うだけの策が……」

　あれ？

　そこまでのつもりで言ったわけじゃなくて、どちらかっていうと単なる勢いなんだけど。

　もしかして、クズノハ商会の代表って立場で発言すると、それなり以上の信頼性があるように受け取られる？

　というか、ここで肉屋に肩入れすると、自動的に肉屋を潰そうとマイナスの入れ知恵をしている人達と対立する事になるかもしれないな……。

　目の前でご主人が考え込む姿を見て、僕も色々と可能性を想像する。

　……まあ、なんとかなるか。

　マイナスの入れ知恵云々だって、今のところ僕の想像にすぎない。実際は単にこの店の空回りによる自滅にすぎなかったって事もあり得る。

　ついでに、肉屋がなくなるデメリットを考えてみたら、大抵の飲食店から出入り禁止を食らう方がマシだ。

　僕としては、漫画肉が一番美味いこの店に潰れてほしくはない。

　うん、おっけー。

　我、肉屋魔改造目指して全力を振るう所存。

「……ライドウさん」

「はい」

「よろしくお願いします」

　立ち上がったご主人が深々と頭を下げてそう言った。

　契約は成立した。





◇◆◇ライアン＝ニクヤ◆◇◆






　かつてここは、ツィーゲで冒険者がルーキーと呼ばれる時期を乗り越えると、決まって祝宴を開く店だった。

　そこから中堅以上に実力をつけた冒険者達は徐々に店を離れる傾向こそあったが、変わらず愛し続けてくれる常連も多い、街の老舗の一つである。

　俺はここで生まれ、彼らが土産代わりに持ち帰ってくる冒ぼう険けん譚たんを聞いて育ち、そしてやがて当たり前にこの店を継いだ。

　肉屋十六代目店主、ライアン＝ニクヤ。

　それが俺の名前だ。

　十代目がはっちゃけた人だったようで、この店と一族は一いち蓮れん托たく生しょうだからといって、元々ゼロスだった家名をニクヤに変えた。

　親父は十代目の事を頭のネジがぶっ飛んだ変人だと憤いきどおっていたが、卓越した肉の知識を持ち、肉屋の名を不動のものにした天才料理人としても知られる十代目を、俺は尊敬している。

　家名変更もよくぞやってくれたと思っているし、親父が悪口として語った彼の逸いつ話わは、俺には英雄譚に近い感動をもたらした。

　時の領主を料理で感動させ、その褒美として家名の変更を認めてもらっただなんて……。

　すげえ。

　何度思い出しても、あの話は背筋が震える。

　しかし、その栄誉ある肉屋が俺の代でかなりまずい事になってしまった。

　街は稀まれに見る好景気で、長年ここに住んでいる俺でさえ目を疑うような発展を遂げている。

　飲食店は次々にオープンして、店の数は増える一方。

　当然店が見込むだけの人の流入も前例にないほど多い。

　にもかかわらず、肉屋からは徐々に客足が遠のいていくばかり。そしてその流れは一過性のものではなく、今に至るまで続いている。

　俺だって考えうる手は全て打った。

　料理の改善もした。価格だって暴利を貪むさぼるような設定はしていない。

　恥も外がい聞ぶんも捨てて流行りの店を食べ歩き、話を聞き、客筋を見極め、肉屋への客の回帰に繋げようと全力でメニューを開発させた。

　結果は散々だ。

　すくった水が掌てのひらから少しずつこぼれていくように、経営の悪化が止まらかった。

　そんな時、俺は常連の一人が今をときめくあのクズノハ商会の代表である事に気がついた。

　給仕に確認すると、どうやら商会を開く前からここに通ってくれているらしい。

　確かレンブラント商会に間借りしていて、やたら厚こう遇ぐうされていると聞いた覚えがある。

　それに、商会では料理というほどの物ではないが、食品もいくつか扱っているんだとか。

　なんでも屋が扱う食料品。

　正直に言えば、最初は興味がなかった。

　行列が出来るほど好評だという噂を聞いても、物珍しさが先行して客が並んでいるだけで、すぐに飽きられると思っていた。

　だが結果はどうだ。

　彼らは今も絶える事なく行列を維持し、その人気を博し続けている。

　俺が偵察に行った他の飲食店の店主達の口からも、クズノハの名はよく出てきた。

　つくづく、自分に嫌気がさす。

　俺は肉の目め利きき程度しか出来る事がない。

　料理自体は料理人任せだし、最近開発させていたデザートなんて完全に門外漢だ。

　努力していたつもりの経営だって、人気になる店を見抜く事さえ出来ない。

　もう捨てる恥もプライドもない俺は、クズノハ商会の店に置かれている食品関係を取り仕切っているらしい、澪という幹部の女性とどうにか接触出来ないか模索した。

　冒険者や商人連中とのコネを駆使して彼女との面会を望んだが、ついに叶わず。

　失意のどん底だったが、レンブラント商会主催の定例会後の帰途で商会の代表であるライドウを久しぶりに見かけて、これに賭けた。

　このままではジリ貧ひん。

　人の目もある状況で敵が多い彼と接触する事がどういう意味を持つかも、今となってはどうでもよかった。

　いつも各所を飛び回っていて忙しい彼の事だから、次に会えるのはいつになるか分からない。

　肉屋を潰したくない──その一念だけで声をかけた。

　店の常連だった事が幸いして、先方は俺の事を知っていたらしい。

　早速半ば引きずるように店に招き、話を聞いてもらった。

　当初の目もく論ろ見みとしては、彼を通じて澪という女性の知恵を借りるつもりだったのは、確か。

　このライドウという商人自身の能力については、疑問符を浮かべる者も多い。

　商会を成功に導いたのは、彼の周りの優秀な人材、それに特殊な品物の仕入れルートや希少な種族との良好な関係があったからだと認識されていたためだ。

　商会の評判とは対照的に、彼については酷い評価ばかりで、しまいにはパトリック氏の男だん娼しょうであるという噂さえ流れるほどだ。

　──だが、彼で正解だった。彼こそが俺を、肉屋を救ってくれる。

　噂なんてものは、あてにならない。

　頭では分かっていても、それに踊おどらされていた自分が恥ずかしい。

　そもそもあれだけの商会を営いとなむ代表であり、彼のもとに傑けっ出しゅつした人材が集まっているという事実が、彼自身の無能説を否定しているというのに。

　あの日、ライドウさんは、私に彼の故郷の焼肉を提案してきた。

　肉で客の心を掴めなくなったからこそ数々の改革を試みたというのに、肉に戻れとは……何を言い出すのか。一瞬、失望の念が頭を掠かすめたのは否定出来ない。

　だがその際、彼は自信ありげにこう口にした。

〝かなり勝率の高い賭け〟と。

　連戦連勝、老舗だろうと他業種だろうと、言葉ではなく客数と売上で全てをねじ伏せている気き鋭えいの商会の代表が、そう口にしたのだ。

　更に彼がこのアイデアを提供するに当たって、提示してきた条件の内容にも心が震えた。

　苦労して準備した挽回のための手……デザートや昼営業をやめろと言う。

　だが、そこにはきちんと意味があった。

　彼はそれをちゃんと後で説明してくれた。

　そしてもう一つ、他の連中の言葉に耳を貸さない──いや、踊らされない事。

　おそらく、俺の一番の敗因だ。

　俺が少し悩みを打ち明けただけで、彼はきっとそこまで見抜いていた。

　彼が無能など、本当にとんでもない誤解だ。

　運だけでも人脈だけでもない。彼には何かがある。

　所しょ詮せんあの代表はお飾りの商会だと侮あなどった連中が、クズノハ商会と勝負出来るわけがない。

　今ならばそれが分かる。

「では契約完了ですね」

「あ、いや。まだライドウさんへの報酬を決めてませんが」

　ここまで彼は、アイデア料とか、契約金とか、とにかく金の話は一切しなかった。

　いくらむしり取るつもりなのかと戦せん慄りつを覚える。

　ところが……。

「報酬？　別に商会でやる仕事じゃありませんし、僕も楽しめそうですから、お志こころざしで結構です」

「こ、こころざし？」

「ええ。成功したらお気持ちで頂ければいくらでも結構ですよ。それで、故郷の焼肉なんですけどね……」

「……」

　彼のその態度は利益の追求とは対極、およそ商人としては考えられないものだった。

　失敗したら報酬はいらないと言外に示し、かつ成功してもその額はこちらで決めれば良いと──本気でそう言っているのだ、この若すぎる成功者は。

　なら銅貨一枚でも文句はないのか。

　だが、喉元まで出かけた俺の言葉は、彼の焼肉革命構想の前に砕け散った。

「明日、とりあえずの試作品を持ってきますけど、そんな物よりもまず、調理の仕上げをお客さんにしてもらうというのが肝きもでして……」

「な、ど、はぁ!?　お客さん!?」

「このメニューでは、基本的に薄く切った肉を生で皿に盛って提供します。それを客席でお客さん自身に焼いてもらって、火加減も含めお好みの段階で食べてもらうというのが、故郷の焼肉スタイルです」

「あの、確かに斬ざん新しんなアイデアだとは思いますが、肉によっては焼き加減を素人しろうとの客に委ねてしまったら危険なものも多いのですよ」

　そう、客に肉を焼かせるという事は、単に美味さや柔らかさが担保出来ないというだけの問題ではない。どの程度火を通せば安全かという食の根本に関わってくる。

「だから、基本的に提供する肉は薄く切って火を通りやすくするんですよ。それに牛肉……じゃない、ええっと……こちらだとイッカクとかその亜種の肉だと、レアでも美味しく食べられますし、逆に豚……タングゴートやルシアオークなんかは、しっかり焼く必要がありますよね。その辺りは店のメニューにきちんと注意書きを載せればいい。もちろん店員からも提供の際に一言添えてもらいます」

　この話を聞く限り、彼は人並み以上に肉の知識を持っているようだ。

　それに、薄く切って火を通りやすくして提供するというのは良い考えかもしれない。

　説明を徹底して導入さえ乗り切れば、新商品として使えるか……。

　この焼肉──実際にはただの新商品どころの騒ぎでは済まなかったわけだが、その時の俺はまだ、この革命を新しいメニューの提案程度にしか思っていなかった。

「なるほど……」

「自分で焼くって独特の楽しさがあるんですよ。仲間内でわいわいやるのにも向いてるし。肉屋さんの持ってる強みを物凄く活かせるはずです。何より、少し対策しておけば、他店も簡単には真似出来ないというメリットもあります」

　自分で焼く楽しさねえ……俺にはあまりピンとこなかった。

　肉にも、その調理風景にも、明らかに慣れすぎていたからだ。

　確かに、俺には客の目線というものが欠けていた。

　だがそれはともかく、ライドウさんの言った最後の一言がどうにも気になる。

　彼は明らかにおかしな事を言った。

「確かに面白そうですが、真似するのは簡単では？　焼く設備はウチが導入すればどこだって同じような物を作れるでしょうし、肉を切って提供するだけなら、それこそ屋台でだって出来ます」

　いささか不ぶ躾しつけな質問ではあったが、彼は機嫌を損ねるどころか、楽しそうに頷いた。

「ふふふ。そうお考えですか。うん、うん。なら続きは明日ですね。完全な形ではありませんが、実際にやってみましょう。ライアンさんの方では特に準備は必要ないですよ。今日と同じ時間にまたここを開けておいてください」

「は、はい。分かりました。よろしくお願いします」

　若干の不安はあったが、ライドウさんの目に迷いはなかった。

　それどころか、彼は自信に満ちていた。

　半信半疑だった俺でさえ、任せてみようと思えてしまったほどに。




　翌日、約束通り大きな包みを手にしたライドウさんがウチに来た。

　準備はいらないと言われたが、基本的なやり方を聞いていたから、料理人には予め何種類かの肉を切らせておいた。

「おお、もう肉が用意されてる！　……うん、やっぱり思った通りだな。なら、こっちも早速準備をっと……」

　テーブルの中央にどんと包みを置いたライドウさんは、並べられた肉をしげしげと見て満足気に頷いた。

　布の包みが解かれ、中身が姿を現す。

　壺つぼらしき外見の容器で、中には炭が入っている。ライドウさんは炭に火を入れた後で、焼き網あみらしき物を容器の上に乗せた。

　なるほど、あれで肉を焼こうというわけか。

　全体像が見えてきた。

　思っていたより遥かにシンプルらしい。

「お察しの通り、この網の上で肉を焼いてもらうわけです。まあ、急いでいたので、今日持ってきた物は間に合わせですけど、実際にはテーブルに埋め込むような形にするのが理想ですね。汚れてもすぐに網を取り換えられるから、メンテナンスも楽です」

「ううむ」

「煙については、天井に大規模な排気設備を置くよりも、現代の発明である無煙ロースター──と、名前はどうでもいいか。んー、いや。そうですね、もしこの方式でやれそうだと思ってもらえたら、ウチでそういうのを作って売らせてもらいますので、今日のところは気にせずどうぞって事で。煙対策は可能なので、心配しないでください」

「は、はあ」

「じゃあ、焼きますか」

　ライドウさんは網に刷は毛けで軽く油を塗ると、彼が持ってきた小型のトングで肉を手際よく載せていく。

　このサイズのトングなら、客席に常備しても邪魔にならないな。

　俺も彼にならって肉を並べる。

　なるほど……肉を網の上に運んで、ただ焼けるのを待っているだけなのに、何故か自分で仕上げている気になるな。

　そして薄く切るというポイントも十分役目を果たしている。

　俺が想像していたよりもずっと待ち時間が少ない。

　これならそこまで会話が弾んでいなくても、手持ち無沙汰にはならなそうだ。肉が焼けている様子を眺めている間にすぐ食べ頃になる。

「で、適当なところでひっくり返す」

「ああ、ライドウさん！　それはもう少し待った方が！」

　ライドウさんが生焼けの肉に手をかけたので、思わず口を出してしまった。

「──と、お客さん同士もそんな掛け合いが出来るでしょう？」

「おお、確かに。家族や友人と囲むのに向いていますね」

　ふむ。

　今俺は仕事でライドウさんと向き合っているが、これが友人や妻や子供となら？

　ふと、あるイベントが頭に浮かんだ。

　庭で時折開く、ホームパーティーでのバーベキュー。

　もちろん、本来ホストとしては招待した客に肉を焼く手伝いなどさせたりはしない。

　だが、焼き場を食卓に見立て、皆で網を囲んで肉を焼く──それを仕事ではなく、楽しみとして考えてみると……。

　ありだ。

　しかも店内で提供出来るなら、天候に左右される事もないじゃないか。

　ライドウさんの故郷の焼肉の持つ魅力の奥深さに、ようやく俺は気付き始めた。

「で、焼けた肉はこうして自分の皿に取って、そのまま食べる」

　ライドウさんは自分で〝育てた〟肉に塩をひとつまみ振って、美味そうに頬張った。

「当然、常に焼きたてを食べられるわけですね。これは、シンプルだが凄いかもしれない」

「肉の味付けですけど、提供する段階で下味をつけておいてもいいですし、予め店でいくつかのつけダレを用意しておいて、お客さんに選んでもらうという手もあります」

「そうか……。切るだけじゃなくて下味で仕事をする事も出来る。それに肉に合うタレなら最高の物を用意出来ます！」

「肉そのものを塩味かタレ味で分けておいて、更に客席でタレを数種類用意する。そうすればメニューの数以上に味のバリエーションが広がって、お客さんを満足させられると思うんです」

「て、天才ですかライドウさんは！」

　決して大袈裟ではない絶賛の言葉が口を突いて出た。

「いえいえいえ！　最初に申し上げた通り、これは僕の故郷に既にある食べ方ですから。僕はそれをここに落とし込むための手伝いをしているだけです」

「いや、それにしたって……」

「で、そうやってメニュー数以上にお客さんを満足させるって事を前提にして、ご相談なんですが……」

「え？」

　ライドウさんの表情がやや曇ったように見えた。

「はじめはこの店が提供している肉類の中でもオーソドックスな物だけを、焼肉用の肉として提供するのが無難です。ライアンさんが仰ったように、生焼けを口にして体調を崩す危険はどうしてもありますから。ここのお客さんの中心である冒険者なら、その危険を知っている人も多いから心配はないでしょうけど……」

「な、なるほど」

「どれだけ説明してもやってしまう人はいるものですからね。まだ赤いけど食べちゃえーみたいな。きちんと注意喚起して、何重にも説明した上で、お客さんの自己責任として文句を受け付けないのも手ですけど、風評は大事にするに越した事はないでしょう」

「仰る通りです」

　どんなに丁寧に説明していたとしても、焼きを客に委ねる以上、絶対について回る問題だ。

「だから、ご主人達の豊富な肉の知識を活かして焼肉向きの肉を三種類か四種類選別してもらった上で、メニューを作成するのが最初の一手としては最適かと」

「ライドウさん、凄いですよ。私、いける気がしてきました。いえ、これは絶対に流行ると断言出来る！　……ただ」

「なんでしょう」

「焼き網の工夫も、肉の選別も、いざ店に並んだ後なら、やはり簡単に盗めてしまう気がします。そこがどうしても心配なのです。ライドウさんが他店では真似出来ないと言った根拠を教えてもらえませんか」

　どれだけ画期的なメニューでも、類似商品が大量に出てしまえば長続きする事はない。

　だが、ライドウさんはあっさりと俺の心配を受け止めた。

「ああ、そんな事ですか」

「そんな事!?」

「あはは。今いただいたお肉ですけど、塩だけでも凄く美味しかったです。肉ごとに違った食感や風味が楽しめました」

「それは……ありがとうございます」

　肉の味を褒めてくれるのは嬉しいが、一体彼は何が言いたいのか。

「僕は少し前に知ったんですけど、たとえば、仕留めたばかりのイッカクの肉を切り分けてその日の夜に焼いて食べたら、これと同じ味になるでしょうか？」

「なりません。基本的に獣肉というものは仕留めてからある程度の熟成期間をおかないと、十分な旨さにならないのです。イッカクなら……まあ私に言わせれば、一週間程度はおかないと、硬くて筋張っていて、食えたものじゃないですね」

「ですよね。ただ今日のイッカクはそれ以上に美味しかった。そこは肉屋さんだから、でしょう？」

「私は肉の目利きや管理しか出来ませんから、そこだけはきっちりと勉強を続けています。もちろん、イッカクの熟成についても一線で通用する知識は持っているつもりです。型通りの熟成以上の仕上がりにしていますとも」

「ええ、そうでしょう。決して簡単には真似出来ない、職人の技ですね」

「っ!?」

　──職人の技。

　いざそうたとえられると、小っ恥ずかしいものがあるが、確かに肉の熟成は俺が身につけ、そしてこれからも磨き続ける職人の技に違いない。

　自他共に誇れる唯一のスキルでもある。

「そして気がつきました？　肉の種類、部位ごとに切り方や厚みが違ってますよね。どれも均一で同じ厚さというわけじゃなかった」

「料理人達も長年ウチで肉に触れてきましたから。網で焼いて食べるから薄くして欲しいと、食べ方を伝えれば最適な切り方で……そうか」

「この店の感覚で言えば、このお皿はただ切った肉が並んでいるだけかもしれませんが、決してそうじゃないんですよ。僕は大きさについては触れるのを失念していましたけど、ちゃんと一口サイズ程度に切り分けられていましたし、ここのスタッフは皆さん優秀なようです」

「……」

　ウチの、肉屋の強み。

　こんな……こんな当たり前の事でさえ、俺は見失っていたのか。

「大丈夫。そう簡単に真似なんて出来ません。肉の熟成も切り方も、提供する肉の種類も部位も、下味もタレも、何もかも肉屋さん以上に習熟しているところなんてないでしょう？　それとも、他の店も同じだと？」

「意地悪な事を仰いますね。ええ、既存店にも新規店にも、どの店にも負けません。ウチが一番です。肉だけは絶対に譲りません。ん……？　ただライドウさん、貴方は〝少しの対策をすれば〟真似されないと仰いました。ウチほど肉に精通している者がこの街にいない以上、むしろ真似なんて絶対にされないのでは？」

　彼は俺の手にあった武器を思い出させてくれたのだ。

　しかもそれだけではなく、店を守るための盾だって、教えてくれた。

「ええ。世界のどこかには、それだけの猛者が存在しているかもしれませんが、わざわざツィーゲでここと競って営業するよりも、他の国で店を出した方が楽ですしね」

「ではその、少しの対策というのが必要な理由は？」

「この肉屋の従業員なら可能だからですよ。つまり、引き抜きという問題ですね」

「!!」

「だからその対策が必要なのです。少なくとも、この店の中ちゅう枢すうにいる人達にはライアンさんと同じくらいにこの肉屋を好きになってもらうためのね。そうすれば、重要なスタッフの引き抜きは未然に防げる、というわけです」

「可能……なんですか？　そんな事が」

「条件と環境次第で、多分。最初にふるいにかけたり説得したりする必要はあるでしょうね。僕なんかに相談しに来るくらいですから、相当切せっ羽ぱ詰つまっていたんでしょうし、この際、限界まで身銭も切りましょうよ」

「……え、と。それは私が、ですよね？」

「当然です。労働条件もこの際一新したらどうですか？　真っ先に人件費を削って人がカツカツになっているのは、見ていてすぐに分かりました。それって悪い手だと思うんです。人材こそ宝ですよ、ライアンさん」

　ライドウさんが言うと、恐ろしく説得力がある言葉だ。

　人材こそ宝か。

　確かに、人はいて当然だとばかり思ってきたし、利益が減ったら真っ先に給料減額と解雇で凌いできた。

　それで何かが改善したかと言えば、実際のところ何もならかったな。

　ならば、それも間違いだったというのか。

　一番かさむところを節約して、お客さんには少しでも良い肉を、良い状態で提供する事に長年努めてきたが……。

　人に金を惜しまない、というのがライドウさんの方針だったか。

　──俺もそれにならうべきかもしれない。

　焼肉革命を聞かされて衝撃を受けていた俺は、彼の話の続きに真剣に耳を傾ける事にした。

　その驚くべき改革案は、ライドウさんのこの言葉から始まったのだった。

「だってライアンさんが一番やりたい事は、金儲けより、もっと多くの人にこの店の、肉の美味さを広めて愛してもらう事でしょう？」
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　ツィーゲの飲食店の老舗の一つ、肉屋。

　最近売上の低迷から愚ぐ策さく悪あく手しゅを乱発し、多くの同業者から冷笑と侮ぶ蔑べつを向けられてきた同店だが、その奇行は遂に憐あわれみを誘うまでになった。

　とうとう肉屋も閉店か。

　そんな噂が飲食業界に流れ始めていた。

　その切っ掛けとなった飛びっきりの奇行──ツィーゲ屈指の実力者レンブラント商会の代表であるパトリックの耳に入ったのは、こんな内容だった。

「肉屋の当代がクビにした従業員に頭を下げて回っている？」

「はい。確かな筋の情報です」

　パトリックが最も信頼を寄せる執事であり側近でもあるモリスは、呆れた様子で聞き返す主の言葉にしっかりと頷き返した。

「……いよいよか。あそこはなんだかんだで生き残るかと思っていたが、少し読みが外れたか」

「ただ……」

「なんだ？」

「最近彼の周りから、ライドウという名前をちらほら聞くようになりまして」

「……ふっ。なるほどな、ライドウ殿か。そういえば学園都市の事件後、たびたびツィーゲに戻って来ていると聞く」

「後処理に動かれますか？」

　後処理。

　モリスのその言葉には、二つの意味が含まれている。

　一つは肉屋の、そしてもう一つは、彼にとってかけがえのない恩人にして目をかけている商人でもある、ライドウの手助けをするか、という意味だ。

　当然モリスは頷く主を想定して、既にいくつかの準備を手配してあった。

　が、彼の予想は大きく外れる事になる。

「……いや。ならば様子を見よう。彼とはこの前定例会で会ったのが最後だが……なかなかどうして。ライドウ殿の今と、このツィーゲの老舗の底力を、少しばかり見届けたくなった」

「……よろしいので？」

「ああ、それで頼む。ライドウ殿の事だ。コトが上首尾に終われば、私にも笑顔で報告してくれるだろうさ」

「分かりました。では注視するに留めます」

　自らの改革がいつの間にかパトリック＝レンブラントの興味も引いているとは露知らず、ライアン＝ニクヤによる革命の準備は着々と進んでいった。
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　肉屋のホールの三分の一ほどが、改装という名目のもとに厚い布の幕で覆われてから十日が過ぎた。

　百ほどの客席を十日も使えなくしての改装である。

　僕やライアンさんにとっては焼肉用テーブル導入のための改装だったが、同業者や一部のお客さんからは、閉店の前準備と邪じゃ推すいされているようだった。

　実際、一日のピーク時でもホールの半分を埋めるのがやっとというくらいまで客足が落ち込んでいたから、そう思われても仕方がない。

　そんな実情を目の当たりにして、ライアンさんは涙目だったけど、それも今日までだ。

　僕が提案した通り、彼はかなり現代の日本の基準に近い労働条件を受け入れた。この世界の常識では考えられない好条件だ。

　もちろんそれは働く人にとっての話で、経営者──つまりライアンさんから見れば、吐と血けつものの雇用条件になる。

　しかし彼は、それで客が増えて店が息を吹き返すというならと、覚悟を決めて了承した。今の肉屋の労働条件は、クズノハ商会よりも好待遇ともいえる代しろ物ものに仕上がっている。

　ウチの場合は店を休みにしても、皆それぞれの種族とかの自主鍛錬とか合同訓練とかで、とにかく休んでくれないからなあ。

　労働時間を週休二日レベルに設定してみても、実際には江戸時代の奉ほう公こう人にんレベルでしか休んでくれないんだよねえ。

　まあ、ウチの事はいい。

　肉屋さんの労働基準で、ライアンさんがどうしてもと言って加えたのは、主に二つの点だ。

　一つは裏切りへの強力な制裁。

　僕はどうかと思ったけれど、元はといえば僕が口にした引き抜きへの警けい鐘しょうが原因だ。ライアンさんはその可能性をかなり恐れている。

　暗に、裏切ったらこの街にいられなくしてやる、くらいの恫どう喝かつとも取れるような内容だった。

　もう一つは昇級と今後の労働条件について。

　さっきのが鞭むちならこっちは飴あめだ。

　今も他店ではあり得ないような厚遇だが、それすら最低限のものだと考えている事、今後の店の発展に応じて昇給の可能性が濃厚である事と、職人達には別の街での独立を支援するプログラムも検討している事などを告知してある。




　そしてまさに今、開店前のホールに従業員が全員集められ、集会が開かれている。

　ここ最近の営業悪化に伴って解雇された従業員も、街に残っている人については、新しい条件での再雇用を提案し、店に戻ってくれるように、ライアンさんが自ら出向いて頭を下げて回った。

　既に街を出てしまった人達についても行方を捜して、ちょくちょく訪れているらしい。

　元々解雇の成り行きというか、クビの仕方というかがこの世界の基準で見て悪くなかったのか、既に新しい仕事にやり甲斐を見出していた数人以外は、ライアンさんの謝罪と提案を受け入れて店に戻ってくれたようだ。

　戻らないという選択をした人達にしても、正当な退職金──という名目の口止め料──を受け取り、肉屋の情報を一切口外しないと約束を取り付けたんだとか。

　……退職金なんて制度、この世界じゃ殆どないしなあ。

　彼らにとっては、空からお金が降ってきたようなものだったかもしれない。

「では今日の営業から、いよいよ新メニュー〝焼肉〟を開始します。研修は万全で、皆さんの知識も十分なものになっています。初日のお客様の多くは招待した方々ですが、飛び込みのお客様でも空席があればどんどん焼肉を提案していってください。よろしくお願いします！」

　ライアンさんの結びの言葉に続き、従業員からは彼の意気込み以上に熱の籠もった返事があった。

　そう、これで研修は全て終了。

　今日は客を招待しての焼肉導入初日だ。

　招待客にはレンブラントさんのように本当の意味で招待したお客さんだけでなく、話題作りの為の賑にぎやかし──率直に言ってしまえばサクラが交ざっているけど、どちらも初めて焼肉を味わうお客さんには違いない。

　僕が声をかけた冒険者のトア達もその一例だ。

　最近のトアの活躍ぶりは、まさしく荒野の第一線で戦う一級品の冒険者で、彼女達のパーティに憧あこがれる冒険者も結構いる。

　この場合、サクラなんて言わずに宣伝塔って言った方が相応しいか。

　ちなみに、レンブラントさんを呼んだのも僕だ。

　快く頷いてもらえて良かったよ。

　レンブラントさんの名前を出した途端、ライアンさんは滅茶苦茶緊張していたけど、大丈夫かな。




　改装部分を覆っていた幕が外された。開店に向けての最終チェックが進んでいく。

　集められたスタッフは皆、今日から始まる焼肉について既に勉強しているし、実際に体験してもらっている。

　結果はもちろん大好評。

　ホール担当者とキッチン担当者、どちらも新しいスタイルの肉料理に自信をもってくれた。

　何より、今ここには今日勤務予定じゃない休みのスタッフも一堂に集められている。

　店舗の規模を考えても、相当多い。

　この人数を見れば、ライアンさんが本気で週に休みを二日用意するつもりでいる事を、皆も認識してくれるだろう。

　たぶん彼の方もそれが狙いで、わざわざ全員を集めたんだろうし。

　この件で、彼は人件費を中心に随分と私財を切り崩した。

　万が一にもないとは思っているけど、これでコケたら肉屋は本当にやばくなる。再起不能になるかもしれない。

　でも、まだまだ内臓系の部位だとか珍しい肉なんていう隠し玉があるし、予備戦力は十分。

　きっと上手くいく。

　そんな微妙な不安とこれまでの肉屋の苦労を思い返しているうちに、集会が終わった。

　じきに開店だ。

　僕は特にやる事がないから、脇から店の様子を観察しつつ、僕が主導して招待した数人のお客さんが来たらライアンさんと一緒に挨拶に出向くつもりだ。

「ライドウさん、遂にここまでこぎつけました。今日ウチはツィーゲの肉、その天下を取ります！」

　ライアンさんが鼻息荒く話しかけてきた。

　ああ、そうだった。

　このところライアンさんは〝肉の王〟を目指すと言って意気込んでいる。

　研修中に職人意識をたびたび刺激していたら、いつの間にか、彼と数人の料理人の気合が物凄い事になっていったんだった。

　亜空で巴とか澪が住人の皆を訓練する中で浴びせる言葉を参考にして、ライトでソフトなのを選んで発はっ破ぱをかけてみただけだったのに、結構効果があったみたい。

　既にのれん分けを本気で目指して、目の色を変えてる料理人もいる。

「その意気ですよ。僕はホールの陰で様子を見てますので、僕関係のお客さんが来たら呼んでください。数はそんないませんけど、流石に挨拶はしときませんとね」

「ライドウさんが呼んだ方に関しては、数の問題よりも質がとんでもないので、一緒にいてもらわないと私が困ります。絶対に声をかけますので、ご安心を」

　ライアンさんは表情を引き締めてそう断言すると、店員達の采さい配はいをしに戻っていく。

　ほどなくして、店がオープンした。

　いつものテーブルに向かう客がちらほら入店する傍ら、今日のリニューアルオープンに招かれた客が別の入口から来店しはじめる。

　お、焼肉第一号のお客さんか。

　リミア王都での戦いから気分転換するつもりで、結構時間を割さいて没頭していただけに、今日の結果は僕だって気になる。

　これからしばらくしたら、大国巡りをする事になるかもしれないから余計に。

　給仕に案内された招待客が焼肉用のテーブルにつく。

　そういえばあのテーブル、思ったよりも工事が大変だったんだよな。

　七しち輪りんみたいな物をただテーブルに埋め込むだけってわけにはいかなかった。

　テーブルの天板の中心部を円形にくり抜いてそこに七輪と網をはめ込む形に設定、少し深みをもたせて外周側面部分に煙を吸う穴を設置した。

　吸い出した煙はテーブルの足部分から地面を伝わせて、店の外に排出するという大がかりな設備になった。

　日本の焼肉屋で食べていた時には気にした事すらなかったけど、あの無煙ロースターって結構凄い物だったんだな。

　簡単に考えていただけに、試作段階ではエルドワの皆さんには苦労をかけてしまった。

　もっとも、彼らも楽しんでやってたみたいだから、そこは救いだったな。

　亜空でも焼き肉が出来るように持ち帰ってみます、と笑顔で帰っていったのが印象に残っている。近いうちに僕の家に焼肉テーブルが出来るのは確実だな。

　トアが店に来るのはもうしばらく後だと聞いてるし、あいつらは目立つからピークを外した時間に来るように言ってある。

　レンブラントさんは年中忙しい身だから、果たしていつ頃になるのかさっぱり分からない。

　しばらくはお客さんの反応を見ていられそう……だ？

　なんだ？

　ライアンさんが血相を変えてこっちに向かってくる。

　走るような速度だが、まぎれもなく歩いている……何なに気げに凄い接客技を持ってるなあ、この人。

　エリスが度々口にする接客奥義が云々って、もしかして本当に業界にあるものなんだろうか。

「ラウドゥーさああん!!」

　発音まで怪しくなっている。

　どこの中国系の名前ですか。

　思いっきりパニックに陥っているが、それでもお客さんの視線は集めないように気を遣っているあたり、言うなれば、冷静にパニック状態だ。

「えっと、トラブルでも？」

「いえ！　レンブラントご夫妻と執事のモリスさん、それに付き合いのある商会のお連れ様が六名でご来店です!!」

　ええ!?

　早っ。まだ開店から三十分も経ってないのに。

　ライアンさんの視線の先には確かにレンブラントさんと奥様、それに会合で何度か見た事がある商会の代表者が三人。

　執事のモリスさんは何やら給仕を呼び止めて話をしている。

　レンブラントさん、仕事が山積みだって豪快に笑ってたのになあ。

　全部終わったんだろうか。

　終わったんだろうな……。

　あの人は超人商人を地で行ってる。ホント羨ましい。

「では用意してある特別席にご案内して、僕らも挨拶に伺いましょう」

「ライドウさんはこれっぽっちも緊張してない顔ですね。やはり、大物だ」

「お連れ様は顔を知っている程度ですけど、レンブラントご夫妻や娘さんとは親しくさせてもらってますし、今日もお二人と会って話をしてますから。頼れる方だとは思いますが、そこまで緊張したり怯えたりする必要はないと思いますよ」

「……どうにも、私からしたら雲の上の人としか。とにかく、フォローをお願いします」

「ライアンさんだって、この街で十代以上続いている店の主人なんだから、そこまで卑ひ屈くつにならなくても……」

　などと苦笑を交えて話しつつ、レンブラントさんの席へ。

「やあご両人！　今日は改装おめでとう！　面白い肉料理が楽しめると聞いてね、つい予定外の友人も連れてきてしまった。すまないね」

　にこやかに声をかけてきたのはレンブラントさん。モリスさんも立ち上がって一礼した。

「給仕の方には柔軟に快く応じていただけました。感謝します」

　僕も今の今まで奥さんとモリスさんの三人で来ると思ってました。

　ただテーブルも椅子も六人分の準備は問題なく整っている。

　予定人数に対して少し大袈裟だが、ライアンさんが三つのロースターを装備した大きなテーブル席を確保していたおかげだ。

　こういうのが良い方に転がってくれるというのは、吉兆だと思う。

「肉屋の店主、ライアンと申します。本日はご多忙のところご来店いただきまして、誠にありがとうございます。当店が自信をもってお薦めする新しい肉料理、お楽しみくださいませ」

　つつがなく挨拶の言葉を紡つむいだライアンさんが料理の説明や注意を続けていくと、途中でレンブラントさんを含め、皆さんの目が驚きを含んだ様子でロースターに向けられる。

　それにしても、奥さんの服装は凄いな。

　レンブラントさん達の格好は仕事着の延長といった感じなのに、バッチリ正装だ。

　いや、別に派手ってわけじゃない。

　藍みたいな濃い青系でまとめられていて、落ち着いた服装だ。

　万が一汚れてもあまり目立たないだろう色の濃さ。白だと流石に焼肉には向かないと言わざるを得ないが、これなら安心だ。

　それでいて胸元のネックレスとか、アップにした髪が華やかさを演出している。

　うーん、大人だなあ。

　決して派手じゃないのに、女性として凄く魅力的というか、自分の見せ方を知っている。

　肌を見せればいいってものじゃないんだなあ。

　そしてあの服、間違いなく高い。

　勉強になる。

　……女装の勉強って意味じゃなく。そういう趣味はないから。

　奥様をガン見していたつもりはないけど、僕の視線に気付いたのか、彼女はニッコリと微笑んでくれた。

　あ、どうも……じゃなくて。

　いかんいかん、いつまでも見とれていちゃダメだな。

　客が自分で焼くというスタイルに驚きつつ、レンブラントさん達が肉を網の上に並べ始める。

　今は特に焼き方が難しいメニューはない。概ね、本人が焼けたと思えば食べてしまって大丈夫な肉ばかりだ。

　ウルトラ上手に焼けなくても、最高の熟成を遂げた肉が楽しめるのである。

「美味い！　既に下味がついているわけか。それに塩にタレも……四種類。むううう、肉をこうやって提供するとは盲点だったな。これは凄い」

　レンブラントさんは色々な組み合わせを試しながら、一切れ一切れ食べ進めている。

「普通、網で焼くと肉がくっつくのが困りものですが、油を塗るだけでなく、網に何か工夫がしてありますな。気のせいか焦げにくくなっているようにも感じます」

　モリスさんは網に目を向けながら、既にお気に入りのタレを見つけたのか、やや偏りのあるセレクトで食べていく。

「煙を吸ってくれるのも、とても嬉しい工夫ですね。もちろん一筋も残さずとはいかないのでしょうけど、凄く見やすくて目が痛くなりませんもの。これなら脂あぶらが多い部分でも安心して焼いていけますね。一切れが大きすぎないのも女性には嬉しいですわ」

　奥様は意外にもカルビ系の脂が多い肉を中心に楽しみながら、時折さっぱり系の肉で口直ししている。

　レンブラントさんが連れてきた三人の商人も次々と賛辞を口にした。

　肉の切り方や大きさも気に入ってくれているようだ。

「……噂ではこちらの店は老舗だが死に体たいだと囁ささやかれておりましたので、少々不安があったのですが、杞き憂ゆうでした。流石はパトリック様のご慧けい眼がん。これだけのスタイルを模索して準備を進めている事を、いち早く見抜いていらっしゃったのですね」

「本当に驚かされた。流行に乗らず、見た目に頼らず、この肉の味。これこそが肉屋の原点。よくお気付きになった。きっと多くの肉屋のファンが待ち望んでいたメニューですよ、ご主人。私も嬉しい」

「商談に使える店が一つ増えました。パトリックさん、今日はお誘い本当にありがとうございます。そしてライアンさん、見事です。これは流行りますよ。それも一過性のものなんかじゃない。肉屋の──いや、この街の名物になるだけの力を持っています」

　お連れの商人の皆様にも好評だった。

　一人はどうやらこの店の事をよく知っているような口ぶりだったから、最近の変化が残念だった元常連かもしれない。

　そして、皆さんの口から共通して出た言葉は、「美味い」の他にもう一つ。

　口々に「楽しい」と言ってくれた。

　僕が聞きたかった言葉だ。

　楽しくて美味いから焼肉は凄い。

　そこが分かってもらえたなら僕的には既に成功だ。

「で、これが今回のクズノハマジック──いや、魔改装かね。相変わらず凄いネタを持っているようだね、ライドウ殿は」

　商人同士の談笑が小休止になったタイミングで、レンブラントさんが僕に話を振ってきた。

　魔改装。

　誰がうまい事を言えと。

「いやいや、そもそも肉屋さんくらいの肉の専門知識がないと、こんな事は出来ませんでした。それに今回はクズノハ商会じゃなくて、僕個人としてお手伝いしただけですので」

「……君個人がアドバイザーをしたのか」

「それも少しだけ故郷の料理のアイデアを話しただけですから。まあ、この店の常連として、少しは力になりたくてしただけの事ですよ。これをクズノハマジックと言ってしまったら、日頃頑張ってくれている店の皆に申し訳ないです。あははは」

「変わらんね、君は。だがそれがいい。それでこそライドウ殿だ。焼肉か。肉屋の焼肉。名前もシンプルでいい。これからも贔屓ひいきにさせてもらおう。もちろん宣伝もな。ところで、ライドウ殿のお薦めは何かな」

「ありがとうございます!!」

　お、レンブラントさんからは合格をもらえたみたいだ。

　ライアンさんが頭を下げてレンブラントさんにお礼を述べている間に、僕はお薦めを脳内で探す。

　あれにするか。

「そうですね。もちろんお肉はどれもお薦めで選べませんから、僕はこのキノコ、シイタケをお薦めします。それからこっちの野菜のカミハ蒸しもですね」

　カミハ蒸しというのは、大きくて丈夫なカミハの木の葉を使ったホイル蒸しみたいなものだ。この葉っぱは余計な青臭さがないし、熱にも強いからアルミホイルの代用になる。

「あら、美味おいしそう。そうでした、お肉だけじゃなくてお野菜もあるのね、ここ」

　奥様が野菜に反応した。

　まあ、肉にインパクトがありすぎるから、そうなるよね。

　店名も肉屋だし。

　招待した人のテーブルには、野菜盛りをサービスで出してもらっておいた方がいいかもしれないな。

　あとでライアンさんに提案しておこう。

「ほう、キノコに野菜か。シイタケというものは聞いた事がないが、直じかに焼いて食べるのかね？」

「ええウチが卸おろさせてもらってるキノコなので、半分営業になっちゃいますが、自信があります。キノコが苦手でなければ是非一度お試しください」

「ではそれを六人分頼むよ」

「はい、ただちに」

　レンブラントさんの視線に応じて、控えていた給仕さんが素す早ばやく注文を取りに来る。

　やる気十分、反応がいい。

「せっかくだから、野菜のカミハ蒸しというのも人数分もらってみようか」

「分かりました」

　キノコがダメな人はいなかったか。

　焼きシイタケは美味しいと思うけど、風味が強いから、そもそもキノコが駄目だという人には流石にお薦め出来ないもんな。

「はて、カミハ蒸しといえば、冒険者達の野営の定番料理にそのような蒸しものがあったと記憶していますが」

　モリスさんが記憶を辿るようにその名を口にした。

　大当たりだ。

　名前はそこから取った。手軽に用意出来るカミハの木の葉で食材を包んで火にかけるだけのお手軽メニューなので、凝った調理器具を持ち歩けない冒険者達にも人気だ。

「その通りです。ここツィーゲは多くの冒険者が集つどう街。ですから、一つくらいは彼らを参考にメニューが出来ないかと考えて、今回僕が我儘を言いました」

「別に誰かが権利を持っているものではありませんしね。きちんと〝肉屋風〟とメニューに記載してあるのも面白いですよ」

「ええ、これも自信作です。野営では食材や調味料に拘れないので、肉屋では敢えて肉類を中身から省はぶき、野菜のみを特製のソースで蒸しあげた一品にしています」

「肉抜きですか！　それは大胆な。確かに焼き網の上にカミハで食材を包んで載せれば蒸し料理も出来る。焼き野菜も蒸し野菜も可能とは、実によく出来ています。このモリス、感服いたしました」

「ありがとうございます。これは秘密なのですが、ここにいらっしゃる皆様には特別にお教え致しますね。このスタイルが軌道に乗るようでしたら、次は海産物も取り入れようかと考えているんです」

「なんと……！」

　肉のみにあらず。

　焼き野菜に蒸し野菜。そしてシーフードまで。

　この一手は幅広く皆さんの胃を掴むべく繰り出されているのだと少しだけ漏らす。

　アイデアを盗まれる危険性はゼロではないが、今ここにいる人でレンブラントさん達三人を除く誰かからしか漏れようがない。

　レンブラントさんが同席した席での事だけに、それも簡単じゃないだろう。

　という事で、あまり漏ろう洩えいの心配はしてない。

「さあて、ライドウ殿から更に楽しい話も聞けた事だし、そろそろ我々だけで気ままに楽しもうじゃないか。この通りの盛せい況きょうだ、いつまでも二人を独占しては皆に悪い」

　包んだ葉の隙間から湯気が出はじめ、大ぶりのキノコが皿に載ってやって来たタイミングで、レンブラントさんから挨拶は十分という意図のお言葉を頂いた。

　ライアンさんと一緒に一礼してから席を離れる。

　入口の扉が開いた拍ひょう子しに、トア達が予定よりも多い人数でやってきているのが見えた。それに、巴と澪も外で既に待機しているのが分かる。

　トア……招待に応じて来てくれるのは嬉しいけど、どうして連絡なしに人数を増やす。席がなかったらどうするんだ。

　そして巴と澪も、混雑のピークをずらせと言ったのに、お客さんが一番増えそうな時間に外にいる。

　まさかずっとそこで待っているつもりなのか。

　いくら僕でも焼肉香（臭にあらず）が充満する中で、ずっと外でお預けなんて鬼みたいな事は出来ない。

　もうトアとまとめちゃ──いや、それはよくないか。

　今回あの二人には、ケリュネオンで別行動をしてもらって面倒な命令もしたんだ。

　仕方ない、さっきの野菜の提案をするついでに、ちょっとライアンさんに席が取れないかお願いしてみるか。

「すみません、ライアンさん。実はウチの二人が予定よりも早く来てしまったようで、どこか小さいテーブルで良いので、空きはありませんか？」

「二人……巴様と澪様ですか!?」

「ええ、外で待っています。それに横目でちらっと見えましたけど、トアも随分人数を増やしてくれている様子です。困った連中ですけど、対応をお願い出来ますか？」

「もちろん、席は確保してあります！　招待された側がその倍以上連れて来てくださるのは、こちらへのお祝いの慣例ですから。まったく問題ありません」

　……マジか。

　招待したらその人数以上で出向いた方が相手が喜ぶと。

　ぐぬぬ、知っているようで知らなかった、ツィーゲルールがまた一つ。

　頭に入れておこう。

　レンブラントさん達のテーブルが大きかったのも、これを見越していたのか。

「それから挨拶周りですけど、僕はトアと巴達を先に済ませますので、ライアンさんはその間にご招待した他の皆さんをお願いします」

「はい、レンブラントさんが早めに切り上げてくださったので、問題ありません。幸い自由席も埋まり始めていますし、後は各おの々おの動くとしましょう。では後ほど」

「はい」

　ライアンさんと別れて、僕は既に席に着いていたトアパーティ＋αアルファのもとへ。

　トア達は最近情報交換をしているという五人組のパーティと一緒に来ていた。彼女達に焼肉スタイルを説明して、いくつかお薦めのメニューを紹介する。

　早くもトアの妹のリノンが焼肉奉ぶ行ぎょうと化し始めているので、思わず苦笑してしまう。

　初対面の人達と自己紹介を済ませ、挨拶代わりに最近の冒険者の動向やら荒野の探索について情報交換をする。焼き肉メニューは冒険者にもかなり好感触で、野営を思わせながらもきちんと飯屋の料理に仕上がっていると、お褒めの言葉をもらった。

　一応店の宣伝をお願いし、巴と澪も今夜来てると一言教えてから、彼女達の席を後にした。

　ライアンさんはその間に数件の挨拶を済ませているみたいだな。

　もっと短時間で、でもお客さんにそれを感じさせないような、さりげない挨拶が出来ると役に立つんだろうな。

　今夜一晩だけじゃ参考にならないかもしれないけど、ライアンさんの動き方を出来るだけ目で追ってみるか。

　で、次は巴と澪だ。

　クズノハ商会からは、とりあえず二人だけをリニューアルオープンに招待しておいた。

　こっちの慣習については僕が知らなかったから、当然二人だけでの来店。

　まあ彼女達は身内だし、別に構わないだろう。

　おっと。二人とも初めて見る服装で来たな。

　巴は洋装のマニッシュなスーツ姿。男装の麗れい人じん路線は変わってないな。

　澪は……洋風ではあるけどなんというか、明治時代風のドレス？

　僕からすると、レトロ感がある和洋入り混じった装いのドレスに身を包んでいた。

　二人には念話でもう入って来ていい旨を伝える。

　そしたら直後にはもう正面に来てました。

　エスパー並みの直感である。

「若から店に招待されるなど滅多にありませぬ故、ちと格好を工夫してみましたぞ」

「このような服は殆ど着ませんから、なんだか落ち着きませんけれど、変ではありませんか、若様？」

「良く似合ってるよ」

「でしょう！　たまには洋装も良いかなとは思っておったのですよ、ふふふふ」

　洋装はともかく、まさか巴がスーツとは思いもしなかったけどね。

「私、まるでずっと前から着慣れているような気がしてきました」

　……澪、どんだけだ。

「今日のメインは肉の専門家が全力で仕掛ける焼肉だ。家でやるのとはまた違った視点や美味さがある。巴は澪の分まで食いまくって喧けん嘩かしない事。肉はなくならないから。澪は研究ばかりしないで楽しんで、いいね」

「そしてその席には、もちろん若もご一緒してくださるんですな？」

「なのですね？」

「ああ、ずっとというわけにはいかないけど、出来る限りね。やっぱり、皆との宴の席とは別に、二人にはちゃんとお礼を言っておきたかったし。今回は本当にありがとう、二人とも」

「……既に今日の肉は最高と決まりました」

「調味料が至高ですもの、当然ですわ」

　あはは……。

　ちゃんと肉も味わえよ、お前ら。

　何やらじーんとしている巴と澪を座らせ、僕も着席する。

　さっきトア達に二人の事を話したから多分挨拶に来る気がするけど、まあ、二人とも機嫌が良いから問題ないだろう。

「ぬおお！　美味い、やはりシイタケは網焼きが良い！　そして肉！　どうじゃ、この芳醇な香りと濃い味わいは！　設備と野菜を受注するための手伝いかと思いきや、これは凄いものですな、若！　見るとやるでは大違いとは、まさしくこの事じゃー！」
















　巴は「焼肉など、所詮屋内バーベキューでしょう？」とか言ってたのに、これだ。

　こいつの食わず嫌いが終わったから、亜空でも一気に焼肉が普及するかもしれないな。

「こんな熟成のやり方があっただなんて……。そしてこの一切れの厚み、大きさ……。肉の部位ごとにきちんと味わいが最大になるように計算されているのね。用意されているタレもまた絶ぜつ妙みょう。タレの味で食べさせるだけの肉はいくらでもありますが、この肉は別物。これほどまでに肉への敬意を持った店だったなんて……不覚にも見落としておりました。どうしてこのような店でベリージャムとイッカク肉のアイスパフェなどという食材への冒ぼう涜とくそのもののメニューが並んでいたのか、不思議でなりません」

　澪は肉屋の黒歴史をしっかり知ってたのか。流石食べ歩きと押しかけ修業の女王だけある。

　ともあれ好評で良かった。

　いつの間にか肉屋の焼肉コーナーは満席御礼。

　通常席の方もあぶれた人で盛況だ。

　出だしは最高だな。

　久しぶりの大忙し。

　閉店後にライアンさんが見せた最高の笑顔が、この日の営業の全てを物語っていた。





◇◆◇◆◇






　ツィーゲを訪れる冒険者ならば一度は耳にする老舗の名がある。

　肉屋。

　長い間この街で愛され続けてきたこの店に訪れた閉店の危機はもう去った。

　どこからその着想を得たのか、一説には冒険者達のこぼれ話から閃いたのだという声もあるが、定さだかではない。

　しかし肉屋十六代目ライアンが始めた〝ヤキニク〟という新たなスタイルは、一過性の流行ではなく、確かな名物としてこの街に根付いていった。

　そして豊富な肉の知識を武器に、肉屋は颯さっ爽そうとその先端を走り続けている。

　冒険者からだけでなく、一般人も商人も、友人と恋人と家族と、足あし繁しげくこの店に通った。

　日暮れ時、いつものようにホールの扉が通りに向けて開かれる。

　次々と店に吸い込まれていく行列の客を、店員達の活気ある声が出迎える。

　ツィーゲの名物を一つ生み出した老舗は、今夜も途切れる事ない喧けん噪そうの中で営業している。

　ただ復活の前と異なる点があるとするならば、この店で働く従業員の中に亜人が交ざるようになった事だろう。

　そして、とあるメニューの名が正式に〝漫画肉〟となった事くらいか。

　その二点を除けば、従来の肉料理達もそのままに何一つ変わらず。

　そう、時折その漫画肉を大好物とする冴さえない青年が食事に来続けているのも、これまでと変わらずに。

　肉屋はツィーゲにその名を轟とどろかせていく。
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